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万ばん象しようを統すべる王よ、獣けものの皮を脱ぬぎ捨てて城を出るがいい。

お前の右手には不死鳥を生きながらに焼く原初の炎ほのおが、

お前の左手には運命の輪を止める静止の瞳ひとみが、

天地の土と水をお前に差し出そうと待ちかまえている。

牙きばを隠かくし、かつて神よりたまわった【追放】の声を胸に、

幾いく度どでも生命の泉を飲み干すがいい。お前の闘たたかいは永遠なのだから。

天の光すらもお前の目、風はお前の耳となる。だが、たったひとつ、

犯おかしてはならない罪がある。智ち者しやに逆らうことなかれ。

本の持ち手である智者はお前に命ずる、智者の敵はお前の敵、

撃げき滅めつせよ、死こそ智者の敵に与あたえられるべき唯ゆい一いつの宝。

智者の命こそがお前の命、その絆きずなは水銀よりも重い。

だが、それでもお前は極ごく悪あくの罪を犯すだろう、万象の王よ。

忘れるな、お前の獣が解き放たれるとき、お前の─判読不能─によって

この本は灰と化し、太陽は静止するのが運命なのだ。
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　幼いころ、ジャスティンは扉とびらを開けるのが大好きだった。

　開けるのはどんな扉だっていい。

　自分の子供部屋だって、使用人の働く台所だって、バラ園へ続く裏口だってかまわない。

　閉とざされた扉の前に立つと、ジャスティンの胸はいつでも期待でいっぱいになる。

　この向こうには一体何があるんだろう？

　ありふれた寝しん室しつ？　それとも妖よう精せいたちが遊ぶ花畑？

　ひょっとしたらおそろしい魔ま物ものがいるかもしれない。魔物は部屋の隅すみでうずくまり、入ってくるものを食べてしまおうと真っ赤な目を光らせているのだ！

　そんなことを嬉き々きとして語ると、いつでもジャスティンの父──シェルズバーン伯はく爵しやくはにっこり笑ってうなずいた。

『そうだね、ジャスティン。扉の向こうには、いつでも不思議なことがいっぱいだ。そしてきみは、すべての扉を開ける鍵かぎを持っているんだよ』

『本当？　父様。でも私、自分の宝石箱の鍵しか持ってない！』

　目を丸くしたジャスティンに、伯爵は空色の瞳ひとみを優やさしく細めて告げる。

『すべての扉を開ける鍵は、好こう奇き心と快活さだ。きみは両方をその小さな胸に持っている。きみが誇ほこりと希望を捨てないかぎり、どんな扉もきみの前で開くだろう』

　大好きな父の言葉にどきどきして、ジャスティンはうなずく。

　伯爵は大きな手でジャスティンの頭をなでてから、ふと神しん妙みような顔になって付け足した。

『けれど、ひとつだけ約束してほしい。城中の扉はきみのものだが、わたしの書しよ斎さいの扉だけは黙だまって開けてはいけないよ。いいね？』

『……うん、わかったわ』

　ジャスティンは素す直なおに答えたが、実際にはその約束を守ることはできなかった。

　何しろ伯爵家代々の城の中で、ジャスティンにとって一番面おも白しろい場所は書斎だったから。

（たくさんの本に自動人形オートマタ、東洋の仮面──あの書斎は不思議なものだらけだもの、きっと不思議な世界に繋つながる扉があるの！　扉を探すために、一度だけなら入ってもいいよね？）

　自分にそうやって言い訳し、ジャスティンは書斎に忍しのびこむ機会をうかがったものだ。

　はたして書斎探検の機会はけっこうすぐにめぐってきた。伯爵が首都へ出かけたのだ。

　ジャスティンは嬉々として足音をひそめ、書斎の扉の前までやってきた。

　ところが妙みようなことに、無人のはずの書斎からはぼそぼそと話し声がする。

（あれ……？　父様、まだ出かけてなかったの？）

　なんとなく不安を感じつつも、ジャスティンはこっそり扉に耳をつけようとした。

　そのとき、書斎の扉は不意に内側から開く。

『あ……っ！』

　扉を避さけようとしてけつまずき、小さなジャスティンは廊ろう下かに尻しり餅もちをついた。

　扉を開けた男はじっとジャスティンを見下ろしている。ジャスティンはぎょっとした。

（父様──じゃない）

　そこに立っていたのは、見知らぬ客だったのだ。

　すんなりと立つその姿──にじみだす力と自信の気配。

（すごい……すごい、綺き麗れいなひと！）

　ジャスティンは目をみはった。見知らぬ客は、幼いジャスティンが呆ぼう然ぜんとするほどに綺麗な男だった。

　こんなに綺麗なのはきっと人間ではないだろう。

　そう思ったジャスティンは、床ゆかに座りこんだまま瞳を輝かがやかせて尋たずねた。

『あなた、妖精？　天使？　それともお化け？』

　すると彼は優美にひざまずき、囁ささやいたのだ。

『三番目だ』

『三番目……ってことはお化け!?　すごい、あなた本当にお化けなの？　じゃあ、あなた、子供のことを食べてしまったことはある？』

　大喜びで訊きいたジャスティンに、男は指を伸のべてくる。

　ジャスティンはちょっとだけ怖こわくなる。彼女が身を引く前に、男はジャスティンのあごを捕とらえた。そして、

『こんなふうにか？』

　と言うと、ジャスティンの唇くちびるに口づけたのだ。

　生まれて初めての、家族以外からのキス！

　ジャスティンは息を詰つめた。好奇心がぱっと恐きよう怖ふに変わり、背筋を冷たいものが這はい上のぼる。

（駄だ目めだ……私、食べられちゃう！）

　直感的にそう思ったジャスティンは、必死に身を引いて男の顔をはたいた。

『いやああああ！　食べないでぇぇぇ！』

　いくらか遅おくれて叫さけび、あとは無我夢中で逃にげたような気がする。

　キスの意味がはっきりとはわからないほどの年ねん齢れいだったから、本当に食べられてしまうと思って死にものぐるいだった。

　……そして、そんな書斎の思い出から十年がたった現在。

　ジャスティンはまだ扉を開けるのが好きで、キスの意味がわかるようになって、顔の綺麗な男は心の底から、本当に、ものすごく、すさまじいまでに──大っ嫌きらいだ。
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　聖教会暦れき十九世紀後半、ノースランドの首都、エルズバラ。

　街中にある中央駅に汽車が着くと、ホームは一気にひとでごった返した。

　機関車の吐はいた煤すすがくすませた大気をかきわけるようにして、長旅を終えた人々が荷物を抱かかえて降りてくる。

　旅装の紳しん士しや、侍じ女じよを連れた淑しゆく女じよの間にまぎれてホームに降りたひとりの少女に、遠くから声がかかった。

「ジャスティン！　ジャスティンさん！」

　ジャスティンがきょろきょろと辺りを見回すと、人ひと混ごみの中で若い駅員が手を振ふっている。

　駅員は旅行者や迎むかえの人々、花売りの子供などをかきわけて、すぐにジャスティンの目の前までやってきた。

「やあ、見つかってよかった！　でも、遠くからでもすぐにわかりましたよ。聞いてたとおりのお姿だから」

　嬉うれしそうに帽ぼう子しを持ち上げる駅員に、ジャスティンは思わず瞬またたいた。

「私ってそんなに変わってる？」

「変わってるっていいますか……その、天使みたいに綺麗な女の子だけど、『ものすごく目立っているはずだ』って聞いてまして」

　駅員はちょっと決まり悪そうに、あらためてジャスティンを眺ながめる。

　ホームにたたずむジャスティンは、少し小こ柄がらな十五歳の少女だ。

　人形めいた繊せん細さいな顔だちにきらめく緑の瞳ひとみ、ゆるく波打つ白に近いプラチナ・ブロンド。

　要素から言ったら完全無欠の美少女なのだが、着ているものに問題がある。

　ジャスティンは自分の身体からだを見下ろして言う。

「ツイードの上着に膝ひざ丈たけズボン、乗馬ブーツ。ノースランド風の、普ふ通つうの格好でしょ？」

「……男の子なら、普ふ通つうの格好かもしれないですね」

　駅員はちょっと遠い目になって答えた。

　そう、ジャスティンは男装したうえ、綺麗な髪かみも適当にひとつにまとめている。

　しかも侍女のひとりも連れていないから、自分で両手に荷物を持ったあげく、背にもくくりつけているのだ。

　育ちのよさそうな年とし頃ごろの女の子にしては、はしたないを通り越こして珍ちん妙みような格好だった。

　周りの客が驚おどろき、眉まゆをひそめる中、ジャスティンはきょとんとして言う。

「でも、女だからって無理に女の服装をすることはないんじゃない？」

「ありますよ！　女は女で、男は男で、こう、淑女は淑女なりの、紳士は紳士なりのたしなみというものがあるじゃないですか！」

「気のせい、気のせい。私はあなたが女装しててもまったく気にならないもん」

「じょ、じょ、女装……っ!?　やめてください、僕は嫌いやだ、死んでもそんなことはしない！　あなたは女性らしいものに何か恨うらみでもあるんですか!?」

「恨みなんてないけど、動きにくいのは好きじゃないんだ。この国の女の子らしい格好って、大たい抵てい動きにくいし、身体に悪いし、汚よごれるし──全体的に男の子の格好のほうがまだマシ。あ、でも、服以外だったら女の子らしいものも好きだよ？　人形とか。ほら、これなんかわざわざ海の向こうから持ってきたんだから！」

　ジャスティンはほがらかに笑い、くるりと一回転してみせた。

　そのひょうしに、彼女が背負っていたものがはっきり見える。

　それは確かに人形だった。……ただし、とっても怪あやしい。

　人形は一メートル近くあるうえ、全体が糸でぐるぐる巻きになっているので、包帯巻きの人間に似ていなくもない。黒ボタンの目は大きさがバラバラでなんだか不気味だ。巨きよ大だいな頭がかくかくと揺ゆれると、周囲の人々がぎょっとして身を避よけ、向こうで子供が泣き出した。

　唖あ然ぜんとする駅員に向き直り、ジャスティンは楽しそうに解説を始める。

「これは暗黒大陸に伝わる、魔ま術じゆつ師しが作る『幸運を呼ぶ人形』でね。あんまりにも可愛かわいいから特大のを作ってもらったんだけど、肌はだ身み離はなさず持ってないと呪のろいがかかるからこうして持ってくるしかなくって、狭せまい船の中とか大変だったんだー。ちょっと、自分の少女趣しゆ味みを宣伝してるみたいでかっこわるいとは思ったんだけど、背負ってきちゃった」

　それは少女趣味じゃないだろう！

　と、力のかぎりつっこみたいのを我が慢まんして、駅員は必死に微笑ほほえむ。

「え、ええと、ですね……あー……そうだ、今『船の中』とおっしゃいましたが、長い船旅でもしていらっしゃったんですか……？」

「そう、世界旅行から帰ってきたばっかり。だから特に活動的な格好っていうわけ。ドレスで登山は大変だもんね。で、駅員さんはなんで私を捜さがしてたの？」

「ああ、そうだ、それですよ！　あなたのお父様から、伝言を預かっているんでした！」

　駅員はやっと自分の目的を思い出し、自分のポケットを探さぐり始める。

「父様から？　あー……、なるほど。確かに、私のことを『天使みたい』なんて臆おく面めんもなく言うのは、父様だけか」

　ジャスティンはちょっと苦く笑しようして、駅員からぼろぼろの封ふう筒とうを受け取った。

　別に男装と背中の人形がなければ、誰だれが見ても充じゆう分ぶんに『天使のような』美少女なのだが、本人には自覚がないらしい。

　駅員はあいまいに笑って言う。

「まあ、その……とにかく、お渡わたしできてよかったですよ。数日前に、駅にこの手紙が届きましてね。ずいぶん遠くからきたらしい。封筒の裏に、あなたの容姿と到とう着ちやく予定日が書いてあったんで無事に届けられましたが──お父上は今、どちらにいらっしゃるんです？」

「全然知らない」

　あっさりと言い切って、ジャスティンはポケットから取り出した折りたたみナイフで封筒を開かい封ふうした。封筒は高額の切手と見知らぬ消印で埋うめ尽つくされている。

「父様は冒ぼう険けん家なの。気ままに世界中を旅してるからなかなか捕つかまらない。手紙の後をたどっても、大抵旅立っちゃった後なのがオチだし。私もついこの間まで、父様と一いつ緒しよに旅してたからわかるんだ」

「へえ、冒険の旅ですか！　それでその……『活動的な』格好とか、人形とかになるわけなんですねぇ。だけどそんな大旅行、大変じゃありませんでしたか？」

「ううん、旅はすっごく面おも白しろかったよ！　毎日知らない扉とびらを開けてるみたいで、目が覚めるたびにわくわくしてた。……でも、先月ごろにこっちに残っているお祖母ばあさまが病気になったって聞いてね。父様より一足先に、私がお見み舞まいに一時帰国したってわけ」

　駅員に説明しながら、ジャスティンは薄うすい便せんに視線を走らせる。

　やがて顔がしかめっ面つらになっていき、辺りに不ふ穏おんな空気が漂ただよい始めた。

　駅員はなんとなく嫌な予感を感じ、一歩後ろへ下がりながら逃にげる準備をする。

　はてさて、このときジャスティンが読んでいた手紙の内容は、こういったものだった。




『愛いとしいわたしのジャスティン




　きみがこれを読んでいるということは、無事にひとりで故国へ帰ったということだね。

　──とまあ、一応は書いてみるが、わたしはきみの無事の帰き還かんを確信している。

　きみはわたしの白バラであると共に、世界にとっても究極の至宝であり、愛らしい天使なのだ。どんな苦難も災難もきみの美しさの前には目がくらみ、自ら避さけて通るだろう。

　……きみのことを思い出すと、離はなれているのがあまりにつらいことに思えてくるよ。

　わたしが悲しみで壊こわれてしまう前に、とっとと話を戻もどしてしまおう。

　さて、きみはわたしと旅した七年間で、冒険家としても、人間としても一人前になった。

　そんなきみについて、わたしが唯ゆい一いつ心配しているのは──

　そう、結けつ婚こんについてだ。

　きみは将来、どんな伴はん侶りよを迎えるのだろうか？

　このままだと、ミイラとか大とかげとか、よくて密林の中で呪じゆ術じゆつ人形を作っている現地の職人たちしか、きみの伴侶となる相手が思いつかない。これは困る。

　というわけで、きみには故国へ戻ってもらうことにした。

　わたしの母の見舞いは正直なところ方便だ。きみにはぜひ、ノースランドで立派な淑女となり、妻となり、母となってほしい。

　我々の城は信しん頼らいすべきひとの手で、数年前から淑女を育てる全ぜん寮りよう制せい女子校になっている。きみはまずはそこへ入学するのだ。もちろん、入学手続きはわたしがしておいた。

　がんばって、きみとわたしの目に適かなう婚こん約やく者を獲かく得とくしたまえ。

　それで、わたしはこれからどうするのかって？

　そうだな……それは、この青く美しい空に聞いてくれ。

　わたしを呼ぶ、冒険の空に！

　──それではきみが無事に使命を果たすことを祈いのる。




　追つい伸しん。伴侶となるべき男性には、きみの好きな人形は見せないほうがいいと思う。

　二に伸しん。母の具合が悪いのは本当だ。





いつでも心からきみを愛している父より』　






「……ジャスティン、さん……？」

　ふるふると震ふるえ始めたジャスティンに、駅員が心配そうに声をかける。

　手紙を読み終え、ジャスティンはきっ、と顔をあげた。

　そして力のかぎり叫さけぶ。

「父様の、裏切り者──っっ!!」
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（信じられない……！　あのぽややんな父様が、こんなだまし討うちをしてくるなんて！）

　駅を出て馬車に乗った後も、ジャスティンは悶もん々もんとしている。

　スプリングの軋きしむ座席に腰こしかけ、膝ひざに人形を抱かかえながら大まじめな顔で考える。

（でもよく考えてみれば、父様ってけっこう肝かん心じんなことは喋しやべらないひとだったっけ。旅に出たときだって、ものすごく唐とう突とつだったし）

　ジャスティンと父が旅に出たのは、今から七年前。ジャスティンが八歳のときだった。

　父はノースランドの低地地方に古くから広い領地を持つ伯はく爵しやく家の当主で、最近は造船業への投資が当たってかなりの財産を持っていた──らしい。

　らしい、というのは父があまり贅ぜい沢たくをするひとではなかったからだ。

　伯爵家の城には必要最低限の、気持ちの良い使用人しかいなかった。

　父は美術品よりも世界中のちょっと変わった品を集めるのが趣しゆ味みで、普ふ段だんの生活はとにかく質素。とはいえ使用人には優しく公平だったから、城の雰ふん囲い気きはじつに温かかったと記き憶おくしている。

　幼いころに母を亡くしたジャスティンは、乳う母ばをはじめとした城の使用人たちにしあわせに育てられていたのだが、ある日、その日常は一変する。

『おはよう、ジャスティン。わたしはこれから旅に出ることにした。……一いつ緒しよに来るかい？』

　朝のまだ暗いうちに父が子供部屋に現れて、優やさしく言ったのだ。

　あのときの気持ちを、ジャスティンはまだはっきりと覚えている。

　目の前で大きな扉が開くような感じ。

　なぜ？　とは訊きかなかった。

　どこへ？　とも訊かなかった。

　訊いてしまうのがもったいなくて、わくわくするような切ないような、すばらしい気分でジャスティンはうなずいた。

　かくして冒険の日々は始まったのだ。

　侍じ女じよも従じゆう僕ぼくも連れず、ジャスティンは父とたったふたりでこっそりと城を出た。列車と船を乗り継つぎ、ふたりはどこまでも行った。とても長い旅をしたのに、目の前にはどんどん新しいものが現れる。まるで世界には果てがないかのようだった！

　ふたりはラクダに乗ってピラミッドを眺ながめ、岩山に掘ほられた巨きよ大だいな神像を見た。

『わたしたちはふたりっきりだから、ふたりだけでなんでもできないといけないんだ』

　そう言って、父はどんなことでもジャスティンに教えてくれた。

　幼い身でたくさんのことを学ぶのは大変だったが、楽しいことのほうが多かった。

　ジャスティンはテントの張り方を知っているし、磁石とナイフの使い方、食べられる草や、色々な国の挨あい拶さつの言葉、拳けん銃じゆうの撃うち方（！）や、よく効くおまじないだって知っている。

　旅と父がジャスティンの教師で、人生そのものだった。

　同年代の友達はできなかったけれど、ジャスティンは充じゆう分ぶんにしあわせだった。

（でも、あんなことができるのは旅行中だけだよね。この国で淑しゆく女じよになるってことは、使用人への指示とパーティーと、読書や刺し繍しゆうをして過ごすってこと。そんなのが私のしあわせだなんて絶対に思えない。父様だってそう思ったから、私に色々教えてくれたんじゃなかったの？）

　眉まゆをひそめて窓を眺ながめると、外にはのどかな田園風景が広がっていた。

　ジャスティンの生まれた城は、首都のエルズバラから三十キロばかり離はなれた場所にある。

　このノースランドは、今から二百年ほど前にお隣となりのサウスランドと統合された島国だ。

　いち早く資本主義を取り入れ、世界中に植民地をもうけて時代の覇は者しやとなったサウスランドの繁はん栄えいを、造船を筆頭にする工業で陰かげから支えた国。産業に勢いがあるばかりでなく、首都であるエルズバラは景観の美しさから『貴婦人』とも呼ばれる芸術の都である。

　主要都市を離れれば、緑の丘おかにぽつぽつと古城が現れるのも面おも白しろく、サウスランドから観光客が来ることも多い。

（私はこの国が好き。それは本当のことだけど、ここでただの淑女にはなるのは嫌いやだ。私はずっと、世界中で冒険をしていたい。──ひょっとして私、父様に試されてるのかな）

　ここで諦あきらめて淑女になる道を選ぶか、それとももう一度父に追いつくか。

　……もしくは、自分ひとりで冒険家になるという手もある。

　最近は勇気ある女性が、ひとりで世界を旅することもあると聞いている。

　そう考えると、ジャスティンの気分はまた明るくなってきた。

（そっか。選ぶのは私なんだ。私に元気とやる気があればなんでもできる。大切なのは好こう奇き心と快活さ、誇ほこりと希望！　諦めずにいこう。世界はとっても広いんだから）

　ジャスティンが気を取り直したころには、馬車はこんもりとした林の間を走っていた。

　あとふたつ丘を越こえたら、城の門が見える。

（お祖母さま、お元気かな）

　今度は急に祖母のことが心配になり、ジャスティンはぎゅっと人形を抱だきしめた。

　父の思おも惑わくはどうであれ、祖母が病に倒たおれたのは本当なのだ。
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「ジャスティン・カーライル？」

　たどりついた城で最初に出会ったのは、やせ細った中年男の教師だった。

　神経質そうに眼鏡めがねを上げ下げし、じっくりとジャスティンを眺ながめる。

　ジャスティンは物もの怖おじせずに教師を見つめ返して言った。

「ええ。祖母のお見み舞まいに帰ってきました。まずは城の管理者の方にご挨拶したいのですが」

「……ふむ。ちょっとそこで待っていなさい」

　マントをひるがえして戻もどっていく教師を見送り、ジャスティンはあらためて城を見上げる。

　跳はね橋の向こうには、角張った巨きよ大だいな塔とうがどっしりとかまえていた。

　四よ隅すみに三角屋根の見張り台をもうけたこの塔が、シェルズバーン城で一番背の高い建物だ。半地下と見張り台を加えれば五階建てになる。

　その塔を守るように城じよう壁へきめいた館やかたがコの字型に立ち、向かって右手には三階建ての横に長い建物がある。

（確かに元々山ほど客間がある城だったし、小規模な学校くらいはできるか。それにしても変わってないなぁ）

　今は授業中なのだろうか。辺りには学生らしき姿も見えず、城はジャスティンの記憶そのままの姿だった。

　シェルズバーン城の起源は遠く中世までさかのぼる。

　近年、上流階級の仲間入りをしたい金持ちがこぞって建てた小こ洒落じやれた城館とは違ちがい、元は戦いのための砦とりでだったのだ。

　代々増改築を繰くり返してきたとはいえ、敵からの攻こう撃げきを防ぐために壁かべは厚く窓は小さい。

　真冬などは快適とはいいかねるが、それでもジャスティンはこの城が好きだった。

（変に改造されてなくてよかった。女子校なのに男の先生もいるし、けっこう色んな勉強ができる学校になってるのかも？　どっちにしろ、私は入学しないけど）

　懐なつかしい城を目の前にしても、冒ぼう険けんの旅のほうに惹ひかれるジャスティンの心は変わらない。

　やがて学校長の秘書だという男がやってきて、ジャスティンを城の中へと案内した。

「学校長。『ジャスティン』嬢じようをご案内しました」

　秘書はどこかひっかかる声こわ音ねで言い、校長室の扉とびらをノックする。

　現在校長室となっているのは、かつての伯爵の書しよ斎さいだった。

（うっ……よりによってこの部屋か。やだやだ。嫌な思い出が蘇よみがえる……）

　七年ぶりの書斎に過去の記憶が蘇り、ジャスティンは小さく首を振ふる。

　昔、わずか五歳だったジャスティンは、この書斎に来ていた客に、よりによって最初のキスを奪うばわれたのだ。当時は意味がわからなかったが、後々ものすごく落ちこんだ。

（あああ、そんなふうに考えちゃ駄だ目めだって、私！　あんなものはただの事故、なんの数にも入らない！　そもそも私はもう十五歳だし、幼女趣しゆ味みの男にとっては対象外！）

　ジャスティンは脳内でせっせと自分に言い聞かせる。

　相手の男の顔は『美しかった』ということ以外記憶がぼやけてしまってあまり憶おぼえていないのだが、おかげで今のジャスティンは一定以上の美形男を見ると生理的に気持ち悪くなる。

　……最初のキスは祟たたる。本当に祟る。

　軽く鳥とり肌はだを立てているジャスティンに、扉の向こうから声がかかった。

「入りたまえ」

　妙みように格好をつけた声に、なんだかますます鳥肌が立つ。

　秘書が扉を開け、ジャスティンは天てん井じようの高い書斎に踏ふみこんだ。

　書斎は四方を天井近くまでの本ほん棚だなに囲まれている。部屋の奥には優美なカーブを描えがく階段があって、中二階の位置にめぐらされた通路へ上り、上のほうの本をとることができた。

　天井からはいくつかの剥はく製せいが吊つるされ、床ゆかには父の大好きだった天てん球きゆう儀ぎや仮面が置いてある。

　そこまでは昔のままだ。

　違っているのは部屋の奥、どっしりとした机の前に役者のような男が座っていること。

「はじめまして、かな。シェルズバーン・カレッジ校長、カーライル家の元顧こ問もん弁護士のクインシー・オルムステッドだ」

　男は言って、いかにも優ゆう雅がに立ち上がった。

　仕立ての良いフロックコートを細身の身体からだにまとい、にこりと笑う。

（なんていかにもな気き障ざな動き……！　し、しかも顔が……っ！　私の大の苦手の美形！）

　この男、灰色の髪かみからして四十歳をすぎているだろうに整った顔だちは崩くずれず、笑みはとろけるように甘い。

　全身がむずむずするのを感じながら、ジャスティンはふと違い和わ感かんを憶えた。

　なんだろう──この男、美形なだけではない。何か印象が薄うすら寒い。

　だって、目が笑っていない。ほがらかな笑顔を作りながらも、青い瞳ひとみが強い光を宿してジャスティンを見ている。

　まるで値ね踏ぶみしているみたいだ。

　段々と嫌けん悪お感がひどくなり、ジャスティンははっとした。

（いくら相手が美形だからって、この嫌悪感は尋じん常じようじゃない。──まさか、まさか、なんだけど……こいつ、あのとき私にキスした変態美形男、張本人!?）

　本当ならひどい偶ぐう然ぜんだとは思う。

　しかし顧問弁護士なら、あのとき父の書斎にいた説明がつくのだ！

　──とはいえ、どうして女子校の学校長が男のオルムステッドなのだろう？

　ジャスティンがぐるぐる考えていると、オルムステッドは目を細めた。

「自己紹しよう介かいはなしか？　貴族のお嬢じよう様さまにしてはあまり礼れい儀ぎがなっていないね」

「あ……ごめんなさい。あなたの顔があんまりにも気持ち悪くて……」

「──は？」

　思い切り聞き返され、ジャスティンは我に返る。

「あ、ああ、いえ、その、長旅だったもので、少し体調を崩していて……！」

（あんたが幼女にキスなんかするせいでしょ！　って叫さけべたら楽なんだけどな）

　鳥肌の立った腕うでをさりげなくさすりつつ、ジャスティンは謝罪する。

　オルムステッドは尊大に肩かたをすくめ、ジャスティンに座るよう勧すすめた。

「そう、長い旅をしてきたのだったね。『ジャスティン』嬢。お父上はご健在かな？」

（なんだか、嫌な言い方）

　オルムステッドの声には悪意に近い何かがあるようだ。

　ジャスティンは椅い子すに腰こしかけ、慎しん重ちように言う。

「ええ、大たい病びようも大けがもせず、父はいつも元気そうでした。きっと今も元気だと思います」

「そうか、それは不思議だ」

　考え深げに言い、オルムステッドは立ち上がった。

　どうするのかと思うと、机を避よけてつかつかとジャスティンのところまでやってくる。

　そして彼女の座る椅子の肘ひじかけに手をかけ、いきなり顔を近づけた。

（ううっ、近い！　近い、その無む駄だに格好いい顔が近い！　気持ち悪い、離はなれてぇぇぇ！）

　内心で叫びながら真まっ青さおになるジャスティンに、オルムステッドは告げる。

「ここからは注意を要する話だ。いいかな？　慎重になるんだよ、ジャスティン。わたしのもとへは、きみの父上の訃報が届いている」

「……え？」

　ジャスティンは思わず目を丸くした。

「一体どうしてそんなことが……？　父様は……」

「騒さわぐな。慎重になれと言ったはずだ、わたしは」

　オルムステッドはひどく低い声を出す。ジャスティンは息を吞のんだ。

　オルムステッドの目がひどくぎらついているのに気づいたのだ。

　彼は奇き妙みような笑みを浮うかべ、小声でジャスティンに囁ささやきかける。

「冒険貴族であるシェルズバーン伯はく爵しやくとその娘むすめは、五年前に暗黒大陸の密林で遭そう難なん、死亡が確かく認にんされた。現地からの連れん絡らくはわたしが受け取ったよ。わかるかね？　きみは亡ぼう霊れいなんだ」

　シェルズバーン伯爵とその娘……つまり父と自分が死んだ？　しかも五年も前に？

　そんなでたらめな！

　声をあげたくなったが、ジャスティンはどうにか沈ちん黙もくを守った。

　まだはっきりとはオルムステッドの思おも惑わくがわからない。考えなしに騒ぐのは危険だ。

　てのひらが汗あせをかき始めるのを感じながら、ジャスティンは強い瞳で相手をにらむ。

　オルムステッドの話は続く。

「伯爵は偏へん屈くつだったし、元から近親者は少ない。伯爵とその娘が死んだ場合、爵しやく位い継けい承しよう者しやはいなくなる。宙に浮いた膨ぼう大だいな遺産は、彼の母親とこの城を守り、ここに学院を作る『ある人物』に譲ゆずり渡わたされることになっていた。わたしが遺ゆい言ごん状じようの作成に協力したのだから間ま違ちがいない。その『ある人物』というのは──そう。父上の親友でもあるこのわたしだよ」

　この大おお嘘うそつき！

　あまりのことに、ジャスティンは歯がみしそうになった。

（こんな奴やつが父様の親友!?　冗じよう談だんじゃない、父様はもっと趣しゆ味みがいい！　大体、父様は旅の間もお祖母ばあさまには連絡をとってたんだから、無事なのはわかるはずなのに！──確証はないけど、きっとこいつが遺産目当てで父様と私を死んだことにしたんだ……！）

　ジャスティンの推論を裏付けるかのように、オルムステッドは告げる。

「もしもきみが本当にシェルズバーン伯爵のひとり娘、ジャスティン嬢であるのなら、爵しやく位いと遺産はいずれはきみのものだ。だが、そうだとすると心配なことだね。──未成年者が膨大な遺産を相続すると、なぜか早くに死ぬことが多いから」

　──どくん。ジャスティンの心臓が高く鳴る。

（何!?　これ、脅きよう迫はく？　私、こんな奴に脅おどされてるの？）

　怒いかりと恐きよう怖ふが入り交じり、冷ひや汗が背筋を伝うのがわかる。

　もう間違いはない、オルムステッドはとんでもない悪党だ。

　伯爵の遺産が目当てなのは明白。

　だとすればジャスティンはとてつもなく邪じや魔まな存在に違ちがいない。

　ノースランドでは他国よりも女性の爵位継承が容易だし、そうでなくともジャスティンは父が生きていることを知っている。

　オルムステッドはいきなり脅迫に出てくるような相手だ、このままではジャスティンは監かん禁きんされるか……下へ手たをしたら、殺される可能性だってあるかもしれない！

（どうする、私？　賢かしこそうにして渡り合う？　それで勝てる相手？　こいつは悪党だけど地位も金もある大人で、私は帰国したばっかりの小こ娘むすめ。ひとりでできることは何？　頼たよりになる味方は誰だれ？　考えろ、考えろ！　私の武器は平へい凡ぼんな脳みそと、父様に教わった知識と──）

　あとは、誇ほこりと希望。

　それしかないのだ。それで闘たたかうしかない。

　ジャスティンはこっそり深呼吸して腹を決めた。

　ゆっくりと顔をあげ、まっすぐにオルムステッドを見る。

　──ただし、目を思い切り潤うるませて。

「オルムステッドさん……ごめんなさい！」

「ん？　なんだね？」

　突とつ然ぜん謝ったジャスティンに、オルムステッドは戸と惑まどったようだ。

　ジャスティンはすかさず頭を下げ、心細そうに両手を組み合わせた。

「今までずっと嘘うそを吐ついてました。実は私、ジャスティン・カーライルじゃないんです！」

「……なんだと？」

　オルムステッドは呆あつ気けにとられて目をみはる。

　ジャスティンは気にせず、涙なみだをにじませる名演技で声を張り上げた。

「本当にごめんなさい、私、田舎いなかからあてもなく出てきて、首都でもちっとも職がなくて……困ってるところに怪あやしいひとたちが来て『いい仕事がある』って言うんで、その気になっただけなの！　そのひとたちがこの服も、荷物もくれました。ここへ来て、こういうふうに言えって言われただけで、本当は全然このお城のお嬢様とかじゃありません！」

　ここまで叫べば、扉とびらの向こうで聞いている人物がいても聞こえるだろう。

　内心で計算しながら、ジャスティンはハンカチを取り出し、品悪く鼻をかんでみせた。

「あの、持ってきた荷物とか衣装とか、私のじゃないから、全部さしあげます。ああ、どうしよう……とんでもないことしちゃった、私！　お願いですから警察には言わないで！」

「……ふむ。勝手なお願いだね」

　考えこむ様子でオルムステッドはジャスティンを見ている。

　瞳にも声にも疑いの色があった。

　当然だろう。オルムステッドとジャスティンは、多分十年前の書しよ斎さい事件のときに出会っている。

　そうでなくともジャスティンのプラチナ・ブロンドはちょっと珍めずらしいものだし、オルムステッドがこんなとんでもない話を頭から信じるとは思えない。

（だから、もう一ひと押おし！）

「図ずう々ずうしいのはわかってるの。でも──私、本当にもう身寄りがなくて、困ってて……あの……できれば、ここで住みこみの使用人として雇やとってください！」

　言い切って頭を下げる。

　しばらくの沈黙。

　後に、ふとオルムステッドの敵意がゆるんだのがわかった。

「……使用人、そうか、使用人か。きみが、使用人ね。なるほど……確かに、我々はいつでも良質の使用人を必要としているよ」

（やった、成功？）

　頭を下げたまま、ジャスティンはオルムステッドの出方を待った。

　ジャスティンが『ここを出て行く』と言ったら、理由はなんであれ、オルムステッドは警けい戒かいするだろう。彼はジャスティンに自分の悪事を告白したも同然だからだ。

　だが『使用人にしてくれ』と言えば、ジャスティンが遺産について主張する気がないこと、しかもオルムステッドの目の届く範はん囲いに居続けるつもりであることが伝わる。

（お祖母さまは病気だし、私の味方は少ない。ここは賢さを見せるより、相手を安心させておくほうが得策のはず。私も監禁されるよりは、使用人になるほうが自由がきくしね）

　さらに言えば、こういう小悪党は、かつてのお嬢様を使用人として使うことに優ゆう越えつ感を抱いだくに違いない──と考えての乱暴な作戦だった。

「私、本当はジャスティンじゃなくって、ジャネットって言います。仕事はなんでもがんばってやります！　掃そう除じでも洗せん濯たくでも、皿洗いでも！」

　とっさに似たような響ひびきの名前を言って、駄だ目めおしをする。

　オルムステッドはあらためて訊きく。

「もう一度訊くが、きみはジャスティン・カーライルではないんだな？」

「全然違ちがいます！　私はジャネットです。もう二度とジャスティンなんて名乗りません！」

「……いいだろう、ジャネット」

　小さく笑って、オルムステッドはうなずいた。

　ジャスティンは悔くやしさと安あん堵どの入り交じった、複雑な気分で顔をあげる。

　オルムステッドはゆっくりと書斎の窓辺に歩み寄った。

「あとで家政婦に紹しよう介かいしよう。宣言どおり、なんでもやりたまえ。仕事は山ほどある。そのかわり、衣食住は保証してやる」

　給料は、もちろん出さない気なのだろう。

　オルムステッドはカーライル家の家か紋もんの入った分厚いカーテンをのけて、窓から城の中庭を見下ろした。

　そして妙みように勝ち誇った顔で振ふり返って言う。

「ただし、ひとつ注意しておく。くれぐれも、学院の風紀を乱すなよ」

「はい……？」

　オルムステッドの言っている意味がよくわからず、ジャスティンは首をひねる。

（どうやったら私が女子校の風紀を乱すわけ？）

　ジャスティンが悩なやんでいると、ちょうど授業時間が終わったらしい。

　城の中に鐘かねの音が響き渡り、廊ろう下かに足音とひとの声が満ちた。

　見ると、中世風の丸ガラスをはめた窓の外、庭に出てきたのは──白いシャツと黒い上着、ストライプの入ったトラウザーズをはいた少年たちであった。

「……は？……え？　ええええ!?　ここって、女子校になったんじゃ……？」

　つい声に出してしまったジャスティンに、オルムステッドが薄うすら笑う。

「このようなすばらしい環かん境きようの場所を花はな嫁よめ学校にするのは惜おしいじゃないか。──ようこそ、詐さ欺ぎ師しのお嬢じようさん。私の全ぜん寮りよう制せい私立男子校、シェルズバーン・カレッジへ」

　ぽかんとして突つっ立つジャスティンのこめかみを、たらりと冷や汗が流れる。

（父様……この試練は、けっこう厳しいわ）
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　そんなこんなでカレッジの使用人となってしまったジャスティンの朝は早い。

「ちょっと。起きなさいよ、あんた！」

「──はい！」

　勢いよく飛び起きて、ジャスティンは瞬まばたく。

　辺りは暗く、じめじめした屋根裏部屋だ。

（ここってどこの安宿だっけ？）

　寝ね起おきのぼやけた頭で考えていると、使用人仲間のメイベルが嫌いやそうな声を出した。

「ここで熟じゆく睡すいできるなんて神経ず太いわね。あたし、最初の夜は全然眠ねむれなかった」

「私は蛇へびの出る密林でも野宿できるのが特技で──あっ、そうか！　ここって城の屋根裏だ」

　ようやく思い出したころには、メイベルはそそくさと着き替がえ始めている。

「他のどこだと思ったの？　とっとと着替えなさい、仕事を始めるわよ」

　大人っぽい口調で喋しやべってはいるが、メイベルは十歳くらいの小さな女の子だ。城の掃除と皿洗いを手伝う最下級の使用人である。

　ジャスティンこと、『ジャネット』は、さらに下級の『なんでもやる』メイドということになっていた。

　他のもっと上級のメイドたちは地下に寝しん室しつをもらっているから、狭せまい屋根裏部屋に寝起きしているのはジャスティンとメイベルのふたりだけだ。

　ジャスティンは湿しめった藁わらの寝しん台だいから降り、蝋ろう燭そく一本の灯あかりで髪かみを結ゆいながら言う。

「仕事って、私は何をすればいいの？」

「あんたはまずはあたしのお手伝い。最初に台所に行ってレンジの掃除をして、火をつけて、その火でお湯を沸わかして、料理人のために道具を出して、台所を掃除して、使用人部屋を掃除して、玄げん関かんとトイレの掃除をして、使用人のお茶と洗面の用意をして、全部の部屋の暖だん炉ろに火を入れて、一階のホールと階段を掃はく。ここまでがあたしの朝食前の仕事。わかった？」

「うわあ、それ、今まで全部ひとりでやってたの？　メイベルってすっごい働き者！」

　ジャスティンが心底感心すると、メイベルは嫌そうに鼻を鳴らした。

「これくらい当たり前でしょ？　ジャネットっていい歳して、グズね」

「……？　メイベル、ひょっとして私のこと嫌きらい？」

「そりゃそうよ！　みんながあんたのこと『詐欺師だ』って言ってるわ。よりによって城のお嬢様の名前を騙かたったって！　どうしてそんな奴やつとあたしが仲良くしなきゃなんないの？」

「あ、そうか。そりゃそうだわ。ごめん、忘れてた」

　そういえば自分は『犯罪に手を染めてしまった怪しげな女の子』という設定なのだった。

　あっけらかんと手を打つジャスティンを、メイベルは妙なものを見る目で眺ながめる。

「……あんた、変」

「うん、なんでかよくそう言われる。あ、この人形も仕事に連れていっていい？」

　ジャスティンが指さした先には、例の怪あやしげなひもぐるぐる巻き人形がぐったりと倒たおれている。これはオルムステッドに受け取り拒きよ否ひされたのだ。

　メイベルは力いっぱい叫さけんだ。

「駄目に決まってるでしょ！」

「やっぱり？　動きにくいもんね。ちょっと呪のろわれるかもしれないけど我が慢まんするか」

　ため息ひとつで諦あきらめて、ジャスティンは細かい花はな柄がらの簡素なドレスに着替える。

　身み支じ度たくがすむと、ジャスティンとメイベルは地下の大台所へ向かった。

　盛大に軋きしむ使用人用の階段は、使用人が城の主人たちとはちあわせしないよう、すべて壁かべの中に隠かくされている。なんだか秘密の抜ぬけ道のようだ。

　ついつい持ち前の好こう奇き心がうずきだし、ジャスティンはわくわくしてきた。

（自分の城の中なのに、まるで別世界に降りていくみたい。面おも白しろいな）

　能天気なほど楽観的に考えているうちに大台所へ着く。

　半地下の大台所は窓から差し込む夜明け前の光で、薄うすぼんやりと照らされている。

　広い台所には調理台が二列に並び、壁にはずらりと調理器具がつり下がっていた。

「誰だれもいないとずいぶん広いね。ここで学生さんの食事も全部作るの？」

「そうよ。でも学生には大したものは出さないから、本当に忙いそがしいのは学校長さんがお客を招いたときだけど」

　メイベルに言われ、ジャスティンは瞬いた。

「え？　でも、ここにいるのって十代の男の子だよね？　食べ盛りなのに、大だい丈じよう夫ぶ？」

「知らないわ、こんな学校にくるような金持ちのお坊ぼつちゃんたちは、飢うえて忍にん耐たいとかを学ぶんじゃないの？　ほら、あんた。無む駄だ話ばなししてる暇ひまがあったら箱形レンジの掃除でもやって！」

「箱形レンジ？」

　オウム返しに言って首をひねり、大台所の隅すみを見やる。

　ジャスティンの闘たたかうべきレンジは、かつて調理の主役を務めた平へい炉ろのあった場所にどっしりとかまえていた。しかも二台も。

　箱形レンジ、それは見た目にはまさしく大きくて四角い鉄の箱である。

　箱の真ん中にある扉とびらは中に石炭を入れて燃やす火か炉ろのもの、左右の扉はオーブン。火炉で石炭を燃やせば、箱の上でも調理ができる。今世紀に入ってから発明された調理器具だ。

　掃除が面めん倒どうなことでも有名なのだが、ジャスティンは勝手な感動でよろめいた。

「これ？　これ、私がいじっていいんだ!?　ありがとう、メイベル！　ね、ここって工具は何があるのかな」

「……は？　工具？　どうして掃除に工具がいるの？」

「だって器械は分解清せい掃そうが基本だもん！　安心して、掃除が終わったら組み立て直すから。ま、たまに失敗するけど……それにしても私、こういうのの構造見るの大好き！」

　目をきらきらさせるジャスティンに、今度はメイベルがよろめく。

　妙なもの、どころか不気味なものを見る目になってジャスティンを見つめ、どうにか叫ぶ。

「やめて、なんだか絶対壊こわされる気がする！　あたしは分解しろなんて言ってない、掃そう除じしろって言ってるの！　ブラシはそこ！　最初は灰を掻かき出す！」

「ブラシ？──これ？　うわあ、すごい、何この色んな種類のブラシ！　職人技！」

「ふざけてないで、急いで！　最近そのレンジ調子悪いのよ。今度壊れたら、全部あんたのせいだから！」

「……あれ、そうなの？」

　ジャスティンは一度ブラシを持つ手を止め、ちらりとメイベルを見やった。

　メイベルは大きなやかんを持って、向こうの部屋の水みず瓶がめに水を汲くみに行くところだ。

　小さな身体からだなのに、彼女はジャスティンが騒さわいでいる間にもせっせと働いている。

（──そうか。今まであの子がこれを全部やってたってことは、何かあるといちいちあの子が怒おこられてたってことだ。あんなにちっちゃくて、でもがんばって働いてるのになぁ）

　あの子には迷めい惑わくをかけられないな、と思った。

　ジャスティンが好きなことをやるのは勝手だが、それで誰かが不幸になるのは嫌だ。

（よし、分解はやめて言われたとおりに掃除しよう。……とはいえレンジの掃除は初めてだし、失敗する可能性は高い、か。──しょうがない、こういうときは『おまじない』だ）

　メイベルが戻もどってくる前に、ジャスティンはこっそりドレスのポケットを探さぐる。

　そこにはオルムステッドに渡わたさなかった数少ない私物のひとつ、白はく墨ぼくが入っていた。

　ジャスティンは白墨でもって、火か床しようの中に不思議な文字を書きつける。

（ここで燃えるものは火。だったら『火』って書いておこう）

　どこぞの古代文字にも似たその文字は、ジャスティンが父から学んだものだ。

　この文字には何やら不思議な力があって、書きつけておくとちょっとした願いが叶かなう。

（ここの火が、強くもなく弱くもなく、ちょうどよく食べ物を煮に炊たきしますように）

　ジャスティンが白墨をしまいながら願っていると、メイベルがやかんを手に帰ってくる。

「ジャネット、ほら、手を止めない！」

「はーい、がんばります！」

　元気に返事をして、ジャスティンは作業に戻る。

　それからもふたりでくるくると働いて、朝食にありつくころには疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

（疲つかれた……けど、初めてやることばっかりで面白かった！　使用人食堂でのご飯っていうのも新しん鮮せんだし）

　疲れ果てつつもにこにこと食事をするジャスティンは、傍はた目めにもちょっと怪しい。

　同じテーブルを囲んだ使用人たちは、居い心ごこ地ち悪そうにジャスティンから視線をそらした。

　地下の使用人食堂に集つどう使用人は全部で二十人ちょっと。

　仕切っているのは年取った執しつ事じと家政婦で、体格のいい料理長も幅はばを利きかせている。

　食事が進み、やがてあとはデザート、という段階になったとき、執事をはじめ、上級使用人が立ち上がった。彼らは彼らだけでデザートとお茶を楽しむのだ。

（それにしても、使用人はみんな入れ替かわっちゃったんだなぁ。昔のひとがひとりでもいたら、味方になってくれたかもしれないのに。オルムステッドをどうこうするのは無理でも、お祖母ばあさまにだけは会いたいな）

　ジャスティンがちらりと気むずかしそうな家政婦を見ると、見事に目があった。

　腰こしにじゃらじゃらと鍵かぎをつけた家政婦はじっとジャスティンを見つめて言う。

「あなた。これからすぐに皿洗いを始め、その後は着き替がえて、寮りようの掃除に行きなさい」

「──はい！」

　元気に答えて立ち上がろうとすると、執事が無表情に言った。

「我々が部屋を出てからだ」

「はい、ごめんなさい」

（そっか、これが使用人の階級意識ってものなんだ）

　慌あわてて座り直し、上級使用人たちを見送る。

　もう一度あらためて立ち上がると、男前の従じゆう僕ぼくが声をかけてきた。

「陶とう器きの皿、割るなよ。むしろくすねるなって言ったほうがいいか？」

（えーと。自分の城の皿をくすねたって、どうしようもないんだけど……）

　そう答えるわけにもいかず、ジャスティンは頭をかいた。

「お皿には興味ないな。むしろあのレンジが欲しい。部屋でじっくり解体してみたいんだけど、持って上がるのが難しいよね。あ、じゃあ大改造して、自走機能をつけたらどうかな。歩くレンジ、きっとかっこいいよね？　いらないときには勝手に納屋に行ってもらえるし──」

　言えば言うほど、使用人たちの口がまぬけに開いてくる。

「……とっとと皿洗いに行きなさい！」

　見かねたメイベルが叫び、ジャスティンは我に返った。

「はいはい、行ってきまーす！」

　ジャスティンは呆あつ気けにとられた使用人たちを後に、どたばたと使用人食堂を出る。

（よーし、どうせ初めてで手て際ぎわが悪いに決まってるんだから、先に洗い物を進めちゃおう）

　自分がデザートを食べはぐれたことにも気づかず、ジャスティンは楽しげだった。

　皿洗いの後には、年とし頃ごろの男の子たちのいる学校へ行かねばならないのだが──

（さっそく学校の中が見られるのも楽しみ。男子校って聞いて最初はぎょっとしたけど、考えてみたら悪くないんじゃない？　それこそ一生入りこめないはずの場所だもん！）

　やっぱり人生って面白い！

　心躍おどり始めたジャスティンの足取りは、じつに軽かった。
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「城に若いメイドが入ったって本当か？」

「ケルビンが昨日見たって言ってる。年頃だし、メイベルみたいなそばかすじゃないみたい」

「それって美人ってこと？」

　教室棟の一角、元は城の見張り部屋だった小さな部屋で、三人の少年が話しあっている。

「どうかな……よくわかんないけど、ケルビンはけっこういけてるって言ってたよ」

　ちょっと気弱に言うのは十四歳の小こ柄がらな少年、使いっ走りのエドワーズ。

「ケルビンはケルビンは、ってひとの言うこと繰くり返してるだけじゃないか。オウムかよ」

　意地悪そうに笑ってエドワーズをこづいた赤毛の十七歳、これは長身のゲイリー。

「……顔も問題だけど、気になるのは性格だな」

　最後にぽつりと言ったのは、背はそう高くないが妙みように目つきが鋭するどい、暗い茶色の髪かみの最上級生。十八歳のメルヴィンだ。

　メルヴィンは手下のふたりを眺ながめ、淡たん々たんと言う。

「お前ら、確かめろ。その新入りがどのくらい臆おく病びようか、そうじゃないか。何が一番得か考えられるか、それとも混乱してわけがわからなくなる類たぐいか」

「へ？　でも確かめるって、どうやって？」

　きょとんとしたゲイリーから目をそらし、メルヴィンは言う。

「お前らはそいつを適当にからかえばいい。見定めるのは俺がやる。──安心しろ、分け前はやるから」

　エドワーズは目をみはり、ゲイリーは息を吞のむ。

　メルヴィンはひとりで涼すずしい顔だ。早くも悪党の貫かん禄ろくがある。

　さて、悪だくみをしたメルヴィンたちが小部屋を出たころ、ジャスティンはちょうど学校の教室棟にやってきていた。

（すごい、ひとの気配がいっぱい。城がこんなににぎやかなのって初めてだ）

　バケツにモップ、お茶のでがらしに缶かん入いりの磨みがき粉こにぞうきん、あらゆる掃除道具を両手に持って、ジャスティンは薄うす暗ぐらい教室棟の廊ろう下かを行く。

　朝方とは衣服をかえて、黒のドレスに白いエプロンとヘッドドレスという姿だ。動きにくいなあとは思うが、これが午後の制服なのだというからしかたない。

　学生たちは今は運動の時間で、中庭のほうからにぎやかな歓かん声せいが聞こえてきた。

　教室棟になっている建物は、シェルズバーン城の中でも比ひ較かく的てき新しい。十八世紀になってから建て増しされた部分だ。

　学長室がある建物を囲むコの字型の建物で、教室は主に一階、二階と三階は上級生の寮になっている──と、家政婦が説明してくれた。

（寮の面めん倒どうは住みこみの先生たちと、学生さんたちの自治に任されてるって話だったけど。やっぱり手の回らないところもあるものね。せっかくだから綺き麗れいにしてあげようっと）

　家政婦が広い教室棟の掃除を言いつけたのは、実際は単にジャスティンをこき使うためだった。オルムステッドは家政婦に『とにかくあの子を暇ひまにしておくな』と言ってあったのだ。

　ところがジャスティン本人にそんな発想はない。

　勝手知ったる城を、バケツを下げて機き嫌げん良よく歩いていく。

　二階へ上る階段のところへくると、ころころと階段から何かが転がり落ちてきた。

　落ちてきた丸いものは、ジャスティンの靴くつにあたって止まる。

「あ、生首だ」

　丸いものを見下ろし、ジャスティンはあっさり言う。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、階段の上のほうで誰だれかが咳せきこむ音がした。

「『あ』って……！　『あ、生首だ』って言ってたぞ、あの女！」

「変だよ、怖こわくないのかな、あれ……」

　ぼそぼそつぶやきあう声が聞こえ、ジャスティンは階段を見上げる。

「？　誰か上にいるの？　これ、落とし物ー」

　授業の邪じや魔まにならないように控ひかえめな声で言い、足あし下もとの生首を拾い上げた。

「なんだ、やっぱり本物の首じゃないのか。ふーん、木製の人体模型ね。半分は脳みそとかが見えるようになってる。けっこう精せい巧こうだわ、これ」

　色々な角度で人体模型の生首を観察し、気がすんだところでバケツに放りこむ。

　そして掃除道具一式を抱かかえたまま、ジャスティンは階段を上っていった。

「ねえ、誰かいるんでしょ？　これ、かなりの逸いつ品ぴんなんだから、乱暴な扱あつかいしちゃ駄だ目めよー」

「……そんなこと言われてもなぁ。あんた、そういうの怖くないのか？」

　嫌いやそうに頭をかきながら、ゲイリーが階段を下りてくる。

　後ろにはエドワーズもくっついてきていた。

　三階の踊おどり場で学生ふたりと対たい峙じし、ジャスティンは首をひねる。

「むしろ大好きだけど？」

「大好きぃ!?　それがか？」

　ゲイリーはひきつる。

　一方のジャスティンはバケツを置いて人体模型の首を取り出し、力説を始めた。

「だって、すごいでしょ。こういう脳みそとか血管なんかが、私たちの中にもみんな備わってる──そして規則正しく動いて、私たちを生かしてる──なんて思うと、むしろ人体の神秘に酔よいしれて熱いときめきを感じるはず！　どう？」

「感じねえよ！　むしろ気持ち悪いだろ！」

「本当？　だから模型の首を転がしたりするのかな？　こんなによくできてるのにもったいない……あ、ひょっとしたらこの模型、身体からだのほうもあるのかな。あるんなら見てみたいなあ。ねえ、これって元々どこにあったの？」

　ジャスティンの目は段々と興味できらきらしてくる。

　エドワーズはぽかんとジャスティンを見つめ、ゲイリーは深いため息を吐ついて言った。

「はー……変な女。まあいっか、顔は可愛いし。……なあ、俺の言うこと聞いたら、その本体がどこにあるか教えてやってもいーぜ？」

「言うことって……え？」

　何をすればいいのかと訊きく前に、ゲイリーは乱暴にジャスティンの手をとった。

　人体模型の頭が床ゆかに転がる。

　有う無むを言わせず、ゲイリーはジャスティンを踊り場の壁かべに押しつけた。

「とりあえず、静かにしてな。いいな？」

　少年の指がジャスティンのあごをとる。

　強ごう引いんに上向かされて、ジャスティンはゲイリーと至近距きよ離りで視線をあわせた。

　ゲイリーが目を細めて囁ささやく。

「ここは全ぜん寮りよう制せいの男子校、しかも新興の私立校だ。来てる奴やつは名門学校に入れなかった理由がある奴ばっかり。……わかるか？　下へ手たに逆らわないほうがいいってことだ。怪け我がなんかしたくないだろ？……なぁ、うまくやろうぜ、俺たち」

　にやつくゲイリーをじっと見て、ジャスティンはつかまれた手を軽くひねった。

　すると、まるで魔ま法ほうのようにゲイリーの手は外れてしまう。

「あ、あれ？」

　ゲイリーが呆気にとられているうちに、ジャスティンはするりと彼の脇わきをすりぬけた。

　そして真しん剣けんにゲイリーを指さす。

「──よくわかった。つまりそれは、私に対する挑ちよう戦せんってことね？」

「ちょ、挑戦!?　いやいやいや、お前、全っ然状じよう況きようがわかってないだろ！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　よく父様が言ってたんだ。男の子に手を握にぎられたりあごに手をかけられたりしたら、それは挑戦の合図だから、全力で反はん撃げきしていいんだよ、って。私、いざとなればどんな挑戦でも受けて立つ。ちなみにこう見えても東洋のブジュツっていうのを修めてるから、手加減はなしでよろしく。さあ！」

　ジャスティンに大まじめにかまえられてしまい、ゲイリーは頭を抱えた。

「わっ、わかんねー！　ああもう、エドワーズ！　とりあえずこいつ、捕つかまえろ！」

「は、ははははい！」

　慌あわてたエドワーズがつかみかかるが、ジャスティンはひらりと避よける。

　エドワーズは情けなく声をあげた。

「ちょ、ちょっと、きみ、じっとしてて……！」

「勝負だっていうのにじっとしててどうするの？　あ、ちょっと、そっちは危ない！」

「危ないって、何が？」

「そこにはバケツがあるから──って、言ってるそばから踏ふんでるし！」

　不器用なエドワーズは、見事にジャスティンのバケツに片足をつっこんだ。

「わ、わわ、わ！」

　途と端たんにバランスを崩くずしてよろめく。

　よりによって、下りる階段のほうへ！

「落ちる！」

　ゲイリーが青くなって叫さけぶ。

　ジャスティンは反射的に踏みこみ、エドワーズの手をとった。

　しかし細い身体はエドワーズの勢いに引きずられる。

（──駄目だ、支えられない。このままじゃ巻きこまれる。それより──）

　飛びこんだほうがマシだ。

　とっさに判断し、ジャスティンはエドワーズを抱だきこんで階段に身を投げた。

「──っ！」

　ものすごい騒そう音おんと共に、ジャスティンとエドワーズは階段を転がり落ちる。

　視界がぐちゃぐちゃになり、やがて息が止まるような衝しよう撃げきと共に、次の踊り場の壁へたたきつけられた。

「……た、た……いたたたた……」

　ジャスティンがどうにか身体を起こすと、ゲイリーが慌てて階段を駆かけ下りてくる。

「おい、エドワーズ、エドワーズ……！　大丈夫か？」

　エドワーズはジャスティンの身体の下から這はい出し、震ふるえながらジャスティンを見た。

「僕……は、僕は、平気……でも、でも、きみ、きみは？　だい……大丈夫？」

「はー……痛かった……あ、でも大丈夫。しっかり受け身とったから。そっちは？」

　にっこり笑うと、エドワーズは安心したのだろう。彼はぽろぽろと涙なみだをこぼした。

　そんな様子がいかにも子供っぽくて、ジャスティンは思わず笑えみを深くする。

「泣くほど痛い？　やっぱりどこか怪我したんだ。見せてみて。……あ、ほら、この足、ねんざしてるんじゃない？……ちょっと待っててね」

　埃ほこりまみれの顔で、ジャスティンはポケットを探さぐる。

　取り出した白はく墨ぼくは粉々に砕くだけていたが、大きめの欠片かけらをつまんでジャスティンはエドワーズのくるぶしに魔法文字を書いた。

「じっとして。これ、おまじないだから。──早く足が治りますように、って。うん、きっとこれで大丈夫」

　満足そうに言うジャスティンに、エドワーズはしゃくりあげながら必死に話しかけた。

「ご、ごめん……ごめん、僕、その、きみに……」

「こっちこそごめんね、あんなところにバケツをほったらかして。挑戦を受けるにしても、もうちょっと広いところにするべきだったよね。怖かったでしょ」

　ジャスティンはエドワーズの頭をなでる。

　彼女の所作に母親でも思い出したのか、エドワーズはますますひどく泣き始めてしまった。

　そうこうしているうちに、騒音に気づいた教師がどたばたと階段を上ってくる。

「なんだね、一体何があったんだ！」

　ジャスティンはすばやく立ち上がり、スカートの埃をはらって教師にお辞じ儀ぎをした。

「申し訳ありません、私が掃除中に放っておいたバケツで、学生さんが転んでしまわれたんです。私の不注意でした」

　さすがに、『学生の挑戦を受けて戦っていました』とは言えない。

　教師は疑うたぐり深そうにジャスティンたちを眺ながめ回す。

「……きみは新しく入ったメイドだったな。転んだだけにしてはすごい音がしたが……後ろにいるのは誰だ？」

「彼は被ひ害がい者しやです。何も悪くありません」

　半ば無意識に、ジャスティンはエドワーズの前に立っている。

　何せエドワーズは子供のように泣いているのだ。かばってやらねばならない気がした。

　真ま面じ目めに見つめてくるジャスティンを眺めてから、教師はゲイリーへ視線を投げた。

「──きみはゲイリー・ウォレスだな。正直に言いたまえ。きみは運動をさぼって何をしていた！　何か悪さをしようとしていたんじゃあるまいな？」

「ちょっと待ってください。どうして最初から学生さんのほうを疑うんですか？」

　ジャスティンがむっとして口を出すと、教師は吐はき捨てるように言った。

「メイドは黙だまっていろ、これは我々の問題だ。ゲイリー、そして……エドワーズか。こっちへ来い！」

　教師がまずゲイリーたちを疑うのは、彼らが学内でも有名な悪ガキだからだ。

　とはいえそんなことは知らないジャスティンは、まっすぐ教師を見つめて言う。

「黙りません、これは私の問題でもありますから！　先生、彼らと私は、正々堂々と戦って友情を深めあっていただけです！」

「戦いだと？　何を言っているのかさっぱりわからん！」

「そのままの意味です！　彼らはまったく悪くありません。先生は友情を深めることが悪だとおっしゃるんですか？　それとも転ぶことが？　ならば全人類が罪人です。この場で罰ばつせられるべきは、バケツの管理ひとつまともにできなかった私だけです！　罰を与あたえたければ、むち打ちだろうがなんだろうがご自由に。すべて私が受けます！」

　ジャスティンの啖たん呵かにゲイリーとエドワーズはぽかんとし、教師は怒いかりと羞しゆう恥ちで真っ赤になった。何度か口をぱくぱくさせてから、どうにか教師が言う。

「──こ、この件は、学校長に連れん絡らくしておく。きみは学校長が雇やとい入れたのだからな。エドワーズとゲイリー！　きみたちは後でわたしの部屋に来たまえ」

　教師は身をひるがえすと、足音も高く立ち去った。

　ジャスティンは小さく息を吐いて、エドワーズを振ふり向く。

「……頭固いね、あの先生。結局あんたたちも罰せられるみたい。ごめん」

「そんな……！　僕のほうこそ、ごめん、ごめんね……！」

　まだ涙なみだ声ごえのエドワーズを、ジャスティンは小声で慰なぐさめる。

「どうしたの？　私なら全然大丈夫だってば。それより、早く先生のところへ行ったほうがいいよ。遅おくれると、もっと怒られるかも」

　エドワーズは何度かうなずき、複雑な表情のゲイリーと共に去っていく。

　ジャスティンは痛む身体からだをそっとさすってから、バケツを持って階段を下り始めた。

「……うう、にしても、やっぱりあちこち打ってるなー……これくらいの荷物が重いなんて」

　少しよろめいていると、不意に誰かがジャスティンのバケツを取り上げた。

「あ、ちょっと！　そのバケツ、まだ使うの」

「いや、重いだろうからと思ってね」

　そう言ってバケツを持ち直したのは、悪ガキ三人組の頭であるメルヴィンだ。

　彼は優等生然とした表情で続ける。

「ごめん。先生には黙っていたけれど、図書室からの帰りに、きみが階段から落ちたのを見てしまったんだ。きみ、いくら体術ができたって、無傷じゃないだろう。送っていくよ」

　十八歳のメルヴィンはもはや少年とは言えず、ごく落ち着いている。

　完かん璧ぺきに紳しん士し的な発音と、今は穏おだやかにしたその瞳ひとみ。

　──ゲイリーとエドワーズがジャスティンを脅おどし、その後メルヴィンがジャスティンに優やさしくして彼女に取り入る──というのが彼らの作戦だったのだ。

　けれどジャスティンはきっぱり言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、私、自分で持てるものは全部自分で持つことにしてるから」

　一度言葉を切り、あらためてメルヴィンを見る。

　視線があうと、メルヴィンはわずかにたじろいだようだった。

　ジャスティンの瞳は強く、まっこうからメルヴィンを見つめている。

　すべてを見み透すかすようにじっと見つめて、そして不意にジャスティンは微笑ほほえんだ。

　まるで大輪の花が咲さいたような笑顔だ。

「──でも、あなたって本物の紳士ね。嬉うれしかった。……ありがとう」

　本当に嬉しそうに言い、ジャスティンはメルヴィンの手からバケツを取り戻もどした。

　そのままぱたぱたと階段を駆け下りていく。

　メルヴィンはというと、なぜか後を追うのも忘れてたたずんでいた。

　彼の顔がどことなく赤く上気していたのを、もちろんジャスティンは知らない。

「あー、いたたたた。とりあえず、部屋に戻って怪け我がの手当てしよう……。アザ、残るかな？　またおまじないに頼たよるっていうのも、ちょっと気が引けるし」

『このおまじないは本当に効くから、あんまり軽々しくひとに言ってはいけないよ』

　父の言葉を思い出し、ジャスティンは少しばかり反省する。

（いつまでも父様に甘えてちゃ駄だ目めだ。おまじないはなるべく封ふう印いんしよう。で、自力で色んなことができるようになって、こんなだまし討うちをしてくれた父様に、いつか必ず勝つ！）

　心に決めながら中庭を突つっ切っていくと、回かい廊ろうでメイベルに出くわした。

　メイベルは不ふ機き嫌げんそうに言う。

「おかえり。あんた、なんだか薄うす汚よごれてるわね」

「ちょっとね。色々と忙いそがしかったから。メイベルはこんなところでどうしたの？」

　ジャスティンが問うと、メイベルは少し黙りこんでからぼそりと言った。

「あんたの掃そう除じしたレンジね。ものすごく調子がいいの」

（おまじないが効いたんだ！）

　嬉しくは思うが、次は自力できちんと掃除しなければ上達しない。ジャスティンは微笑む。

「本当？　よかった……初めてやったから、本当は壊こわれちゃうんじゃないかと思ってた。でもま、調子がいいのは偶ぐう然ぜんだと思うよ。初心者の私が、そんなにうまくやれたはずないし」

　ジャスティンの答えに、メイベルは複雑な顔でつぶやく。

「……あんた、その性格……ズレてるっていうかひとがいいっていうか、絶対貧びん乏ぼうな家の子じゃないでしょ？　なんかひっかかるのよねぇ。ひょっとして、本当にここのお城の……」

（うわ、ばれてる!?　まずい、そんなにあっさりばれてちゃ学校長にも伝わっちゃう！）

　慌あわてふためいたジャスティンは、笑顔でまくしたてた。

「実は私、中流階級出ででさ！　母親は死んで、教師だった父親は幼女趣しゆ味みでクビになって酒さけ浸びたりになって死んで、ついでに飼ってた犬も猫ねこも魚も大とかげも死んじゃって、あとはもう絵に描かいたような転落っぷりで！」

　どうしようもない言い訳に、メイベルはため息を吐ついて視線をそらす。

「……まあいいわ。何か事情があるんでしょ。あんたは怪あやしげな詐さ欺ぎ師しの女の子。ここにはジャスティン・カーライルなんていう人間はいない。……今日、ジャスティン宛あてに妙みような郵便が届いたけど、本人がいないんなら学校長に横取りされてもしょうがないわねえ」

「──！」

　ジャスティンは息を吞のんだ。メイベルは何かを教えてくれようとしている。

　問う視線でメイベルを見つめると、彼女は慎しん重ちような口調で告げた。

「たくさん切手が貼はってある大きな包みで、知らない消印がいっぱい押してあったわよ」

　間ま違ちがいない。──それは、ジャスティン宛ての、父からの便りだ。
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　その日の夜、城が寝ね静しずまった後。

　夜着の上に粗そ末まつな外がい套とうをはおったジャスティンは、城内を忍しのび足で歩いていた。

（学校長が私に父様からの郵便を渡わたすわけないし、ここは実力行使あるのみ）

　覆おおいをした手て燭しよくを持って、かつての書しよ斎さいだった校長室の前に来る。

　ジャスティンは手燭を床ゆかに置き、外套のポケットにひそませていた針金を二本取り出した。

　屋根裏部屋の壊れたドアノブを固定していた針金をしっけいし、必要な形に曲げたものだ。

　針金二本を書斎の鍵かぎ穴あなに入れ、耳を澄すませながら操あやつること数分。

　かちり、と音がして鍵が開いた。

　ジャスティンはすばやく手燭を持って書斎へと滑すべりこむ。

（この調子でお祖母ばあさまの部屋にも忍びこめればいいんだけど、どの部屋にいるのかわからないのが問題なんだよね）

　心の中でつぶやき、ジャスティンは書斎の物色を始めた。

　覆いを外した燭しよく台だいの灯あかりが辺りをぼんやり照らす。

　金文字の入った本、その前に置かれた天てん球きゆう儀ぎ。立派な暖だん炉ろに、ガラスに入った花の標本。

　重そうな机に載のった読みかけの本、開かい封ふうされた手紙、汚きたない紙のかたまり。

　──これだ！

　ジャスティンは手燭を机上に置き、はやる気持ちを抑おさえて椅い子すに腰こしかけた。

　机上に広げられた汚い紙は、消印と何かのしみだらけだ。しみの隙すき間まに父の筆ひつ跡せきが見え隠かくれしている。包み紙をのけると、中から現れたのは古びた大きな本だった。

（これ、表紙だけじゃなく、中身も羊皮紙の本なんだ。中世のものかもしれない。ずいぶんと鈍にぶい──赤色？　きっとそうだ。赤い本）

　ジャスティンなら両手でやっと抱かかえられるくらいの大きな本。

　父はどうしてこの本を自分に送ってきたのだろう？　手紙などは同どう封ふうされていなかったのだろうか？　なんにせよ、この本からは秘密と冒ぼう険けんの匂においがする！

　ジャスティンはおそるおそる本の表紙を開ける。

　すると、一ページ目には、ジャスティンには見慣れた文字が手書きで記されていた。

　不思議な古代文字風の、おまじないに使う文字。

　旅に出た後、父がジャスティンに教えてくれたことの中のひとつ。

（これっておまじないの本なのかな。でも、ずいぶん長い文章になってるみたい。一、二、三……全部で十四行ある。ひょっとして、十四行詩ソネツトってこと？）

　ためしに先のページをめくってみるが、一ページ目以外は空白のようだ。

　しかたなしに最初へ戻り、ジャスティンはおまじないの文字を追う。

　ここから本を持ち出したらすぐに学校長にばれてしまう。かわりに十四行詩を暗記しようと頭の中で繰くり返し、ゆっくりと口に出した。

「『万ばん象しようを統すべる王よ、獣けものの皮を脱ぬぎ捨てて城を出るがいい』──？」

　一行目を小声で読んだ途と端たん、妙な悪お寒かんを感じてジャスティンは震ふるえる。

（なんだろう？　ちょっと部屋が寒くなったみたい。肌はだがぴりぴりする）

　すきま風でも吹ふいているのだろうか？

　落ち着かない気持ちで思ったそのとき、不意に四方からかすかな笑い声が聞こえた。

「──っ！」

　一気に血の気が下がり、ジャスティンは凍こおりつく。

（何、今の。聞き間違いじゃ、ない）

　確かに笑い声が聞こえた。子供とも老人ともつかない声だった。

　もう声は消えてしまったけれど、声を出した存在は消えていない。

　ジャスティンの肌が感じている。




　──この書斎には、ジャスティンの他ほかに誰だれかいる。




（嘘うそ──誰なの？　さっきまでは気配なんてなかったのに。感じる、部屋の隅すみに何かがある。誰かがいる。ものすごい強い気配。まるで、大きな獣がうずくまっているみたい……！）

　懐なつかしい書斎が、夜の密林に変わってしまったかのようだ。

　冷ひや汗がジャスティンの白い肌を這はう。夜着がはりつくのが気持ち悪い。

（振ふり返らなきゃ。確かめなきゃ。そうしないととんでもないことになる気がする）

　さあ、振り返れ。

　自分に言い聞かせるが、身体からだは恐きよう怖ふに固まっている。

（早く、ほら、勇気を出して……！）

　歯を食いしばって震える。父にすがるように古い本に触ふれ、立ち上がろうとした。

　次の瞬しゆん間かん、書斎の扉とびらが開く。

　ジャスティンは、はっとして扉を見やった。

　扉のところには、手に燭台を持ったガウン姿の男が立っている。

　灰色の髪かみにどこか崩くずれた甘い容よう貌ぼう。学校長のオルムステッドだ。

「あ……！」

「教師が見回り中に、ここの窓に灯りを見たというから来てみれば……やはりお前か」

　オルムステッドは微笑ほほえみ、ゆっくりと歩み寄ってくる。

　ジャスティンは立ち上がり、どうにか頭を下げた。

「ごめんなさい、オルムステッドさん。つい……その、鍵が、開いていたので……」

「無理な言い訳はしなくていい。ここには我々ふたりだけだし、この時間なら聞き耳を立てている者もいないだろう。本名を名乗ってもいいんだよ、ジャスティン」

「……！」

　やはり、オルムステッドはジャスティンが本物だと知っていた！

　大体わかっていたこととはいえ、恐怖と嫌けん悪おがわき上がる。

　ジャスティンは一歩後ろへ下がって言う。

「──オルムステッドさん。私、あなたと喧けん嘩かする気はないんです。私はここにいられるだけでいい。今夜は、ただ……父様からの手紙が見たかったの」

「ふむ。やはりその本は伯はく爵しやくから送られてきたものか。中身は暗号だったようだが、お嬢じようさんにはもちろん読めたのだろうね？」

　含ふくみのありそうな言いようが気になったが、ジャスティンは小さくうなずく。

「中身はただの詩よ。私の知らない十四行詩」

「なるほど。詩に隠し財産の場所を隠すなんて、いかにも伝統ある貴族らしいふるまいだ」

　さらりと言われ、ジャスティンは思わず聞き返した。

「……ちょっと待って。何、その隠し財産って」

「伯爵家代々の隠し財産のことだ。お前が知らないわけはないだろう」

　穏おだやかなふりで言いながら、オルムステッドは机を迂う回かいする。ジャスティンに近づく。

　ジャスティンは後ろへ下がったが、すぐに本ほん棚だなに行き着いてしまった。

　本棚の際にジャスティンを追いつめ、オルムステッドはにっこりと笑った。

　ひどく暗い笑えみだった。

「わたしの考えていることなど、とうにわかっているんだろう？　お嬢さん。顔に書いてあるよ。『私はなんでもわかるの、なんでもできるの。あんたみたいな小物とは違ちがう。美しくて若くて賢かしこい』……そして、その賢さを隠さない。──お前はやはり、少し面めん倒どうな存在だ」

　ジャスティンの本能が警鐘を鳴らしている。

　この男は危ない。自分が思っていたよりも危険だ。

　逃にげなければ！

　ジャスティンは唇くちびるを噛かみ、駆かけ出そうとする。

　オルムステッドはすばやい所作でジャスティンを捕つかまえ、机の上へ放り出した。

「やっ……っ……」

　起きあがろうとしたジャスティンの両手をつかみ、強い力で机へはりつける。

　あげくに膝ひざを机にかけて、全身でのしかかってくる。こうなると抵てい抗こうのしようもない。

　ジャスティンは顔から血の気が引くのを自覚した。

　──怖こわい。

　オルムステッドは薄うすら笑って続ける。

「よくお聞き、ジャスティン。わたしと伯爵は元同級生で親友だった。もっとも親友だと思っていたのは伯爵だけだったがね。彼はお前にそっくりだ！　善意のかたまりで、最初からすべてを持っている。名めい誉よも金も人望もね。わたしは彼をねたんだ。彼のすべてを奪うばおうと思った。そうして成し遂とげたんだ！　彼の遺産はわたしのものだ。誰にも渡さない」

　語るうちにオルムステッドの目はぎらぎらと光り始めた。

「でもまだ足りないんだ。伯爵はこの城に先祖代々伝わる宝物があると言っていた。いざというとき一族を助けてくれる力だ、とね。その隠し場所だけがわからない。きっと子孫にだけ伝える気なんだろう。ジャスティン──その本には、宝物のありかが書いてあったんだね？」

　なんという思いこみだろう！　ジャスティンは瞳ひとみを険しくして叫さけぶ。

「何言ってんの!?　これに書いてあったのは、ただの詩だって言ったでしょ！」

「そうか。楽しませてくれる気だな。きみはもう少し恐怖を知ったほうがいい。そのほうが人間らしくなれる。そう──ひとに言うことをきかせるには、色んな方法があるんだよ」

　くすくすと笑って、オルムステッドは組み敷いたジャスティンを見下ろす。

　ジャスティンは鳴りそうになる歯を食いしばった。

　やがて机がわずかに震え始め、オルムステッドは声を立てて笑った。

「震えているのかい？……ん？」

　オルムステッドがふと妙みような顔をする。ジャスティンもすぐに異常に気づいた。

（……え？　何？　机自体が震えてる……？）

　ジャスティンではなく、机が震えている。

　気づいた途端、震えは部屋中に広がった。

　床ゆかが震え、本棚が震え、扉が震える。暖だん炉ろの置物がかたかたと音を立てる。

　震えはどんどんひどくなり、本棚からばさばさと何冊かの本が落ちた。

　同時にかすかな笑い声が部屋中から響ひびく。

　オルムステッドは青くなって辺りを見み渡わたし、ヒステリックな声を出した。

「なんだ!?　誰か……誰かいるのか！」

　オルムステッドの叫びが響くと、いきなり部屋の震えは止む。

　後に残るのはひたすらの沈ちん黙もくだ。

　しん、と静まりかえった部屋の片かた隅すみから、今度は不思議な匂においが立ち上る。

（花みたいな、甘い香かおり……そう、これ、バラの匂いだわ）

　部屋のどこかにバラがあったのだろうか？

　ジャスティンも机に押しつけられたまま、どうにか部屋の隅を見ようとする。

　書しよ斎さいの隅、一番暗い場所から、不意にひとの声がした。




「──わたしは、ここに」




　頭の芯しんが痺しびれ、ジャスティンは息を吞のむ。

　オルムステッドも同じだ。ぽかんと口を開け、ジャスティンを押さえる手をゆるめる。

　なんだろう、今の声は。

　あまりに深く、肌はだ触ざわりのいいベルベットのよう。耳から滑すべりこみ、心を震わせるすさまじいまでの美声。

　声は続ける。




「常に、闇やみの一番深いところに」




　美しい声が消える前に、闇にぽつりと赤い光が灯ともった。

　ふたつの赤い光が灯ったのを合図に、部屋中に大音量の笑い声が響き渡わたる。

「うわ、わ、わわわ……！　たす、助けてくれ……！」

　オルムステッドは恐怖にかられてジャスティンを放すと、机から飛び降り、何度も転びながら書斎から飛び出した。

　ジャスティンは身を起こして夜着の襟えりをかきよせ、机の上で息をひそめている。

　逃げたほうがいいのかもしれない、でも逃げる機は逃のがしてしまった。

　その証しよう拠こに、大気を震ふるわせていた笑い声はすぐに止やむ。

　かわりに、こつん、こつん、と硬かたい足音が近づいてくる。

　ジャスティンは震える指で手て燭しよくをとって、音のほうへかざす。

　あいまいな蝋ろう燭そくの灯りで、ぼんやりとひとの姿が浮うかび上がった。

　──別に化け物ではない。顔はよくわからないが、青年のようだ。

「……あ……あ、の、あんた──一体……」

　一体、誰だれなの？

　そう訊きこうとしたとき。なんと、青年はぱったりと床に倒たおれてしまった。

　ジャスティンはびっくりして瞬まばたき、おそるおそる机を降りてみる。

「ちょっと……大だい丈じよう夫ぶ……？」

　返事はない。

　手燭をかざすと、倒れているのは白い肌はだに長い漆しつ黒こくの髪かみの、おそろしく美しい青年だ。

　彼はなぜか、床でぐっすり眠ねむりこけていた。
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「どこにもそんな怪あやしい男なんかいないじゃない」

　ジャスティンに起こされたメイベルが、書しよ斎さいを見み渡わたして言う。

「……いない、ね……」

　ジャスティンも疲つかれた声でつぶやいた。

　眠る美青年の扱あつかいに困ってまずはメイベルを呼んできたのはいいが、書斎はもぬけの殻からだ。

　こうなってみると、ジャスティンもすべてが夢であったような気がしてくる。

　メイベルは燭しよく台だいで荒あれた書斎を照らし、ちらと青い顔のジャスティンを見る。

「なんかさっき、学校長のすごい叫び声が聞こえたんだけど……」

「……うん。私もその悲鳴を聞いてここに来たら、変な男が寝ねてたんだ」

　作り話をするジャスティンを見上げ、メイベルは嫌いやそうに頭を掻かいて言う。

「そういうことにしといてもいいけど。あんた、年とし頃ごろだからさ。……気をつけなさいよ？」

　ぽん、と背をたたかれて、ジャスティンは胸が温かくなるのを感じる。

　ほっとして笑い、メイベルを見つめる。

「ありがとう。……多分、全部気のせいだったんだと思う。……もう、忘れるよ」

「そうしなさい。じゃ、今日はもう寝よう。明日も早いんだから」

　うなずきあって、ジャスティンとメイベルはこっそりと屋根裏部屋に戻もどった。

（なんだか変なことばっかりあったけど、今悩なやんでもしょうがない。一度寝て、元気になってから考えよう）

　明日は明日の風が吹ふくし、今日もジャスティンはどうにか無事だった。書斎の怪かい異いは気のせいで、あの妙な男は……きっと学校長が後で追い出したのだ。そう思おう。

　粗そ末まつな寝しん台だいに潜もぐりこみ、ジャスティンはぎゅっと目を閉じる。

　すると、さっき暗記した十四行詩の冒ぼう頭とうが頭に浮かんできた。




　──万ばん象しようを統すべる王よ、獣けものの皮を脱ぬぎ捨てて城を出るがいい。

　お前の右手には不死鳥を生きながらに焼く原初の炎ほのおが、

　お前の左手には運命の輪を止める静止の瞳ひとみが、

　天地の土と水をお前に差し出そうと待ちかまえている。

　牙きばを隠かくし、かつて神よりたまわった【追放】の声を胸に、

　幾いく度どでも生命の泉を飲み干すがいい。お前の闘たたかいは永遠なのだから──




（物ぶつ騒そうな詩──最後のほうには読めないところもあったけど、なんのことを歌ってるのかな）

　ぼんやりと考えているうちに、ジャスティンは眠りこんでいたらしい。

　次に目覚めたときは辺りがやけに明るくなっていた。

「ん……？　あれ、寝ね過すごした!?」

　がば、と跳はね起きる。

　寝台から飛び降りようとして、隣となりに寝ている誰かにぶつかった。

「え？　隣……？」

　いくら狭せまい部屋とはいえ、メイベルは別の寝台に寝ているはずだ。

　見ると、ジャスティンの隣には昨晩の黒くろ髪かみ美形がすやすやと寝息を立てていた。

　裸はだかで。

「ああああ!?　ありえないーっっ!!」

　しかも、なぜか赤いバラの花びらに埋うもれて。

「っていうか、なんでよりによってバラーっっ!?」

　ジャスティンは全身に鳥とり肌はだを立てて絶ぜつ叫きようし、思わず相手を床ゆかにけ落とした。

　純白のシーツを巻きつけつつ、男は上等な絨じゆう毯たんの上に転がる。

　転げても耽たん美びな男に、あらためてジャスティンの美形嫌けん悪お症しように火がついた。

「ううっ、いやぁぁぁぁ！　こいつ、美形すぎる！　どうしてけ落としても耽美なの!?　どうして朝から私の部屋に耽美世界が出現してるの？　そもそもいつからこんな絨毯が──」

　のたうちながら嫌な予感に襲おそわれ、ジャスティンは慌あわてて部屋を見渡した。

　いつのまにやら、狭い屋根裏はおそろしくきらびやかに飾かざりつけられている。

　ジャスティンが寝ていたのは小さな天てん蓋がいつきのベッドだし、しみだらけの壁かべは金の刺し繍しゆう入りの布で覆おおわれ、床には東洋の絨毯。赤と金で彩いろどられた部屋は、まるで王宮の一室だ。

　明るかったのは、高価な蝋ろう燭そくを山ほど立てた燭台のせいだった。

　ジャスティンがぽかんとしていると、床に倒れたままの男がぼそりとつぶやいた。

「元の部屋では、わたしが寝る気になれなかったのだ」

「うわっ、あんた、起きてたの!?　ねぇ、ここって城の屋根裏部屋だよね？　ベッドとか絨毯とか、どこから持ちこんだわけ？　あっちにいた子はどこ行ったの？」

「……………………」

「やめて、優美に床で寝直さないで！　せめて服着て状じよう況きよう説明してからベッドで寝なさい！」

　ジャスティンが叫さけぶと、男はようやく身体からだを起こした。

　まるで猫ねこのようなしなやかな所作で床へ座り、長めの前まえ髪がみをかきあげる。

　そして物もの憂うげな瞳がジャスティンを見た。

　瞳の色は深しん紅く。憂うれいと、どこか艶なまめいた色がある。

　ぞくり、と背筋を這はうものがあり、ジャスティンは真まっ青さおになって息を吞のんだ。

（うわ、わ、わ！　これは……オルムステッドどころじゃない、本気の美形……！）

　男の年頃はおそらく十八歳程度。

　とびぬけて長身、というよりバランスのとれた細身の青年だ。
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　髪は漆黒で肌はぬけるような白。整った顔はほとんど男女の区別を超ちよう越えつしている。

　そんな誰だれもが魂たましいを奪うばわれそうな超ちよう絶ぜつ美形を前に、ジャスティンは気絶しそうだった。

　……気持ち悪くて。

（動どう悸き息切れがして……い、いやーな汗あせが出る……こいつ、その顔で私を殺す気か……っ！）

　昔のファーストキス事件以来、美形・イコール・変態・イコール・気持ち悪い、という式が骨の髄ずいまで染しみ渡ってしまっているジャスティンである。

　悶もん絶ぜつする彼女に、美形は深い声で言った。

「わたしがここにいるのには深遠なわけがある。……だが、面めん倒どうだから手っ取り早く言おう。わたしは悪あく魔まだ」

「…………そう」

　ジャスティンは口元を押さえて息も絶え絶えに答え、悪魔は長いまつげを伏ふせた。

「やはり信じていないようだな。しかし説得するのも面倒くさい……」

「いやいや、一応信じてる。いかにもそれっぽい登場だったし。赤い本を読んだら変な笑い声がして、バラの香かおりがして──すごく怪しいものが出そうな状況だったよ、うん、大丈夫」

（……あれ、どうして私、こいつに『大丈夫』とか言ってるんだろう。もっとおびえるなり、『嘘うそ吐つけ！』とか叫ぶべきなんじゃない？……でも、正直そんな気にならないなあ）

　ジャスティンは青ざめつつも内心首をひねった。

　科学の発達めざましいこの時代、目に見える悪魔だの亡ぼう霊れいだのの類たぐいは大抵怪しげなもの、とは思っているのだが、長い冒ぼう険けんの旅はジャスティンに『世界はけっこうなんでもあり』と教えてくれた。これだけ世界中に伝承が残っているのだ、悪魔や亡霊が実在してもいいんじゃないか──とも常々思っていたのである。

　一方の悪魔は床に座ったまま首を傾かしげて続けた。

「そうだったか？　ならば話が早い。わたしはお前が読んだ魔ま法ほう書に封ふうじられていた悪魔だ。名前は長いので、レクスと呼ぶといい」

「レクスね。はじめまして」

　ジャスティンがレクスの顔を見ないよう、視線をそらしながらもベッドの上から手を伸のべると、レクスはちょっと迷ってから握あく手しゆをした。

「……ふむ。ここで自分から名乗らないところを見ると、悪魔とその契けい約やくについて、少しは知っているようだな」

「あ、ばれたか。まあね。悪魔に名前を知られたら操あやつられるって、本で読んだことがある」

　レクスの手は男性にしては冷たいが、きちんと生き物の感かん触しよくがした。

「博識なのはいいことだ。だが、お前はそんなことは気にしなくてもいい。お前はすでに、わたしを封じている魔法書の主人になっているのだから」

　レクスの話に、ジャスティンは持ち前の好こう奇き心が燃え上がってくるのを感じた。

　気持ち悪さをどうにかこらえて身を乗り出す。

「魔法書って、あの赤い本のことだよね。詩が書いてあったけど、あれが呪じゆ文もんだったの？」

「自分で見て確かめろ」

「でも、魔法書は書斎に置いて来ちゃったし」

「いや、そこにある」

　言われてジャスティンが振ふり向いてみると、いつのまにやら枕まくら元もとに例の本が置いてある。

　ぎょっとして目をこすってみたが、確かに本はそこにあった。

　慎しん重ちように手にとり、ジャスティンはレクスに向き直る。

「……これ、あんたがここに持ってきたわけ？」

「いや。お前は詩を読むことで、魔法書と契約した。今後はその魔法書、お前の後をついてくるぞ」

　ついてくるって、足でもついているというのだろうか。

　ジャスティンが興味しんしんで魔法書をひっくり返してみると、なんと裏表紙には『ジャスティン・カーライル』と美しい金文字が押されている。

「……理り屈くつはわからないけど、どうやら、本当みたいね。世界って、やっぱり不思議……」

　しみじみと言い、ジャスティンは本を開いた。

（父様はどうやってこの本を手に入れたのかな。で、どうして私に送ってきたの？　偶ぐう然ぜん、珍ちん品ぴんが手に入ったと思って？……ううん、そんなわけない。だって私、あらかじめこの本に書いてある魔法文字を知ってたんだから）

　難しい顔になったジャスティンに、レクスは淡たん々たんと言う。

「その詩がわたしを縛しばる呪文だ。魔法書の主人はわたしの主人。魔法書とお前の契約が解けるか、わたしが魔法書の呪じゆ縛ばくから解き放たれるかしないかぎり、この主従関係は続く」

　レクスの口調はあまり熱心ではなさそうだが、ジャスティンは顔をしかめる。

　悪魔と人間との契約については色々と読んだことがある。

　ひとは悪魔の魔ま力りよくを手に入れるために悪魔と契約し、様々な魔法を行使する。

　かわりに悪魔はひとの魂を手に入れようとするが、たまにひとの計略にはまって魂をとりはぐれることだってある。

　お話としては面おも白しろいが、主従だの契約だのはあまりジャスティンの趣しゆ味みにあわなかった。

「主人か……。好きな響ひびきじゃないなあ。どうやったら私と魔法書との契約は解けるの？」

「詩の最後の二行を読めばいい」

「……あの、最後の二行に読めない箇か所しよがあるんだけど」

「だったらお前が死ぬまでは契約が続くな」

　またまたあっさりした答えだ。ジャスティンは慌てて顔をあげる。

「そんな強ごう引いんな話!?　じゃあ、あんたが魔法書から解き放たれるには？」

「お前がわたしと直接新しい契約を結べばいい。結んでみるか？」

　レクスは自分のあごに美しい指をあてて言い、ようやく立ち上がった。

　立ったひょうしにシーツが落ちて、ジャスティンはぎょっとする。

　しかしレクスの身体は、いつのまにやら黒こく衣いに包まれていた。

（ああ──本当に魔法が使えるんだ、こいつ）

　じわじわと実感が湧わいてくる。

　レクスはどこのものともしれない不思議な衣装をなびかせて歩み、部屋の隅すみに出現した小さな棚たなからペンと紙を取り出す。

　数行さらさらと書きつけて、レクスはジャスティンに紙を差し出した。

「さあ」

「さあ、ってそんなにお気軽に言われても……」

　戸と惑まどいがちに受け取った契約書の中身はじつにあっさりしていた。




『わたし、ジャスティン・カーライルは悪魔・レクスと契約します。

　この世のちょっとした快楽のために身も心もレクスの所有物となります。

　レクスがこの契約によってすべての魔力を取り戻もどし、人間界に飽あきたらジャスティンを殺して魔ま界かいに帰ることを許します』




　以上、終わりである。

　ジャスティンはふるふると震ふるえ、思わずレクスをしかりつけた。

「あんた、ばか!?　こんなものに署名できるかっ！」

「そうか？　余計なところをはぶくとこういうものだぞ、悪魔の契約というのは」

　レクスはあいかわらず綺き麗れいな無表情で言う。ジャスティンはかっとして叫さけんだ。

「はぶいちゃ駄だ目め！　こんなに正直に書いたら、誰も契約なんてしてくれないよ!?」

「そうなのだ。ここ数百年、さっぱり契約してくれる人間がいない」

　うなずくレクスに契約書をつっかえし、ジャスティンはレクスをまっこうから見つめた。

「当たり前でしょ。本気で契約とりたいなら、もっとやる気出しなさい！　あんたからは覇は気きとかやる気ってものが全然感じられない。それで魂よこせって言われても腹が立つ！」

「しかしそもそも最初からやる気がない」

「即そく答とう!?　それでもあんた、悪魔なの？」

　ジャスティンが叫ぶと、レクスはちょっと視線を遠くしてつぶやく。

「残念ながら本物の悪魔だ。仕方あるまい、あれをやるか。……本当は面倒なのだが」

「…………！」

　何をするのかと思ったら、レクスは優ゆう雅がにひざまずいた。

　ベッドに座っているジャスティンの手をとり、その指にそっと口づける。

　羽が触ふれたような淡あわい感触に、ジャスティンは全身を硬かたくした。

　レクスは視線をあげ、静かに囁ささやく。

「ジャスティン。わたしを救ってはくれないか」

　深い声が身体からだの芯しんを震わせた。

　レクスの瞳ひとみがジャスティンを見ている。不思議な憂うれいに満ちた瞳。どこまでも深い赤。

「我々悪魔にとって、ひととの契約なしで人間界に留まるのは苦行なのだ。大気は肺を灼やき、水は肌はだを爛ただれさせる。このおそろしい世界に、それでもなぜ我々悪魔が留まると思う？」

　レクスはまるで愛あい撫ぶするような声で語る。

　──わからない。

　ジャスティンが答える前に、レクスはほんの少し微笑ほほえんだ。

　ぞくぞくするような、色気のある笑えみ。

「ひとに惹ひかれるからだ。お前たちは戦うことしか知らない悪魔とは違ちがう」

　レクスはなめらかに立ち上がり、ジャスティンの傍かたわら、寝しん台だいの上へ座った。

「お前が悪魔にはどんなふうに見えるか知っているか？　まるで荒こう涼りようとした野に咲さく花のようだ。わたしはお前が欲しい。お前をくみ上げ、お前を吞のみこみ──お前とひとつになりたい」

　甘い囁きを吐はく、薄うすい唇くちびる。近づいてくる。

　ジャスティンはどうにか声を絞しぼり出す。

「…………レクス」

「なんだ？」

　問うレクスに、ジャスティンは肩かたで息をしながら、震える自分の手を持ち上げてみせる。

「あんたのこと、助けてあげたいのは山々なんだけど……私、美形は生理的に駄目なんだ。見て、この鳥とり肌はだ」

　本当に鳥肌が立っているのを見て、レクスはしばらく黙だまりこんだ。

「……それは珍めずらしいな」

「──ということで、離はなれてっ！」

　ジャスティンは叫び、レクスを突つき飛ばした。

　レクスはまたも寝台から落ちてうつぶせに転がり、ぼそぼそとつぶやく。

「新しい。これは新しい反応だ……」

「顔だけで区別しちゃって悪いんだけど、こればっかりは本当に無理だから！　私に近づくときは最低でも五歩くらい距きよ離りを置いて！　あと、この部屋も元に戻してね。メイベルがびっくりしちゃうし、学校長に言い訳できないし、ほっとくとこの大量の花びらが腐くさるから。ってことで、私はもう仕事に行くから！　あー、大遅ち刻こくで確実に怒おこられるっ！」

　ジャスティンは部屋に出現していた美び麗れいなついたての陰かげで着き替がえながら叫んだ。

　レクスは倒たおれたまま、くぐもった声で訊きく。

「愚ぐ問もんだろうが、契けい約やくは？」

「却きやつ下か！」

　勢いよく言って、着替え終えたジャスティンは屋根裏部屋を飛び出していった。
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「ちょっとあんた、今まで何やってたの！　起こしても全然だったし……！」

　台所で準備をしていたメイベルが叫びかけ、途と中ちゆうで息を吞む。

「ごめん、思いっきり寝ね坊ぼうしちゃって！」

　駆かけこんできたジャスティンの背後には、物もの憂うげな超ちよう絶ぜつ美形、すなわちレクスがたたずんでいたのだ。

「これがジャスティンの仕事場か。すばらしく汚きたないな」

　悪気のない様子で言うレクスは、ものすごく場ば違ちがいだった。

　優美な所作のたびに金粉でも落ちそうな美形なのに、いるのは粗そ末まつな台所。

　まるで冗じよう談だんみたいな光景だ。

「あー……メイベル。気にすることないわよ。これ、ただの幻まぼろしだから」

　ジャスティンは笑ってごまかそうとするが、メイベルは完全に固まってしまっている。

　レクスは不意にメイベルに近づくと、懐ふところから適当な契約書を取り出した。

「女、どうかわたしを助けてほしい。この契約書に署名して、ジャスティンの使い魔まとなってすべての汚よごれ仕事を──」

「ジャネットっ！　ここでは私はジャネットだから！　それと、メイベルに契約をせまらないで！　ああっ、とか言ってるうちにメイベルが恋こいする乙おと女めの目になってるし！　メイベル、それは幻だってば！　ほら、こっちに来て！」

　うるうるした瞳でレクスを見つめるメイベルを、ジャスティンは台所の外へ放り出す。

「ここは私がどうにかしとくから、あとは食堂で会おう！　それじゃ！」

　メイベルに叫んで扉とびらを閉め、あらためてレクスと向かい合う。

「──ね、レクス……やっぱりあんた、屋根裏に戻って。これじゃ仕事にならないよ」

「お前の仕事はなんだ？　お前が命ずるなら、わたしがかわりにやってやるぞ」

「……いい、似合わないし。どうしてもここにいたいんなら、そのへんで昼ひる寝ねでもしてて」

「うむ、昼寝なら得意だ」

　こくりとうなずくと、レクスはひとつ指を鳴らした。

　次の瞬しゆん間かん、何もない空間からどさどさと大量の高級家具が落ちてくる。

「ちょっと、いきなり何やってんの!?」

「昼寝の準備に決まっている」

　レクスは調理台の上に虎とらの毛皮を敷しいて、その上に猫ねこ足あしの寝ね椅い子すを置いて、その上に山盛りクッションを載のせて、その上にひらりと飛び乗ると、すごく優雅に眠ねむり始めてしまった。

「ああああ、どうしていつでもどこでも勝手に耽たん美び世界を展開してから寝るわけ!?　これじゃ料理ができないでしょうが！」

　ジャスティンは叫ぶが、レクスはもう半分寝たような声を出す。

「あまり叫ぶと体力を消しよう耗もうするぞ。わたしは眠い」

「この無気力悪あく魔ま！　そんなに体力温存してると太るよ！」

「安心しろ、ここ五百年ほどは昼寝を生活の中心にしているが、体形はこのままだ」

「うわー……それはそれで嫌いやな感じ。この女の敵！」

「まあ、悪魔だからな」

　そう言ってレクスは安らかな寝息を立て始めた。

「……ありえない……自分が女の敵だって認める悪魔って、一体……」

　ジャスティンはがっくりと肩を落とし、台所を見み渡わたした。

「で、結局私はひとりでここの下準備を全部するわけ、か……。ええい、がんばろう！」
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「遅おくれましたーっ！」

　ジャスティンが大分遅れて使用人食堂に駆けこむと、家政婦が険しい顔で立ち上がった。

「遅おそいですよ。あなたは時間というものを一体なんだと思って……」

　そのままお説教を始めようとして、家政婦は固まった。

（うう、またこの展開か……）

　小さくなるジャスティンの後ろでは、あいかわらずレクスが遊ゆう惰だに──というか多分本人はただ単に眠いのだと思う──まあとにかく絵になる様子でたたずんでいた。

　家政婦は目をみはったまま、なぜか少女のように顔を赤くする。

　他ほかの使用人たちも呆あつ気けにとられて静止した。

　レクスはそんな室内の動どう揺ようなど気にもせず、家政婦を指さして訊く。

「時とは何か、か。哲てつ学がく的な問題だが、あれは哲学者なのか？」

「しーっ。あれは家政婦さん。ここの使用人のまとめ役。つまり、私の上司ね」

「つまり、あれを殺すとお前は仕事をしなくてよくなるのか？」

　いきなり言われ、ジャスティンはよろけた。どうにか気を取り直し、小声で叫さけぶ。

「どうしてそういう発想になるの!?　殺したって次が来るだけだって！」

「軍隊みたいなものだな。面めん倒どうな」

「面倒じゃなくて、これが普ふ通つうなの！　普通！　っていうか殺しちゃ駄だ目めだからね、絶対！」

　こそこそ言い合うジャスティンとレクスを前に、家政婦はもじもじとスカートをいじり、食い入るようにレクスを見つめて言う。

「と……とにかく、食事に……あの、あなたは……」

「わたしは食事をとる必要はない。しかしきみの愛が欲しい」

「……さ、寒っ……！」

　あんまりなレクスの台詞せりふに、ジャスティンは真まっ青さおになってのたうつ。

　しかし家政婦のほうは真っ赤になり、次にみるみる青ざめてよろめく。──貧血らしい。

「！　大だい丈じよう夫ぶですか!?　ちょっとレクス、家政婦さんを誘ゆう惑わくしちゃ駄目だって！」

　ジャスティンは慌あわてて家政婦に駆け寄り、倒れかけた身体からだを支えた。

　しかりつけられたレクスは首をひねる。

　そして次に初老の執しつ事じに向き直り、艶つやのある声で言った。

「……きみの瞳ひとみはあまりに深い。しかし、その瞳にわたしは映っているのだろうか」

「…………し、心臓が……持病の心臓が……！」

「執事さんも駄目っ!!」

　レクスはジャスティンのほうを振ふり向き、ぽつりとつぶやいた。

「思うのだが、お前はけっこう面倒な類たぐいの人間だな」

「あんたも充じゆう分ぶん面倒だから！　ええっと、とりあえず私、学校の掃そう除じしてきます！」

　とりあえずこれ以上被ひ害がいを広げるわけにはいかない。

　ジャスティンはレクスの襟えり首くびをつかんで、教室棟のほうへと駆け出した。

（学校のほうなら、少なくとも女の子はいないはず……ああでもこいつ、男女とか全然気にしてない！）

　ならばせめてひとけのないところ、ということで、ジャスティンは教室棟の裏に出た。

　そこはかつて、ジャスティンの父が愛したバラ園だった。

　今は春、春はる咲ざきのバラが咲さいているはず──ジャスティンはそう思ったのだが。

「……ひどい。ほとんど枯かれちゃってる」

　放置されて傷いたんだバラたちを前にして、ジャスティンは悲しげな顔になる。

「わたしの力で咲かせてやろうか？」

「だから、いらないってば。私は自分の手でできることは自分でやるし、それ以上のことは望まない。ここだってちゃんと手間をかけてやれば、まだ咲く株もあるはずなんだから」

「そんなのは面倒だろう」

「……あんた、本当に面倒くさがりね。悪魔ってみんなそんな感じ？」

　ジャスティンが呆あきれ気味に問うと、レクスは枯れたバラにゆるりと手を伸のべた。

　乾かわいた枝を手折ると、その枝にふっと赤いものが生まれる。

　赤は見る間に大きくなり、つぼみさえなかった枯れ枝に大輪のバラが咲いた。

　レクスは真しん紅くのバラを唇くちびるにあててつぶやく。

「皆みながこうではないな。闘とう争そうこそが悪魔の本能。悪魔は本来、ひたすら魔ま界かいで戦い続けるものだ。ただし、我々の寿じゆ命みようはお前たちから見れば永遠に近い。長い生のうちに戦いに飽あきることもある。そんなときはお前たち人間をからかって遊ぶのが我々悪魔の習わしだ」

「──ずいぶんはた迷めい惑わくな習わし。しかも、ものすごく殺さつ伐ばつとした人生に聞こえる」

　ジャスティンは眉まゆをひそめ、ごく正直に感想を述べた。

　レクスは別に怒おこらなかった。ただずっと淡たん々たんとしている。

「しかたない。我々は最初から最後まで、そういう種だ。わたしもあるとき戦いに飽きて、ちょっとのつもりで人間界をふらふらしていたのだが、面倒な人間にあの魔ま法ほう書に封ふうじられてしまった。それ以来、魔界と人間界の隙すき間まにある空間でひきこもりをやっている。魔法書の持ち主に呼ばれれば出てくるが、ひきこもっている時間のほうが圧あつ倒とう的に長いな」

「……楽しい？　それ」

「さあ。どこにいても、わたしは眠るだけだから」

　ぼんやりと言って、レクスはバラを足あし下もとへ落とす。

　バラはすぐにしおれて、茶色くなった。

　ジャスティンがもやもやした気分で枯れるバラを見ていると、レクスがいきなり動く。

　なめらかな所作で腰こしを抱だかれ、ジャスティンは息を詰つめた。

　レクスは静かに言う。

「──ジャスティン、わたしと契けい約やくしないか。我々が人間界に留まろうとすると、多くの魔ま力りよくを消費する。つまりかなり疲つかれるのだ。ひとと契約すればここに留まるのは楽になる。お前がわたしと契約してくれたら、わたしはもう少し快適な昼寝ができる」

「あんたね、妙みようなところで正直すぎ！　誰だれがあんたのただの昼寝のために自分の魂たましいを差し出……ううう、綺き麗れいな顔が近い……！　気持ち悪すぎる、離はなれてえぇぇ！」

　暴れるジャスティンを見つめ、レクスはつぶやく。

「この顔を嫌きらった人間の女はお前が初めてだ。なんなら身体のほうを試ためしてみるか？」

「身体!?　私と戦うってこと？　今すぐ受けて立ちたいけど、その顔相手には絶対勝てる気がしない！　大体あんた、悪魔のくせにどうしてそんな綺麗な人間の格好で出てくるの？　本当はもっと違ちがう、化け物っぽい格好なんでしょ!?　せめてそっちで出てきてよ！」

「……なぜだ？」

「私はゲテモノのほうが好きだから！」

　ジャスティンは青ざめつつも目を輝かがやかせ、力いっぱい言う。

　レクスはジャスティンをじっと見つめて言う。

「本気の目をしているな、ジャスティン」

「うん！」

「却きやつ下かだ。わたしの真の姿はひとが見たら気が狂くるうほどに醜みにくい。狂われてしまうと、契約の意味がなくなる」

　きっぱり言われてしまい、ジャスティンはがっくりと肩かたを落とす。

「絶対狂ったりしないのに……。じゃ、その格好でこれからも私につきまとう気……？」

「そうだな。まだ契約もとっていないことだし、お前は魔法書を持っている。ほら、そこに」

「そこにって──ひっ！」

　レクスに言われて振り向くと、ジャスティンの背後には例の魔法書が転がっていた。

（本当に歩いてついてきてるのかな、この本……）

　ひきつるジャスティンのことなど気にせず、レクスは言う。

「その魔法書には、わたしのすべてが書いてある。お前が読んだ詩がわたしを縛しばる鎖くさり。後のページにはわたしの真の名が書かれているはずだ」

「この間見たときは、一ページ目の他ほかは真っ白だったけど？」

「もう一度見てみろ」

　レクスの口調は揺ゆるぎない──というかあまり抑よく揚ようがない。

（こいつ、信用もできないけど、嘘うそを吐つく気力もない感じだなあ）

　解放されたジャスティンは土の上から魔法書を拾い上げ、ためしにページをくってみる。

　すると、確かに二ページ目に不思議な文様が浮うかび上がっていた。

「……！　本当だ、何か書いてある。これって……魔ま法ほう陣じん？」

　二重の同心円には、複雑な配置で魔法文字が記されている。レクスは告げた。

「いいや、それはわたしの紋もん章しようだ。わたしの姿が見えないときには、その紋章を扉とびらか窓か……箱の蓋ふたでもかまわんが、開くものに描えがいてから『レクス』と呼べ。わたしは必ず現れる」

「ということは──これを使うと、あなたが出てくるびっくり箱が作れるわけだ」

「……もう少し有効利用しろ、せめて」

　びっくり箱は有効利用じゃないのだろうか。ジャスティンは不満げな顔で魔法書を閉じた。

　──そんなレクスとジャスティンを遠くから見ていた者がいる。

　エドワーズ、ゲイリー、メルヴィン。悪ガキ三人組だ。

　幼いエドワーズは目を涙なみだで潤うるませ、ゲイリーは嫌いやそうな顔。

　メルヴィンは死人の顔色で暗い空気をまとっている。

「ジャスティンが男連れで学校棟に来たって聞きはしたけど……相手がこんな美形だなんて聞いてない……」

　今にも泣きそうな声でエドワーズが言う。ゲイリーもぐったりと同意した。

「だよなあ。しかもまー、さっきから抱き合ったりなんかしていちゃいちゃいちゃいちゃ……よくやるぜ。妙に根こん性じようのある女だし、ちょっといいかなと思ってたけど、あれは無理だわ。相手が悪い。誰も勝てるわけないよなあ、メルヴィ……って、おい！　どこ行くんだよ！」

　ゲイリーの声にも振り返らず、メルヴィンはひとり、回れ右をして駆かけていく。

「顔……やっぱり顔なのか……？」

　自分の部屋にこもったメルヴィンは、じっと鏡を見てから、絶望して膝ひざを抱かかえてしまった。

　……多分、メルヴィンにとっては生まれて初めての失しつ恋れんだったのだろう。
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（──やはりあの小こ娘むすめはどうにかしなければならんな）

　その夜、オルムステッドはひとり校長室で考えこんでいた。

（昨晩はジャスティンに言うことを聞かせる、じつにいい機会だった。なのになんだ？　わたしの醜しゆう態たいは。妙な物音におびえて立ち去るなど！　どうせ伯はく爵しやくの集めたからくりが誤作動したか、ワインの飲み過ぎのせいだろうに──妙な弱みを見せてしまった）

　オルムステッドは昨晩のことをすべて気のせいだと思っている。

　そして今日こそジャスティンへの脅おどしをやり遂とげる気なのだ。

　神経質になでつけた髪かみを直して、オルムステッドは表情をひきしめた。

（『下働きをする』などと可愛かわいいことを言うからついついほだされたが、あれは性格の悪いこざかしい小娘だ。こちらも隙すきは見せられん。使用人にせよ、学生にせよ、あれに味方する者が出てきては面めん倒どうだし、ここできっちり釘くぎを刺さしておかねばならん）

　そこへ、扉をノックする音が響ひびく。

　続いて、

「失礼します。お茶をお持ちしました」

　──というジャスティンの声。

　オルムステッドは、ジャスティンとふたりきりになるため、彼女にお茶を持ってくるよう言いつけてあった。

「……入りなさい」

　威い厳げんを取り繕つくろって言い、オルムステッドは扉のほうへ背を向けた。

　扉が開き、ジャスティンが入ってきた気配がする。

　オルムステッドは背を見せたまま格好よく言う。

「昨晩はよく眠ねむれたかね？」

　昨晩自分の下でおびえていたジャスティンをふと思い出し、オルムステッドは薄うすく笑う。

　一方のジャスティンはあっけらかんと言った。

「はい、ちょっと寝ね過すごしちゃいまして、色々ご迷めい惑わくをかけました。以後気をつけます」

「……お前はとても健康な少女のよう、だ……!?」

　やや不ふ機き嫌げんそうに振ふり返ろうとしたところで、オルムステッドは固まる。

　メイド服でお茶の盆ぼんを持ったジャスティンの後ろに、黒くろ髪かみの男がいる。

　あまりに美しい男の衣服は見慣れない黒こく衣いで、瞳ひとみは忘れようのない赤だった！

（き、昨日の……！　昨日の……！）

　怪かい奇き小説のような昨夜の記き憶おくが蘇よみがえり、オルムステッドはがたがたと震ふるえだす。

　ジャスティンはそんなオルムステッドを見ないふりで、書き物机の脇わきにある丸テーブルへ盆を置く。レクスは盆上のティーポットを眺ながめて言った。

「ジャスティン、そのお茶だが、大分出過ぎて渋しぶいぞ」

　ジャスティンはレクスの声を無視して、ポットのお茶をカップへ注ぐ。

　もうレクスのことは見えていないことにしようと決めたのだ。

　そんなことは知らないオルムステッドは、ひたすら動どう揺ようしてどもり続ける。

「ジ、ジ、ジャスティン……きみ、きみ、きみ……その、後ろの人物は……」

「後ろの人物？　後ろの人物ってなんのことでしょう？　私には見えませんけど」

　しれっとして言うジャスティン。レクスは背後で淡たん々たんと言い続ける。

「ジャスティン、茶の中身をかえていいか？」

「いるだろう明らかに！　きみは、見知らぬ男をさっそく連れこんだというわけか？」

　レクスのおとなしそうな様子に、オルムステッドは少しだけ元気づけられた。

　怒ど鳴なりつけられたジャスティンは、あいまいに微笑ほほえむ。

「さあ。そんなことを言われても、なんのことだかさっぱり……お茶をどうぞ、校長先生」

「うむ……」

　顔をしかめてとりあえずカップをとると、途と端たんにカップの中から何かが飛び出してきた。

「うわっ！」

　オルムステッドは悲鳴をあげ、顔にはりついた何かをひっぺがす。

　ジャスティンはちょっと顔をひきつらせながら訊きいた。

「どうかなさいましたか？　校長先生」

「か、かかかかカエル……！　カエルが、カップの中から……！」

　オルムステッドの手の中にあったのは、なるほど一匹ぴきのカエルだった。

　オルムステッドが必死にカエルを振り落としていると、ゴン！　というすごい音がした。

　一体何事か、と顔をあげてみると、ジャスティンが平然とした顔で盆を抱えており、レクスは無表情に自分の頭をさすっている。

「ジャスティン、今の一いち撃げきは普ふ通つうの人間だとかなり痛いぞ」

　殴なぐったのか？

　とオルムステッドが訊く前に、ジャスティンはにこやかに言う。

「確かにカエルみたいな色の緑茶ですね。珍めずらしくいいものが手に入ったのでお淹いれしたんですけど、好みにあいませんでした？」

「緑茶だと……？」

　冷ひや汗をにじませてオルムステッドが手の中のカップを見下ろすと、確かに中には綺き麗れいな緑茶が少しだけ残っていた。

（い、いつの間に……？　というか、あのカエルは……）

　オルムステッドが汗をたらしているうちに、レクスの深い声がつぶやく。

「やはりヤドクガエルにするべきだったのか……」

「い、いいい、いや！　いや！」

　それだけは嫌だ！　とぶんぶん首を横に振り、オルムステッドはふたりに背を向けた。

「その、あ、ありがとう、きみ。下がってよし！」

　言ってから、ひどく心臓がどきどきしだす。

（やはりあのカエルは緑茶が変わったものだったのか？　魔ま法ほうか？　魔法なのか？　この科学の時代に！　ありえん……しかしあの男の瞳、人間の色ではない！）

　ぐるぐる考えるオルムステッドに、ジャスティンは軽く会え釈しやくをした。

「では、失礼します」

　声をかけて校長室から出て行き、扉を閉めてからやっとレクスと視線をあわせる。

「……とりあえず、今回はお礼を言うね。あんたのおかげでオルムステッドに脅されないですんだ。ありがとう、レクス」

　ジャスティンの声には、本当の謝意がこもっている。

　レクスはあいかわらず美しく目を伏ふせ、何を考えているかわからない顔でつぶやく。

「──次はヤドクガエルだ」

　すかさずジャスティンが盆でもってレクスをどつき、ゴン、という音が廊ろう下かに響いた。
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　レクスにつきまとわれるジャスティンの日常が始まってから、しばらくのときが経たった。

　ここ一カ月ほど、レクスにおびえるオルムステッドはジャスティンに手を出すことができず、日々はおおむね平和にすぎたと言っていい。

　そして今日は、シェルズバーン・カレッジの創立五周年式典の日である。

「いらっしゃいませ、ようこそシェルズバーン・カレッジへ！」

　綺き麗れいな制服の肩かたにマントをかけた優等生が、笑え顔がおで客たちを迎むかえる。

　シェルズバーン・カレッジに子供を預けた親や、学校の後こう援えん者たちが次々と馬車で到とう着ちやくし、飾かざりつけられた校内を案内される。

　校内では球技の試合や演劇で学生たちが勉強の成果を披ひ露ろうし、フロックコートの紳しん士しやドレス姿の淑しゆく女じよがそれを見学している。

　学校長のオルムステッドもいつもにましてはりきっていた。

「我がシェルズバーン・カレッジはまだ創設五年ですが、最高の講師陣じんと最高の環かん境きようで紳士としての教育にとりくんでいると言えるでしょう。街からも離はなれていて治安もいい。多感な──」

「……お話中失礼。ちょーっといいか？」

　突とつ然ぜん話の腰こしを折られ、オルムステッドは振り向いた。

　見れば中庭に面する回かい廊ろうに、ふたりの人物が立っている。

　そのふたりの奇き妙みようさに、オルムステッドとその場にいた紳士淑女は残らず目をみはった。

「あんたがここの学校長さん？　俺たち、あんたに訊きたいことがあるんだよねぇ」

　軽く言って片目をつぶったのはすらりとした長身の青年だ。

　まだ二十歳にはなっていないだろう。ひょっとしたら十七くらいかもしれない。

　身にまとうのは身体からだに吸いつくような上等のフロックコートに、派手に結んだ白いタイ──と、ここまでは完かん璧ぺきな紳士装束なのだが、赤みがかった金きん髪ぱつだけが不ふ揃ぞろいに長く、黒い上着の肩へと零こぼれている。

　愛あい嬌きようのある美び貌ぼうの中で光る瞳はほとんど金色に見え、オルムステッドはまぶしさのあまり目を細めた。

（この客──誰だれだ？　身なりはいいが妙みように若いし、髪かみが長すぎる……役者か？　大体もうひとりのほうは、完璧に芝しば居いの格好だぞ）

　戸と惑まどうオルムステッドがもうひとりの客を見ると、相手はちらと冷たい視線を返した。

　長身の青年の横へ立つのは、十五歳くらいの少年だった。

　繊せん細さいかつ鋭えい利りな印象の美しい顔に、あごあたりまでの青みがかった銀ぎん髪ぱつがかかる。

　瞳ひとみは深海の紺こん。

　身につけているのは、鮮あざやかな青色のすその長い上着とベスト、半ズボンに絹の靴くつ下したという、一昔前の貴族の衣装だ。

　銀髪の少年は澄すんだ声で嫌いやそうに言う。

「何をぼんやり眺めているんです？　いくら僕が美しいからといって、失礼でしょう」

「あ……ああ。申し訳ない。しかし、その──さらに失礼かもしれませんが、わたしはおふたりに招待状をお送りしたでしょうか？　どうも、今日が初対面の気がしてならんのです」

　オルムステッドは戸惑って微笑む。

　朱しゆ金きんの髪の青年が、にやりと笑って答えた。

「なぁに言ってんだよ、俺たちのほうはあんたのこと、よーく知ってるぜ？　あんたもそろそろ思い出すだろ？　俺たちはほら、あれだよ、あれ」

　あれって一体なんだ？

　首をひねりつつも、オルムステッドには目の前のふたりが旧知の人物のように見えてきた。

　なんとなく微笑んで、オルムステッドはうなずく。

　彼らは知り合いの貴族だ。名前は忘れたが、きっとそうなのだ。

　きっと安心して大だい丈じよう夫ぶ。

　……いつしかそんな気になっている。

「なるほど──ようこそいらっしゃいました、わたしたちのシェルズバーン・カレッジへ。何か訊ききたいことがおありとのことでしたが、一体どんなことでしょう？」
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　うやうやしく訊くオルムステッドに、銀髪の少年が素っ気なく言う。

「尋たずね人があって来ました。ここに、黒くろ髪かみに赤い瞳のおそろしいほどに美しく、高貴な気配を感じさせる方はいませんか？」

「……！」

　そう言われてオルムステッドが思い出す人物はひとりしかいない。

　ジャスティンの背後にいつも控ひかえていて、怪かい異いを起こしてはオルムステッドをおびやかす謎なぞの人物──レクスのことに違ちがいない。

　途端に恐きよう怖ふがわき上がり、オルムステッドは必死に首を横に振ふる。

「いません！　そんなひとはまったく知りませんし見たことがない！　ああ、申し訳ないが、わたしはいささか頭が痛くなってきました……失礼、退席します」

「あ、ちょっと、あんた！」

　青年が呼び止めようとするが、オルムステッドは早足で校長室に戻もどってしまった。

　困ったように頭をかき、青年はちらと銀髪の少年を見下ろす。

「行っちまったよ……しかもそんな奴やついないって。どーすんの？　ルーナエ」

「ばかですか、きみは。いや、ばかなんですよね。そうです、きみは戦いのことしか頭にないばかでした。一いつ瞬しゆんでも忘れていて申し訳ありません、エルデン」

　ルーナエと呼ばれた少年は、とっとと歩き出しながら言った。

　エルデンはくすくすと笑い、ひょい、とルーナエの手をとる。

　少年の身体を手て際ぎわよく石の壁かべに押しつけて、エルデンは金の瞳を細めて言った。

「あいかわらず嫌いや味みだねえ。可愛かわいい顔して性格悪いよなーお前。せっかくだからにっこり笑ってみ？　ちゃんと可愛くできたら、俺が可愛がってやるからさ」

「きみごときが、この完璧に美しくて有能な『王子』の僕を？　ちっとも面おも白しろくない冗じよう談だんですね、エルデン。──すぐに離さないと、その下等な息の根を止めますよ。僕に触ふれていいのはあの方だけだ」

　ルーナエの紺こん色いろの瞳が冷たく光っているのを見て、エルデンはにやりと笑って手を離す。

「怖こわいねぇ！　そうつんけんすんな、いつもの冗談じゃねーの。大体『あの方』の居場所がわかんないんじゃ、俺は冗談飛ばすくらいしかやることねぇもん。地味な探たん索さくなんて趣しゆ味みじゃねーし、可愛い女の子がいるんならともかく、ここってむさい男ばっかだし」

　ルーナエは高こう慢まんに鼻を鳴らして、歩き出しながら言う。

「だからきみは無能だと言うんです。いいかげん戦せん闘とう以外のことを覚えたらどうですか」

「いいのいいの、細かいことはルーナエのほうが得意だろ？　苦手なことは他ほかにお任せすんのが俺の主義。合理的って呼んでちょーだい」

「怠なまけ者の大ばか」

　氷点下の声で言い捨て、ルーナエは白い指をひらめかせた。

　すると、いつの間にか彼の指には銀色の羽根が一本はさまれている。

　ひとふりすると、羽根は輝かがやく小鳥と化してルーナエの手を飛び立った。

「──あの鳥は僕の一部です。あの方の気配が濃こい場所へ惹ひかれていく。あれを追えばあの方のところへ行き着きますよ」

「ほーら、やっぱり便利。これじゃあ、俺が苦手なことやる意味なんて全然ないよなあ」

　にこにこ笑うエルデンに、ルーナエは射い殺ころしそうな鋭するどい視線をやる。

「あの方の気配すら見つけられないでこの僕の隣となりにいるなんて、恥はじと思いなさい」

「恥だあ？　それこそ人間じゃあるまいし、そんなもん感じるわけねえし。大体恥っつーならお前のその服、どうにかしろよ」

「僕の服がなんだと言うんです。完璧に美しい貴公子の装いでしょう」

「いやー、絶対それ、百年くらい時代間ま違ちがってるって！　お前もたまには人間界に出てこねーと、どんどんジジむさくなるぜ？」

　無む駄だ口ぐちをたたきながら鍵かぎのかかっているはずの扉とびらをあっさりと開け、ふたりは階段を下りていく。

　使用人たちの場所である地下へ入りこみ、大台所の前まできたところで何やら女の子の声が響ひびいてきた。




「こんの、大ばかーっっ！」




　辺りの大気を震ふるわせる叫さけび、続いて『どかっ』『ばき！』、と何やら打だ撃げき音が響き、次に大勢の歓かん声せいと拍はく手しゆが聞こえてくる。

　ルーナエは美しい眉まゆをひそめた。

「これは一体何事ですか」

「わかんねーけど、なかなか威い勢せいのいいお嬢じようちゃんだぜ。今の声は絶対美人でぴちぴちの十代半ばの乙おと女めちゃん。ちなみにブロンドで目は緑、腰は細くて華きや奢しやなお人形系と見た！」

「ろくな魔ま法ほうは使えないくせに、そういうことだけはかぎつけるんですね。このケダモノ」

「俺の鼻は女の子専用なの！　さっ、ご挨あい拶さつ、ご挨拶！」

　嬉き々きとしたエルデンが大台所に首をつっこみ、ルーナエも後に続く。

　ふたりが目にしたのは、おそろしくきらびやかな──台所だった。

　美しいシャンデリアが下がり、床ゆかには厚い絨じゆう毯たん。

　華か麗れいなバラ色のドレスを着た美しい少女と、周りを囲む料理人たち。

　一見豪ごう華かな客間にも見えるが、壁には鍋なべ釜かまがかかり、料理人たちは木べらや鍋を持ったままだ。

　どこか異様な光景の中、少女は思いっきり盆ぼんで傍かたわらの男をはたき倒たおした。

「こんな格好でお皿なんか洗えないでしょ！　何考えてんの、あんたは！」

「──いい角度の打撃だ。人間なら脊せき髄ずいに響く。そのドレスを着てその動きというのはなかなかただ者ではない。さすがは我が主とでも言おうか」

　レクスは傾かたむいた頭をくきりと元に戻し、優ゆう雅がにつぶやく。

　ジャスティンは必死に叫んでいた。

「うるさい！　とにかく台所と私の服を元に戻す！　これから学校長のお客様のために夕食を用意しなきゃならないんだから、ふざけてる暇ひまなんかないの！」

「晩ばん餐さん会だというからわざわざドレスを出してやったのに、お前は何を怒おこっている？　綺き麗れいな皿が欲しいなら、新しいのを出してやる」

　そう言ったレクスが指を鳴らすと、料理人たちの手の中に、次々と新しい皿が出現した。

「おお……皿だ。こりゃ上等だよ」

　料理人たちはぼそぼそとつぶやきあう。

　レクスが現れてからしばらくは、使用人たちもいちいちレクスの美び貌ぼうに驚おどろいていたのだが、馴なれとはおそろしいものだ。

　最近では誰だれもが『あの男は明らかにおかしいが、とりあえず害はない』『積極的にかかわらなければ自分の身は安全だろう』の考えのもと、遠巻きでレクスとジャスティンの漫まん才ざいに拍手を送るようになっている。

　レクスにふりまわされているジャスティンのほうは、手元に出現した皿を見て一気に青い顔になった。

「こ、これ、王家の紋もん章しよう入りの陶とう器きじゃない……！　今すぐ返してきなさい！」

「……面めん倒どうくさい」

「レクス、あんたってひとは！」

　ジャスティンは再び盆でレクスをはたこうとした。

　ところが、盆はレクスの額に炸さく裂れつする直前、誰かの手に止められてしまう。

「──あれ？」

「『あれ』ってまあ、顔は可愛いのに、やることは過激な嬢さんだこと！」

　ジャスティンとレクスの間に割って入ったのはエルデンだ。

　ひとの悪そうな笑えみを浮うかべ、ぐいとジャスティンに顔を近づける。

（また！　また美形が、ありえない至近距きよ離りに！）

　ジャスティンが悪お寒かんに襲おそわれている前で、エルデンはきらきらと金の瞳を輝かせる。

「あんたは怖いもんを知らないのかな？　魂たましいが光り輝かがやいちゃってるもんなあ！　ちっちゃな不幸なんて走って逃にげ出しそーな輝きっぷり。いいぜ、綺麗だ……食っちゃおうか」

　浮かれた声で言い、エルデンは不意にジャスティンのほおをちろりと舐なめた。

「ぎゃ───っ！　離はなれてぇぇぇ！」

　途と端たんにジャスティンの頭は真っ白になり、エルデンをはたこうとする。

　エルデンは身軽にひょいと後ろへ避よけたが、かわりにルーナエに思い切りはたかれた。

「いてててて、何しやがる、てめぇ！」

「そっちこそ一体何をやっているんです、エルデン。その女好きの性格のせいでどれだけ失敗したか、きみがいくら無能でも多少は覚えているでしょう。きみが勝手に失敗するぶんにはかまいませんが、こっちが巻き添ぞえを食うのはごめんです！」

「いーじゃねーの、純情な女の子ってのが一番うまいんだよ！　なー、嬢さん。俺に食われると全然痛くないよー？　むしろ生きてるより全然気持ちよーく死ねるから、一回試してみない？」

「黙だまりなさい！　むしろそこをどけ、頭ずが高い！　レクス様の御おん前まえだぞ！」

　綺麗な顔を険しくして、ルーナエはエルデンを押さえこむ。

　美形に囲まれた気持ち悪さでふらついていたジャスティンは、ルーナエの台詞せりふに反応してレクスをちらと見上げた。

「レクス、このふたり、ひょっとして……」

「……わたしの部下だ」

「──だと思った……！」

　悪あく魔まって、ひょっとして美形しかいないのだろうか。

　ジャスティンが絶望に青くなる横で、レクスは美しく飾かざった調理台にもたれて訊きく。

「それで、エルデン、ルーナエ。一体何をしに来た？」

　エルデンの頭を床に押しつけたルーナエは、はっとして顔をあげる。

「レクス様……何をなどと、ご冗じよう談だんをおっしゃらないでください！　我々は魔ま界かいからレクス様が姿を消されてから、ずっとレクス様の気配を追ってきました。やっと人間界にはっきりレクス様の気配が現れたので、はせ参じた次第です」

　レクスは懸けん命めいな部下を見下ろし、ひとことぼそりと言う。

「いらん。帰れ」

「我々はレクス様の臣下、レクス様にお仕えする以外には存在する意味がありません！」

　必死に言うルーナエを見ていると、ジャスティンにも少し同情心が湧わいてきた。

　レクスみたいに無気力な悪魔に仕えていると、無む駄だな苦労が多そうだ。

「……ね、レクス。せっかく慕したわれてるみたいだし、遠くから来てもらったんだろうし、もうちょっと言い方くらい考えれば？」

「余計なことを言うと疲つかれる」

　いつもどおりの無気力発言に、ジャスティンはため息を吐つき、ルーナエは目をみはる。

　そんな中、ひとりエルデンだけはくつくつと楽しそうに笑った。

「あいかわらずやる気ないみたいッスねー、レクス様。いつか寝ね首くびかこうと思ってるこっちとしちゃ、もうちょっとやる気出してくださったほうが面白いんですけどねえ？」

「エルデン、貴様まだ僕の前でそんなことを言う気か！　レクス様、この無能はとっとと殺して、僕とふたりだけで魔界へ帰りましょう！」

「ああん？　ルーナエ、お前ってば俺のこと殺せる気だったりするの？　このお坊ぼつちゃんが、やれるもんならやってみろってんだ！」

　エルデンとルーナエが口げんかを始めたのも気にせず、レクスは思案げに自分の唇くちびるに触ふれて言った。

「どちらにせよ、魔法書に捕とらわれているうちは、わたしは魔界に帰るわけにはいかない。魔法書の主との契けい約やくも結べてはいないしな」

「契約!?　この小こ娘むすめとですか!?」

　レクスの言葉を聞いた途端、ルーナエがものすごい視線でジャスティンをにらむ。

　ジャスティンは戸と惑まどって瞬またたいた。

（この子、本当にレクスのことが大好きなんだ。悪魔にも忠誠心ってあるんだなあ）

　今まで、ジャスティンは悪魔というのはもっと冷血で極ごく悪あくで勝手気ままなものだと思っていた。しかし目の前にいる三人はかなり人間くさくて、ややまぬけですらある。

　ジャスティンがレクスに何か訊こうとしたとき、いきなりルーナエが立ち上がって叫んだ。

「お前のようなゴミにも塵ちりにも等しい人間の女と、レクス様ほどの方が契約するなんて、僕には耐たえられない！　お前など、この僕が忌いま々いましい魔法書ごと消し飛ばしてやる！」

　白い革手て袋ぶくろをした指をジャスティンのほうへ伸のべ、ルーナエは瞳ひとみを険しくする。

　辺りの大気がざわりと動く。

　レクスは微び動どうだにせずつぶやいた。

「エルデン、止めろ」

「はいはーい。ここは騒さわぐとこじゃねえってさ、ルーナエ坊ちゃん」

　長身のエルデンにひょいと襟えりの後ろをつかまれてしまい、ルーナエはエルデンに食ってかかる。

「何が坊ちゃんだ、ふざけるな！　僕のほうが階級は上だぞ！　放せ！」

「階級が上だろーがなんだろーが、チビには変わりねぇし？　お前の愛しいレクス様のご命令なんだからしょーがないだろうが、ばーか」

「貴様……エルデン、いつか殺す！」

「お好きにどーぞ？　そんときゃ返り討うちですよっと」

　じたばたするルーナエをつかんだまま、エルデンは崩くずれた笑みをレクスに向ける。

「しっかし、レクス様。本気でそろそろ魔界に帰りませんか？　レクス様がご面倒なら、俺たちでも魔ま法ほう書破は壊かいするくらい、どーにかなると思うんだけどなー。あんたほどの悪魔がただの人間ごときに従ってる図ってのは、俺から見ても気分悪いッスよ」

「面倒な奴やつらだ。わたしがここにいる本当の理由は、魔法書の主に惚ほれたからだ」

　レクスが言い、しばらく辺りが静まりかえった。

　四人を見物しつつ料理をしていた料理人たちも、興味しんしんでジャスティンを見つめる。

　数秒後に正気に返り、ジャスティンは派手に叫さけんだ。

「嘘うそ──っっ!?」

「正気ですか、レクス様！」

「あらまあ、そりゃまた何千年目の春？」

　部下の悪魔ふたりもそれぞれに驚おどろいている。

　ジャスティンは大いに動どう揺ようして、レクスにつめよった。

「う、うううう嘘だよね、レクス？　私、ほんっとうにあんたの顔、ダメなんだけど！」

「つれないな。とりあえずわたしがお前に惚れたということにしておけば、わたしがここでだらだらしている理由ができるだろう」

「やっぱり嘘じゃない！　あー、でも嘘でよかった……って、放しなさい！」

　不意にレクスがジャスティンの両手をとり、耽たん美びな顔を近づけてくる。

「互たがいに愛がないなら、まずは形から入ろうか」

「その顔で言うなーっ！」

　すぱん！　と今度は素す手ででレクスの頭をはたく。

　辺りの料理人からは大きな拍はく手しゆがあがったが、ひとり、料理長だけはつぶれた声で叫んだ。

「おい、お前ら！　いつまでもそこのお笑い見てないで、仕事しろ、仕事！」




　　　　[image: くぎり]




　ジャスティンたちがばか騒ぎをする間に、祝典の日の夜は更ふけた。

　招待客たちは天てん井じようの高い大食堂で立派な晩ばん餐さんをとる。

「ジャネット、急いでこの皿持っていって！」

「はーい！」

　料理人に押しつけられた皿を手に、ジャスティンは廊ろう下かを急ぐ。

　ジャスティンの服は元の白いエプロンと黒いドレスに戻もどっているが、一歩後ろにはやはりレクスが控ひかえている。

「ジャスティン、その皿は瞬しゆん時じに食しよく卓たくまで移動させてはいけないのか？」

「駄だ目め！　ひとの手で運ぶことに意味があるんだから！」

　小声で囁ささやきあうレクスとジャスティンを、さらに一歩後ろからエルデンとルーナエが追う。

　ルーナエは屈くつ辱じよくに震ふるえ、エルデンは不ふ真ま面じ目めに頭の後ろで手を組んでいた。

「耐えられない……どうしてレクス様が女の後ろを歩くなんてことに……！」

「そりゃー惚れてるからだろ？　レクス様がそう言ってんだからしょーがねーよ」

「僕は認めない！　レクス様がなんとおっしゃろうと、それだけは絶対認めないからな！」

（ああ、うるさいのがふたりも増えちゃった……）

　増えた悪魔のことは見なかったことにして、ジャスティンは大食堂へたどりついた。

「ちょうどよかった、間に合った！　ジャネット、その皿、こっちによこせよ」

　食堂から出てきた従じゆう僕ぼくが囁き、ジャスティンの持ってきた皿を取り上げる。

「あの、私が食卓に出しますけど」

「いや。あんたはお客の前に出すなって言われてるんだ」

　従僕はちらとジャスティンの顔を見て言って、すぐに大食堂へと戻っていった。

（……そりゃそうか。警けい戒かいされてるもんね、私）

　ちょっと残念な気分で、ジャスティンは扉とびらの隙すき間まから大食堂を眺ながめる。

　歴史で黒ずんだ天井にはくまなく星座の模様が描えがかれ、壁かべにはぐるりとシェルズバーン伯はく爵しやく家代々の肖しよう像ぞう画がが並ぶ。巨きよ大だいな暖だん炉ろには赤々と火が燃え、銀器やクリスタルの酒器がちらちらと輝かがやく。

　懐なつかしい光景だった。幼いころ、何度もこうして大人の晩餐会をのぞいたものだ。

（誰か、お客に父様のお知り合いはいないかな。私の味方になってくれそうなひとは？）

　目をこらしたが、揺ゆれる炎ほのおの灯りではひとの顔もよくわからない。

　着き飾かざった男女は笑いあい、ウミガメのスープを口に運んでは囁く。

　唯ゆい一いつよくわかるのは、机の端はしに座って満足げに微笑ほほえんでいるオルムステッドの顔だった。

（──昔、あそこに座っていたのは父様だった）

　考えると胸が苦しくなる。

　立ちつくすジャスティンに、背後からメイベルの鋭するどい声が飛んだ。

「ジャネット！　とっとと台所へ戻りなさいよ。まだ山ほど仕事があるんだから！」

「はーい！　今行く！」

　ジャスティンは我に返り、慌あわてて台所へ駆かけていく。

「わたしなら一いつ瞬しゆんですませられることのために行ったり来たり。一体何が楽しいのやら、さっぱりわからんな」

　レクスが言うと、すかさずルーナエが返す。

「ひとがひとを使うのは、隷れい属ぞくさせる喜びを感じるためです。そもそもひとにかしずくような女などゴミ同然！　こんな女にレクス様がお心を傾かたむけることはありません」

「うへぇ、レイゾクさせる喜び！　気持ち悪ぃの。戦ってぶちのめすほうがよくねーか？」

　顔をしかめるエルデンは無視して、レクスはつぶやいた。

「ゴミにしても、ありふれたゴミよりは面おも白しろいゴミのほうがいい」

「……!?　レクス様、まさか、本気でこの女のことっ……！」

　ルーナエが青ざめたとき、不意にジャスティンが立ち止まった。

　次々立ち止まったレクスたちを振ふり返ったジャスティンの目は、強く光っている。

　何かを思いついた目だ。

　ジャスティンは悪あく魔またちに向き直って言う。

「レクス、悪いけど、私の仕事が終わるまで、部下たちも連れて魔法書に戻っててくれる？」

「かまわんが、一体何を企たくらんでいる？」

「別に。仕事が多いから、あなたたちがいるとかえって大変なの」

　そう言ってジャスティンはちょっと肩かたをすくめた。

　これから『泥どろ棒ぼうみたいなまねをしようとしている』なんて、悪魔にだって言えない。
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　祝典の晩餐が終わり、客たちが別室でお喋しやべりに興じ始めたころ。

　ジャスティンはひとり、城の中を歩いている。

　仕事の途と切ぎれたところを見計らって、台所を抜ぬけ出したのだ。

（よく考えたら、みんながどたばたしてる今こそ、お祖母ばあさまを捜さがすいい機会じゃない）

　レクスにつきまとわれるようになってから、祖母のことを調べるのは気が引けていた。

　何せレクスは悪魔なのだ。見た目はやる気がなさそうでも、ジャスティンが弱みを見せればつけこんでくる可能性は大いにある。

（病気のお祖母さまを盾たてにとられでもしたら目もあてられない──でも、この機会を逃のがしたら、いつ捜しに出られるかはわからないもの。やってみるしかない）

　城の中で学校にも寮りようにも使われていないのは、校長室のあるこの建物だけだ。

　多分祖母もこの上にいる。

　ジャスティンは確信して、こっそりと主階段を上っていく。

（お祖母さまの部屋にするなら、三階にある赤の寝しん室しつか青の寝室だと思うんだけど……どっちかな。万が一にも、間ま違ちがってオルムステッドの寝室とかは開けたくないし）

　元々祖母の部屋だったのは、青の寝室だ。

　絨じゆう毯たんから壁かべ掛かけ、天てん蓋がいの色まで趣しゆ味みのよい青でまとめられた部屋で、祖母はいつも窓の外を眺めていた。ジャスティンは今でもよく覚えている。

　祖母はジャスティンとは違ちがい、じつに穏おだやかで物静かなひとだった。

　まなざしは夢見るようで、ジャスティンに話しかける声は歌うよう。

　膝ひざに置いた綺き麗れいな本を読んだり、繊せん細さいな植物画を描いて過ごしていたものだ。

（父様とふたりで旅に出た後も、お祖母さまや使用人たちと離はなれていることだけがずいぶん悲しかったっけ）

　少し切ない気分になって、ジャスティンは三階の廊下を見み渡わたした。

　廊下の奥、赤の寝室のほうで何か物音がした……ような気がする。

　祖母はあっちにいるのだろうか？

　ジャスティンは足音をひそめて近づいた。

　心臓がどきどきする。もうすぐ祖母に会えるかもしれない。

　病気の具合はどうだろう？　ジャスティンのことをわかってくれるだろうか？

　扉まであと数歩となったとき、急にひとつの扉が内側から開いた。

　暗い廊下に光が零こぼれ、ジャスティンは息を吞のむ。隠かくれようにも場所がない。

「──きみは」

　赤の寝室から出てきた紳しん士しは、ジャスティンを見てつぶやいた。

　聞き覚えのある声に、ジャスティンの心臓はさらに高鳴る。

（このひと、知ってる！　父様のお知り合いだ。ええと、お名前は……ドクター……そう、ドクター・ケアリー！　とっても優やさしい方だった！）

　このひとなら味方になってくれる！　確信してジャスティンは話しかけた。

「あの、ドク……」

「きみはここで何をしていたのだね？」

　ドクターは眼鏡めがねを直してジャスティンを見つめ、物静かに言う。

　その声にはどこか非難めいた響ひびきがあった。

「わかりませんか？　私、ここの……」

「おい、ジャネット！　どうしてこんなところにいる！」

　ドクターの後ろから険しい声が飛んだ。……オルムステッドだ。

　まだ客の相手をしていると思ったのに、どうしてこんなところにいるのだろう？

　ジャスティンは戸と惑まどい、ドクターを見上げた。

　しかしドクターはジャスティンから目をそらし、背後のオルムステッドを振り向く。

「あなたがメイドを呼んだわけではないのですか？　オルムステッドさん」

「違ちがいますな。あれは地下にいなければならない雑役メイドです。まったく油断も隙すきもない……祝典でひと目が少ないと思って、こそ泥どろのまねでもしたんじゃあるまいな？」

「そんな……違います！」

「ならばどうしてこんなところにいる！」

　オルムステッドに怒ど鳴なりつけられ、ジャスティンは言葉を失った。

　初めて、本当に誇ほこりが傷つけられたような気がする。

　ここはジャスティンの城なのだ。この部屋にいるのはジャスティンの祖母なのだ。

　優しかった祖母を見み舞まおうとするのは、罵ば倒とうされるようなことなのだろうか？

　しかもオルムステッドのような悪党に！

　黙だまったまま、怒いかりと衝しよう撃げきでわずかに震ふるえ、ドクターを視線で追う。

　ドクターは目を伏ふせたまま、オルムステッドに言った。

「──今日はお祝いの席です。このことは、明日発表しましょう」

「よろしくお願いします、ドクター」

　オルムステッドが会え釈しやくすると、ドクターはそのまま歩いていく。

　ジャスティンのことなど視界に入れてもいない。

　最初からジャスティンのことをただのメイドだと思っているのだ。

　使用人など人間ではないと思っている。だから、自分が昔会った伯爵家のご令れい嬢じようが、メイドの衣装を身にまとっているなどと考えもしない。

　去っていくドクターをつらい気分で見送りながら、ジャスティンは嫌いやな予感に襲おそわれてもいた。

（今の会話、どういうこと……？）

「オルムステッド、さん……今の、は……明日発表するって、何を、ですか？」

　ジャスティンの声がわずかに震えていることを知り、オルムステッドは満足げに笑う。

　そしてジャスティンの耳元に、優しく囁ささやきかけた。

「お前のお祖母さまがついさっき死んだんだ。ジャスティン・カーライル。可か哀わい想そうに……ひとりぼっちになってしまったな？」
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　足あし下もとに、なんにもなくなったような気がした。

　いくらしっかり歩こうとしても、床ゆかがふわふわしているみたいで落ち着かない。

　何度も狭せまい階段ですべりかけながら、ジャスティンはどうにか屋根裏部屋に戻もどってくる。

　冷えきった屋根裏部屋には、寝しん台だいと粗そ末まつな衣装箱と、怪あやしい人形以外には何もない。

　暗くて湿しめっていて、床は歩くとぎしぎしいう。

　──寂さびしい。

（……不思議。今やっと、ここを寂しい場所だと思った）

　ジャスティンはぼんやりと考える。

　せめて火でも燃えていたなら、炎ほのおのゆらめきを眺ながめながら色々と考えることができただろう。しかしここには何もない。

（お祖母さまがいなくなったら、もうあのオルムステッド以外、ここに『ジャスティン』を知っているひとはいないんだ）

　そう考えると体中から力が抜けていく。

　立っているのもつらくなり、ジャスティンは服も脱ぬがずに自分の寝台へ転がった。

　メイベルの寝台はまだ空っぽだ。

　下へ行けばまだ仕事があるかもしれない。

　だけど今はまともに仕事をする自信もなかった。

　ただ眠ねむりたい。きっと眠ることなんてできないけれど、それでも眠りたい。

　ジャスティンは震えて自分の身体からだを抱だく。

（こんなに狭い部屋なのに、砂さ漠ばくよりも大きく思える。ひとりだから、かな）

　父とふたりで旅した間には、おそろしく高い山脈を渡わたり、砂漠を越こえたこともあった。どこまでも続く星降る夜空を見て、世界の広さに身み震ぶるいしたこともある。

　でも、そんなときにはジャスティンは父に身を寄せることができた。

　父はいつも優しい手でジャスティンの肩かたを抱いてくれた。

　あの温かみはここにはない。

　父は魔ま法ほう書を送りつけてきて以来、まったくの音信不通だ。連れん絡らくのつけようもないし、いつ帰ってくるかもわからない。

　ひょっとしたら、もう帰ってこないのかもしれなかった。

　なんだか今はそんな気がする。

　ジャスティンは闇やみに囁く。

「父様──私、ひとりになっちゃった」

　寂しい声が闇に消える直前、ふっとそこに赤い光が灯った。

　次に白々とした美しい顔が見える。

「ジャスティン。忘れるな。お前には、わたしがいる」

　耳に心ここ地ちよい声が、ごく近くでつぶやいた。

　いつのまにやら、レクスが寝台の傍かたわらに立っていた。

　長いまつげを伏せて見下ろしてくるレクスを、ジャスティンはのろのろと見上げた。

「あんたは、ひとじゃない。ただの、私の魂たましいを狙ねらっている悪あく魔まよ」

　ジャスティンのかすれた声に、レクスは穏やかに答える。

「そのとおり。わたしは悪魔だ。──だからお前の願いをすべて叶かなえることができる」

　レクスの声は不思議な力でもってジャスティンの心を震わせた。

　いつもは綺麗なだけで無気力な声なのに、今は静かに力強く響く。

　普ふ通つうなら気持ち悪いとしか思えない彼の姿さえ、すばらしく目に心地よい。

　──何かが間ま違ちがっている。何かがおかしい。

「おいで」

　レクスは優しく言って、ジャスティンに手を伸のべた。

　天才が彫ちよう刻こくしたかのような繊せん細さいな指。

　触ふれてみたい、そんな気持ちが先に立ち、ジャスティンはゆっくりと身体を起こしてレクスの手をとった。

　途と端たんに部屋は明るくなる。

「……何？」

　はっとして振ふり返ると、ジャスティンの周囲には、もう粗末な屋根裏部屋はなかった。

　そこはまるで王宮の舞ぶ踏とう室のようなきらびやかな部屋だ。

　壁かべはすべてが鏡、天てん井じようからはすばらしいシャンデリアが下がっている。

　着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じよがジャスティンたちを見つめ、歓かん喜きに顔を輝かがやかせている。

「おかえりなさいませ、お嬢じよう様さま！」

　口をそろえて人々が叫さけぶ。

「皆みながお前の帰き還かんを祝っている。応こたえてやれ、ジャスティン」

「応えてって言われても、何がどうなってるんだか……！」

　見れば、ジャスティンの格好はおそろしく手のこんだバラ色のドレスに変わっている。見上げると、レクスも上等な舞踏服をまとっていた。

　レクスはジャスティンの手をとり、完かん璧ぺきな作法で彼女を舞踏場に連れ出す。

　美しいひとの波が割れ、うっとりした表情で人々が頭を下げる。

「陛下……陛下、どうぞわたしに祝福を」

「ジャスティン様、こちらにご視線を……」

　人々の囁きに戸と惑まどい、ジャスティンがレクスに問う。

「なんなの、このひとたち！　これってあんたの見せてる幻まぼろし？」

「幻ではない。これはお前が手に入れるべき未来だ」

　淡たん々たんと言い、レクスは高らかに指を鳴らす。

　すると、舞踏室がいきなり縦にぐん、と広くなる。

　広がった場所には延々とトルソーが並び、美しいドレスが山ほど着せかけられていた。

「お前はすべてを手に入れる。望めば望むだけ手に入る。この世界にはお前が思うよりもたくさんのものが溢あふれ、お前の中にはお前が思うよりも多くの欲望が溢れているのだから」

　レクスはジャスティンを導き、延々と続くドレスの間を歩き出す。

　ジャスティンはぽかんとして並ぶドレスを眺めた。

　どれも女王陛下が着るようなすばらしい仕立てで、金はすべて本物の金糸だし、ものによっては無数のダイヤモンドが表面に縫ぬいつけられて光っている！

「おかしいでしょ、この量は！　私はひとりなんだから、一生かかったって着られない！」

「ならばこちらはどうだ？」

　レクスはドレスの間をすりぬけ、壁に出現した扉とびらを抜ぬける。

　扉の先はきらびやかな小部屋だ。

　壁かべ紙がみはバラ色の絹に金で花の柄がらが織りこまれている。

　床には無数の小箱がつまれ、中には玩具おもちやのように大きな宝石がつまっていた。愛らしい円えん卓たくにはクリスタルの香こう水すい瓶びんがずらりと並び、愛らしい蝋ろう燭そく立てで蜜みつ蝋ろう燭そくが燃えている。

「お前にはこれが似合う」

　レクスは無造作に大きなエメラルドとダイヤモンドで作った首くび飾かざりをつかみ、ジャスティンの白い首につけてやる。

「こんなの、石が大きすぎてなんだか変だって！　重くてきっと肩が凝こるし……」

「お前にはどんな痛みも感じさせはしない。わたしが傍らにいるかぎり」

　レクスは言い、ジャスティンの耳に耳みみ飾かざりをつけながら彼女の肩にそっと触れた。

　途端に肩から体中にじんわりと冷えた震ふるえが走り、すっと身体が楽になる。

（すごい……まるで一晩ゆっくり寝ねたときみたい）

　すべての疲つかれが吹ふき飛んでしまい、どこか夢見るような気分にすらなってきた。

　そんなジャスティンの腰こしを抱いて、レクスは次の扉を開けた。

　小部屋の先は、バラが満開の中庭だ。

　緑の庭は広く、石の東あずま屋やには暖かなお茶と美味おいしそうな菓か子しが山盛りに用意されている。

「ジャスティン様！　お待ちしていましたわ」

「陛下、お嬢様、どうぞこちらへ！」

　品のいい侍じ女じよがふたり、微笑ほほえみながらジャスティンたちを呼んでいる。

　東屋へ歩み寄ろうとするレクスを、ジャスティンはどうにか引き留めた。

「待って！　待って、レクス。私が欲しいのは、こういうものじゃなくて……」

　こういうものじゃなくて、なんなのだろう？

　その先を言うことができなくて、ジャスティンはどうにか呼吸を整える。

　なんだか頭がぼうっとしていた。

　危ない──ような気がする。でも、どうだろう？

　今のレクスはとても優やさしいし、頼たよりがいがある。話を聞いて、導いてくれる。

　──彼にすべてを任せてしまえばいいのじゃないだろうか。

（私、おかしい。変なこと、考えてる……）

　混乱気味のジャスティンを見下ろし、レクスは小さくうなずいた。

「わかった。お前の本当に欲しいものは、あそこにある」

　レクスが指さしたのは、中庭にある巨きよ大だいな温室だ。

　ふたりして中へ入ってみれば、その大きさに圧あつ倒とうされる。

「──何これ……ガラスの宮きゆう殿でん？」

　ジャスティンは思わずつぶやく。

　なるほど、温室の内部はまるで宮殿のように天井が高くてきらびやかだ。

　背の高い熱帯の植物が茂しげってむっとするような緑の匂においをさせているかと思うと、緑のあちこちには真しん紅くや黄色の花が咲さき、その合間に古い彫ちよう像ぞうや、壁へき画がが描えがかれた古代遺い跡せきの壁や、石せき碑ひがたたずむ。

「……！　すごい、これ、三カ国語で碑文が書かれた有名な石だ！」

　ジャスティンは緑に埋うもれた石碑に駆かけ寄り、まじまじと刻まれた文字を見つめた。

　辺りを見み渡わたすと、他ほかにもとんでもなく有名な歴史的遺物が山ほど並んでいる。

（すごい、すごい……！　見たかったものが全部ここにある！）

　山ほどのドレスなんかよりもよほど興奮して、ジャスティンは自分の胸に手をあてた。

　落ち着こう、落ち着かないと色々なものを見み逃のがしてしまいそう。

　ほおを紅潮させるジャスティンに、レクスは言う。

「ゆっくり見るといい。これはすべてお前のものだから」

「え？　本当？　本当に、この、世界の宝が私のものになるの？」

　ジャスティンははやる気持ちをどうにか抑おさえ、それでも小走りで温室の小道を行く。

　やがて緑が途と切ぎれると、噴ふん水すいのある広場に出た。

　広場では大勢の紳しん士したちが談笑している。

　彼らはジャスティンがやってきたのを見ると、尊敬の視線をジャスティンに向けた。

　初老の紳士がひとり、ジャスティンに歩み寄り、深い声を張り上げる。

「ジャスティン・カーライル嬢じよう。偉い大だいなる女性冒ぼう険けん家にして、我が国の博物学に多大なる貢こう献けんをしたあなたを、我々王立科学協会は、名めい誉よ会員としてお迎むかえいたします！」

「異議なし！」

　高らかな宣言に、男たちが声をあわせる。

　よく見ると、彼らの中には有名な冒険家や科学者、大貴族がたくさんまじっているのだった。

　誰もがジャスティンを見つめてうなずき、大きな拍はく手しゆをする。

　拍手の音が温室中に響ひびき渡わたり、ジャスティンは酔よったように立っていた。

　偉大なる女性冒険家！

　世界の神秘を我が手にして、女王陛下に認められ、科学者たちのサロンに出入りする。

（本当に、夢みたい……！）

　茫ぼう然ぜんと突つっ立つジャスティンに、レクスは言う。

「ジャスティン、お前はどこにでも行ける。どこへ行ってもわたしが一いつ緒しよだ。わたしはお前をけしてひとりにはしない。わたしにはお前たちのような寿じゆ命みようすらなく、人間界の何者にも傷つけられないだけの力を持っているのだから」

　ジャスティンはレクスを見上げた。

　レクスはそっとジャスティンのほおに触れた。

　優しい指がジャスティンの輪りん郭かくをたどっていく。その感かん触しよくが柔やわらかな快感を生む。

「わたしはすべてをお前に与あたえ──永久にお前を愛す」

　言葉はなめらかにジャスティンの耳へ滑すべりこむ。

　快感がふくらみ、何も考えられなくなりそうだ。

　ジャスティンはどうにか囁ささやく。

「レクス」

　レクスはジャスティンの言葉を封ふうじるように、指で軽く唇くちびるに触ふれた。

　赤い瞳ひとみが細められ、言葉は祈いのるように真しん摯しに響く。

「お前もわたしに愛を誓ちかってくれ。わたしの永遠の闇やみに光を灯ともすために」

　ジャスティンはゆっくり歯を食いしばった。

　全身に力をこめた。自分がここにいることを確かめた。

　そして、一歩後ろへ退く。

「──ジャスティン？」

　レクスが呼ぶ。ジャスティンは深呼吸し、少し悲しげな顔で言った。

「レクス、そうじゃない」

「何が？」

「私、こんなもの欲しくない」

　小さな、しかしきっぱりとした声だった。

　ジャスティンが言い切ったと思うと、辺りの拍手の音は止やんだ。

　世界は灰色になり、夢のような温室は書き割りのように静止する。

　レクスは無言で立っていた。

　彼は怒おこったのだろうか？　わずかな恐きよう怖ふを感じつつも、ジャスティンは続ける。

「色々見せてもらって、なんだかわかってきた。私が欲しいものって、もっとくだらないものみたい。……とっても、とってもくだらないもの」

　確かに、ジャスティンは変わったものが好きだ。

　冒険家になれたらいいとも思う。

　でも、誰かに与えられた栄光なんていらない。形だけの盲もう目もくの愛もいらない。

　レクスの見せてくれたすばらしいものを見るたび、レクスの虚うつろな愛の言葉を聞くたび、快感の裏で虚むなしさがふくらんでいくのがわかった。

　こんなものでは満ち足りない。

　今のジャスティンが本当に欲しいもの、それは、

「──大好きな家族と食べる、どんなに粗そ末まつでも温かい食事。私は、それだけでいいや」

　ジャスティンが心からそう言ったとき、幻げん影えいの温室は音もなく千々に割れ、崩くずれ去った。

　後に残ったのは、元通りの屋根裏部屋にたたずむジャスティンとレクスだけ。

　ジャスティンは気が抜けたのか、ふっと目を閉じて崩れ落ちる。

　レクスはジャスティンを抱だきとめ、粗末な寝しん台だいへと横たえてやった。

　眠ねむるジャスティンの顔には、ひとすじの涙なみだの跡あとがある。

　それでも、どこか誇ほこらしい寝ね顔がおだった。

　レクスは無表情にジャスティンを見下ろし、ひとりつぶやく。

「家族と温かい食事、か。月並みなことだ。──それは、そんなにいいものか？」
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　翌朝、ジャスティンは少しだけすっきりした気分で目覚めた。

（……どんなにひどい状じよう況きようでも、朝っていいな）

　目をこすって寝台の上に起きあがる。

　服を着たまま寝ねてしまったから、午後用の黒いドレスとエプロンがしわだらけだ。

　屋根裏はまだ暗く、隣となりの寝台ではメイベルが寝息を立てている。

（まだかなり早いんだ。でも、もう起きちゃおう。私の新しい日を始めよう）

　ジャスティンはメイベルを起こさないように気をつけて、暗くら闇やみの中で手て探さぐりしながら着き替がえた。階段を踏ふみしめ、ゆっくりと台所へと向かう。

　もう足あし下もとはふわふわしていない。

　心は寂さびしいままだが、少しだけ力が戻もどってきている。

『どうにもならない状況になったら、とりあえず眠りなさい。次の朝には、すべてが少しだけよくなっているから』

　いつだったか、父が言っていた言葉を思い出す。

（本当にそうだ。──いなくなったひとは戻ってこないけど、それでも、朝はくるんだから）

　ジャスティンは唇を噛かみ、台所の扉とびらに手をかける。

　すると、やけにいい匂いがしてくるのに気づいた。

「……？　昨日の残り物でもあるのかな」

　つぶやいて扉を開けた途と端たん、そこにはものすごく妙みような光景が広がっていた。

　長い調理台には、山ほどの汚よごれた皿が放置されている。

　調理台の前に立っているのは完かん璧ぺきな麗れい姿しを持つレクスで、それぞれにタイプの違ちがう美形の部下ふたりがその傍そばで椅い子すに腰こしかけていた。

　レクスは赤い瞳を伏ふせて言う。

「さあ、ルーナエ、口を開けろ」

「……レクス様……お願いですから、もうそれだけは……あぐ……！」

　憔しよう悴すいしたルーナエの口に、レクスは卵焼きを載のせたスプーンをつっこむ。

　そしてごく真ま面じ目めに訊きいた。

「うまいか？」

「…………やや塩しお辛からいように思います…………」

「それはお前が泣いているからだろう。一体どうした、さっきから」

「なんと申しましょうか、悲しいやら切ないやら屈くつ辱じよくやらコショウの入れすぎやらで涙が止まりません……！」

　ルーナエは卵焼きを食べつつもほろほろと涙をこぼしている。

　隣でぐったりと調理台に頭を預けていたエルデンも、今回ばかりはルーナエに味方した。

「そうそいつをいじめてやるもんじゃねーッスよ、レクス様。誰だれだって自分の慕したう最強悪あく魔まが手ずから卵焼きだしたら悲しくなりますって！」

「ならばお前が食え。食わねば殺す」

「あははははは、淡たん々たんと言ってるのに目が本気っぽーい。こんなことで殺されたらある意味すげぇなあ！　ああもう、食えばいいんでしょ、食えば」

　エルデンはぱく、と差し出されたスプーンに食いつく。

　むにむにと卵焼きを咀そ嚼しやくしてあっさり言った。

「ちょっと生っぽすぎる上にしょっぱいッス。控ひかえめに言ってかなりまずいかなー？」

「ふむ。色々と奥が深いな」

「いやいや、レクス様が不器用なだけ……へぶ！」

　エルデンが笑いながら言おうとすると、その顔に卵焼きの皿が命中した。

　ルーナエが投げつけたのだ。ルーナエは血相を変えて叫さけぶ。

「エルデン！　レクス様を侮ぶ辱じよくするようなことは、この僕が許さない！」

「ルーナエ、てめぇ！　よくもやりやがったな、このガキが！　消し炭にしてやるぜ！」

　エルデンが椅子を蹴けり倒たおして立ち上がる。

　ここでやっと、今まで唖あ然ぜんとしていたジャスティンが台所へと踏みこんだ。

「ちょっと、何やってるの！　あんたたち！」

「ジャスティンか。見てのとおり、料理だ」

　ひとり平然としているレクスが、片手に卵焼きの皿を持ったまま振ふり返る。

　ジャスティンは調理用具が散乱した台所を見み渡わたしながら歩み寄る。

「見てのとおりって言われても、この惨さん状じよう……いつから始めたわけ？」

「とりあえず三百回ほど練習してみたが、なかなか難しいぞ」

　レクスは言い、巨きよ大だいな籠かごにいっぱいになった卵の殻からを指す。

　ジャスティンはひきつって叫んだ。

「三百回!?　どこからその卵持ってきたのよ！　大体なんだって突とつ然ぜん料理なの？」

「卵は世界各地から適当に徴ちよう収しゆうした。お前が家族と温かい食事を本気で望んでいるというから、そんなにいいものなのかと思ってな。ためしに魔ま法ほうを使わずに料理をしてみた」

「え？」

　意外な返事に、ジャスティンは卵の殻とレクスを順番に眺ながめた。

　レクスはいつもの調子で完璧に美しいが、手やら顔やらが卵まみれだ。

　汚れた指でエルデンとルーナエを指さし、レクスは言う。

「悪魔の血族にはお前たちのような絆きずなはないし、共に暮らすこともない。比ひ較かく的てき家族らしいものといえば、臣下のこいつらくらいなものなのでつきあわせたのだ」

　気高い子こ猫ねこのように毛を逆立てているルーナエと、だるそうなエルデン。

　ジャスティンはふたりを眺め、もう一度レクスを見る。

　……なんだか、妙に温かい気分になってしまった。

「──そっか。で、どうだった？　作ってみて」

「うまくできない」

　即そく答とうされて、ジャスティンは思わず小さく笑う。

（本当に、本気で料理、下へ手たなんだ）

　下手なのに三百回もやるあたりがすごい。

　それにつきあっているルーナエとエルデンもすごい。

　それより何より、悪魔が大まじめに料理を始めたのがすごい！

　ジャスティンは妙に嬉うれしくなって、レクスの服の袖そでをつまんだ。

　美形すぎる顔はなるべく見ないようにして、彼をレンジのほうへ導いてやる。

「じゃ、一いつ緒しよに練習しよう。私もずっと旅行ばっかりだったから、料理はかなり個性的なんだ。あ、でも、卵を盗ぬすむのは今回だけにしてね。最近は料理長さんともちょっと仲良くなったから、古いのとかを回してもらうから。今日はこの卵と──腸ちよう詰づめとトマトを焼いて、この国流の朝ご飯にしたらいいと思う。……私も、一緒に食べてもいい？」

「もちろんだ」

　レクスの返事が少し嬉しそうに思えるのは、ただの気のせいだろうか？

（そんなことない。きっと悪魔にも心があって、温かい家族とか、ご飯に憧あこがれたりするんだ）

　だったら人間と同じじゃないか。

　人間だって、ときに充じゆう分ぶんに邪じや悪あくなのだから。

　罰ばち当あたりなことを考えながら、ジャスティンはレクスを手伝ってやって調理を始める。

　後ろではルーナエが声をひっくり返して叫んでいた。

「なっ！　どうしてこの僕がお前なんかと食しよく卓たくを囲まねばならないんだ!?」

「諦あきらめろ、諦めろ。もうそういう問題は飛び越こえちまってるぜ、この状況は」

　そして数十分後。

　悪魔三人とジャスティンは、調理台を食卓がわりに朝食の席についていた。

　ジャスティンが卵を口に運ぶと、レクスがじっと見つめて問う。

「どうだ？」

　ジャスティンは首を傾かしげて、にっこりと笑った。

「おいしい」

「そうか」

　レクスは短く答え、自分も神しん妙みような顔つきで卵を食べ続ける。

　正直なところ、ジャスティンから見ると今回レクスの焼いた卵はやや焼きすぎだった。

　けれど口に入れた途端、なんだかほおがゆるんで『おいしい』としか言えないような、とてもしあわせな気分になる卵だったのだ。

（一いつ生しよう懸けん命めい焼いてくれたからかな。それとも、レクスのことが大好きっぽい部下のふたりと一緒だから？）

　祖母を失ってできた心の洞うろが、ほんの少しだけ埋うまったような気さえする。

　ジャスティンは自然にレクスに話しかけていた。

「ね、料理が楽しかったんなら、また練習する？　夜中ならつきあえるよ」

「本当か？」

　レクスは手を止め、ジャスティンを見つめる。

　赤い瞳ひとみに少しだけ光が増した気がして、ジャスティンは熱心にうなずいた。
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「うん。けっこう面おも白しろかったんでしょ？　料理。もっと色々やってみればいいよ。全国各地に色んな調理法があるし、東方じゃ、机と椅子も四つ足の動物と見なして食べるんだって。密林の中では虫が大事な栄養源だったりもするし」

「なるほど、そのあたりをいちいち練習していると、かなり時間がつぶれるな」

「そう、きっとひきこもってるより楽しいと思う」

「──かもしれん」

　考えこむレクスに、部下ふたりは慌あわてふためく。

「ちょ、ちょっと、その机と椅子とか虫とかも俺たちが試食するんスか……!?」

「レクス様、お願いですから、こんなみっともないまねはやめて魔ま界かいへ帰ってください！」

「遠えん慮りよするな、どうせ何を食ってもお前らは死なないだろう」

　騒さわぐ部下と淡々としたレクスを見やり、ジャスティンはふと、しあわせに微笑ほほえむ。

　レクスの顔はあいかわらず苦手だ。

　でも、外見は外見だし、過去は過去。それ以上でも以下でもない。

　ジャスティンは少しだけ、レクスの中身のことを知りたいと思った。

（これだけ部下に好かれてるんだもん。きっと、色々といいところがあるんだろうな）

『悪魔』のことではなくて、『レクス』のことをもっと知りたい。

　──そんな気持ちが生まれたのは、気まぐれでも偶ぐう然ぜんでもない。

　きっとこの日の朝食が、ジャスティンにとって本当に『温かな食事』だったからなのだ。
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　遠く、教会の鐘かねが鳴る。

　オルムステッドはシェルズバーン伯爵家代々の墓地にいた。

　目の前には、掘ほり返された土も真新しい墓がある。

　嘆なげく天使の墓石に刻まれたのは、ジャスティンの祖母の名だった。

　ちょうど彼女の葬そう式しきが終わったところなのだ。

（思ったよりも早かったな。あとは邪じや魔まなのはジャスティンだけか）

　花はな咲さく森の中、墓石にはちらちらと木こ漏もれ日が落ちている。

　黒こく衣いの参列者は、ひとり、またひとりと森を抜ぬけて城のほうへと帰っていく。

　辺りにジャスティンの姿はない。

　最下級のメイドである彼女は、葬そう儀ぎに出ることを許されなかったのだ。

（今いま頃ごろひとりで泣いているのか？　それともふてぶてしく、あのよくわからん男どもと遊んでいるのか？　あの子にはひどく妙みような、扱あつかいづらいところがある。気に食わん）

　オルムステッドは忌いま々いましく思う。

　いくらこき使ってもジャスティンはくじけないし、最近謎なぞの男たちが彼女につきまとい始めた。

　正体を確かめようとしてもうまくいかず、追いかけても消えてしまう謎の青年たち。幻まぼろしのように現れ、闇やみに消える彼らが現実のものなのかどうか、オルムステッドには自信がない。

（あれにかかわっていると気が狂くるいそうになる。どうにかしなければならん。そもそも、ジャスティンはおとなしく飼い殺されているようなガキではない）

　祖母が死ねば、伯爵家直系の生き残りはジャスティンだけだ。

　彼女さえいなくなれば、オルムステッドは安心して名めい誉よある校長の職に居座り、伯はく爵しやくの膨ぼう大だいな遺産を手にできる。館やかたに隠かくされた隠し財産だって、長い時間をかければ見つかるだろう。

　ジャスティンによれば当の伯爵はまだ生きているという話だが、オルムステッドは伯爵は帰き還かんしないだろうとふんでいる。

　ジャスティンは知らないことだが、伯爵はジャスティンを連れて旅に出る前、財産管理を頼たのむためにオルムステッドの事務所を訪ねてきたのだ。

　そして妙なことを言った。

『ねえ、クインシー。わたしは自分にも神にも正直に生きてきたつもりだが、どうやら愛いとしい我が家を出て行かねばならないかもしれないんだ』

　一体どういうことだ？

　問うたオルムステッドに、伯爵は少し寂さびしそうに笑いかけた。

『わたしはもう、ここには帰ってこないかもしれないよ』

　その善良で儚はかなげな言いように内心で猛もう烈れつな嫉しつ妬と心を燃やしながらも、オルムステッドは平静を装って伯爵を元気づけたものだ。

（あの男は基本的に嘘うそを吐つけない。おそらく、奴やつはあのとき何かから逃にげていたのだ。そして、娘むすめはここへ帰したが、自分はまだ逃げ続けている──）

　いい気味だと思う。

　いかにも上品で穏おだやかで無欲で、貴族の見本のような男。

　誰だれもが彼を好き、誰もが讃たたえた。

　全ぜん寮りよう制せい男子校でふたりが監かん督とく生になったときも、彼ばかりが慕したわれ、オルムステッドは陰かげ口ぐちをたたかれた。勉強も運動もオルムステッドのほうがよくできた、それなのに人望があるのは伯爵のほうだった。

　──何より我が慢まんできなかったのは、それでも伯爵がオルムステッドを親友だと信じ続けたことだ。

（わたしのような人間を、どうしてあそこまで無条件に信じた？　お前は完かん璧ぺきで、お前はすばらしくて、なのにどうしてわたしのような下げ劣れつな人間を信じたんだ！）

　いらいらと歯ぎしりをし、オルムステッドは墓石をにらんでいる。

　オルムステッドは伯爵に与あたえられた信しん頼らいに耐たえきれなかったのだ。

　その信頼に応えるよりも、それをずたずたに切り裂さくほうを選んだ。

　一度選んだら止まらない。

　すべてを切り裂くまで、どうにも心が飢うえてしかたない。

　本当はすべてを切り裂いても満足などないのかもしれない。この飢えは永遠かもしれない。

　そんなことを考えれば闇に落ちてしまいそうな気がする。

　だから考える前に動くのだ。

（……やはり、娘を殺すか）

　ここは郊こう外がいの城、ジャスティンは身寄りのない──ということになっているただの少女だ。

　できる。きっとできる。殺せばすべてがうまくいく。

　自分に言い聞かせると、腹の底にどろりとした黒いものが溜たまっていく気がする。

　オルムステッドが悪意で重くなった我が身を抱だいてたたずんでいると、不意に森の奥から拙つたない音楽が聞こえてきた。

（──なんだ？　どこかで祭りか？）

　オルムステッドは音のほうを見やった。

　巨きよ木ぼくが鬱うつそうと生い茂しげる中、しだれた枝の下にひとりの男が立っている。

　音楽を鳴らしているのは、彼の傍かたわらにある移動オルガンのようだった。

　手回し式のオルガンはひとりでに懐なつかしい音楽を奏でている。

　傍らにたたずんだ男は、オルムステッドのほうを見た──らしい。

　らしい、というのは青いレンズをはめた丸眼鏡めがねのせいで、男の視線の向く先がさだかでなかったからだ。

「ようこそ。よく来たね」

　不思議にねっとりとした、穏やかな声で男が言う。

　オルムステッドは眉まゆ根ねを寄せた。

　あれは誰だ？　知らない人間だ。

　……多分、そうだ。

　しかし不思議な引力を感じる。オルムステッドはいつの間にか、男の目の前に立っていた。

　男はゆっくりと唇くちびるを歪ゆがめて微笑む。

　三十前後の、骨張って瘦やせた長身の男だ。仰ぎよう々ぎようしいフロックコートに縞しまのトラウザーズ、トップハットに蝶ちようネクタイ。まっすぐな金色の髪かみが背中の半分までたれている。

「お前は……」

「運命を知りたいのだね？　あの忌々しい女の」

　オルムステッドの言葉を遮さえぎって言い、男は手て袋ぶくろをした手をひとふりした。

　すると彼の手にはひと組のカードが現れる。

　カードは自在に彼の手を行き来し、なめらかに裏を見せてオルムステッドの前に開かれる。

「一枚ひきたまえ」

　オルムステッドはぼんやりとカードを見下ろし、ああ、この男は奇き術じゆつ師だったのか、と納なつ得とくする。

　なぜ奇術師が森の中にいるのか、どうしてオルムステッドのことを知っているのか。

　そんなことは頭の中から抜け落ちていた。

「──これだね」

　オルムステッドがひいたカードを、奇術師がひっくり返す。

　カードに描えがかれていたのは血まみれの死神だ。

　足あし下もとにはプラチナ・ブロンドの少女が倒たおれ伏ふしている。

　カードを顔の隣となりでひらつかせ、奇術師は落ち着いた声こわ音ねで言う。

「カードは死神。すなわち、お前の憎にくいあの女は死ぬ。なぜだかわかるかな？」

「わたしが殺す、から」

　ほとんど何も考えることなく、オルムステッドは口にしていた。

　奇術師はじわりと笑えみを深くする。色眼鏡の後ろで痙けい攣れんする目が細められる。

「いいや、違ちがう。わたしがお前を手伝ってやるからだよ」

「……本当か？」

　不意に救いの手を差し伸のべられたような気になって、オルムステッドは勢いこんだ。

　奇術師は死神のカードを握にぎりしめ、宙へ放った。

　カードは白い鳩はとになって飛んでいく。

　ぽかんと見送るオルムステッドの耳元に、奇術師は囁ささやいた。

「本当だとも。わたしはお前の味方だよ。お前のことならなんでも知っている。お前の苦しみも、お前の愛も、知り尽つくしたうえでお前に同情している。あの女さえいなければよかったのだ。あの女がお前の敵、お前の敵はわたしの敵だ。──そうだろう？」

　奇術師の声は段々と落ち着きをなくし、高くなったり低くなったりし始める。

　しかしオルムステッドには気にならない。

　心が明るくなっていく。苦しみが取り除かれていく。

「ああ……そうだ。そのとおりだ……！　ありがとう、ありがとう……！」

　オルムステッドは奇術師の手を両手で握りしめ、必死に礼を言う。

　奇術師は顔に笑みをはりつけたまま、オルムステッドの手を解き、懐ふところから新しく一枚のカードを取り出した。

　カードは奇術師のひとふりで一枚の羊皮紙に変わる。

　奇術師は羊皮紙をオルムステッドにつきつけ、長い指で文面をなぞった。

　オルムステッドの視線が虚うつろに動く。

　──これは契けい約やく書だ。

　何が書いてあるかはよくわからない。

　オルガンの音が延々と続いている。

　ああ、不思議だ。

　こんな日が高い時間なのに、どうしてここは急に暗くなったのだろう？

　生なま臭ぐさい闇やみの中、奇術師の甘い声がする。

「では契約書にサインしたまえ、クインシー・オルムステッド。わたしの名はキュリオス。覚えておくがいい、わたしの人形よ」
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「ジャネット。こっちへ来なさい」

　急に家政婦に呼ばれ、ジャスティンは大きなやかんから顔をあげた。

「はい……ええと、まだこのやかん、洗い終わってないんですけど」

「かまいませんから、いらっしゃい」

「はい？」

　首をひねりながらジャスティンが家政婦についていくと、家政婦部屋には美しい衣装がまるまる一式用意してあった。

「……これは一体なんでしょう？」

　腑ふに落ちません、と顔にでかでか書いて、ジャスティンは家政婦を見やる。

　家政婦も複雑な顔で答えた。

「あなたはこれから、これを着てエルズバラまでお使いに行ってもらいます。ひとりで着るのは無理でしょうから、メイベルに手伝わせてかまいません」

「え？　あの、ちょっとそれ、オルムステッドさんにすごく怒おこられると思うんですけど……」

「これは学校長のご指示です」

「そう、なんですか」

（一体どういう風の吹ふき回しだろう。私のこと、まともな格好で首都なんかに出したら、誰だれか味方になってくれそうなひとを探しちゃうのに）

　おかしな話だとは思うが、うろうろしているうちに家政婦の気が変わってはたまらない。

　ジャスティンは衣装を抱かかえて屋根裏部屋へ戻もどり、メイベルの助けを借りて身につけた。

「こうしてちゃんとした格好すると、ほんっとにお嬢じよう様みたいよねえ、あんた」

　ため息まじりにメイベルが言う。

　ジャスティンがまとったのは灰色に緑色のストライプのドレスと帽ぼう子しで、あちこちに黄色いリボンがあしらわれている。

　下ろしっぱなしにした波打つ髪が少女らしくも、天使めいて美しかった。

　ジャスティンは息苦しそうに胸を押さえて言う。

「コルセット締しめすぎで死にそうだけどね。これで蹴けりとか繰くり出せるのかな……」

「やめときなさい。……あんたの事情は知らないけど、ま、せいぜいうまくやりなさいよ」

　メイベルはひらひらと手を振ふって屋根裏から下りていく。

　ジャスティンも手を振りかえしながらつぶやいた。

「事情は、こっちもわからないことだらけなんだよね……。とりあえず、レクス、エルデン、ルーナエ。三人はここに残ってね」

「なぜだ？」

　レクスの声に振り向くと、屋根裏部屋にはさっきまで影かげも形もなかった三人の悪魔がたたずんでいる。

　レクスはいつもの黒こく衣い、エルデンとルーナエは最近軍装めいた格好に変わった。

　エルデンは灰色の軍服に赤地に金の腕わん章しよう、ルーナエは濃のう紺こんの軍服に黒地に銀の腕章。

　このものものしい格好には最初はジャスティンもぎょっとしたが、こっちのほうが彼らの普ふ段だん着ぎだというから仕方がない。近ちか頃ごろはすっかり馴なれてしまった。

　ジャスティンは厳しい表情で言う。

「この城の中だけだからこそ、あんたたちが不自然に出たり消えたりしててもどうにか見過ごしてもらえるの。首都なんか行ったら山ほどひとがいるんだから、大おお騒さわぎになるに決まってるでしょ！　あんたたちはとにかく留守番。いい？」

「ちっ、あいかわらずお前はレクス様に向かって偉えらそうに！」

　ルーナエは吐はき捨てるが、レクスはあっさり言う。

「別に私はここで寝ねていてもかまわんぞ。ただし、魔ま法ほう書は持っていけ」

　ジャスティンは少し迷ったが、うなずいて枕まくらの下を探さぐった。

　大きな魔法書を両手に抱え、ため息を吐つく。

「……わかった。どうせ持っていかなくても、後をついてこられるんだもんね……」

「そういうことだ。そろそろ馴れてきたな」

「悪魔とのほのぼのした生活なんかに馴れちゃダメのような気もするけど。じゃ、とにかくおとなしくしててよ！」

「はいはーい、いってらっしゃーい。お土産みやげに美人のお友達でも連れて来てねん」

　エルデンが適当に手を振る。

　ジャスティンが小走りに階段を下りていくと、エルデンは腕うでを組んでしみじみ言う。

「やーっぱ可愛かわいいよなぁ。死なない程度にかじってみちゃ駄だ目めッスかね？」

「惚ほれたのか？」

「そりゃあもう、全世界の可愛い女の子ちゃんは俺の恋こい人びとだしー？　中でもジャスティンはきらきらの魂たましいがうまそうでうまそうで。姿見るたびに俺の可か憐れんな心臓がどっきどきッスよ！」

　けらけら笑って言ったエルデンは、急に寒気を感じてひきつった。

　レクスを見ると、彼は美しい横顔をさらして黙だまっている。

　ただ黙っているだけだが、周囲の闇がものすごく濃こく、冷たかった。

「……い、今、もんのすごい殺気が！　何百年ぶり？　っつーかほんとに惚れてんですか!?」

「何にだ？」

　静かに訊きかれ、エルデンは直立不動になる。

「い、いいえ……なんでもありませんっ！」

　屋根裏で三人が騒さわいでいる間に、ジャスティンは馬車で首都へ向かう。

　そして館やかたのどこかで、オルムステッドはひどく生なま臭ぐさいバケツを手に、ジャスティンが出て行くのをもうろうと見送っていた。
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「うわあ……本当にエルズバラだ……！」

　首都の街路に降りたって、ジャスティンは思わず歓かん声せいをあげた。

　ノースランドの首都であるエルズバラは、中世からの町並みが残る旧市街と、緻密な都市計画をもとに造られた新市街でできている。

　険しい起伏に沿って広がる街のあちこちにはゴシック風の尖せん塔とうが見え、道行く人々の装いも郊こう外がいとは大分違ちがう。

（駅についたときには、街の中をゆっくり眺ながめる余よ裕ゆうもなかったもん、ほんとに久しぶりな感じ。あちこち見てみたいのが本音だけど、まずは──警察かな？　新聞社って手もあるか）

　ジャスティンが少し考えこんでいると、道行くひとりが歩を止めた。

「ちょっと、そこのあなた！」

「え……私のこと？」

　ジャスティンが顔をあげてみると、目の前に同い年くらいの女の子が立っている。

　ほとんど白に見える薄うす紫むらさきに灰紫の縁ふち取どりをした上品なドレスに、薄うす水色の瞳ひとみがよく似合う。美しい金きん髪ぱつを背にたらし、少女はにっこり笑っている。

「えーっと……私たち、知り合いだったっけ？　見覚えがあるような、ないような……」

　ジャスティンが首をひねって訊くと、少女はくすくすと笑い声を立てた。

「やだ、見覚えがあるのは当たり前でしょ。私、あなたの守護天使よ？」

「……はあ!?」

　意外な台詞せりふに、ジャスティンの目はますます丸くなる。

　少女はジャスティンの周りを回って彼女を眺め、楽しそうに続ける。

「あなたって、可愛いけど本当に淑しゆく女じよらしくないのね。まるで男の子みたい！　でもあなたは男の子じゃないんだからね。気をつけなさいよ、危険がすぐそこに迫せまってるわ」

「そう、それは困ったわね、大変ねー……」

　ジャスティンは適当に言いながら、じりじりと後ろへ下がっていく。

（この子、完かん璧ぺきにおかしい。真っ昼間から天使の声が聞こえちゃう類たぐいのひとだ）

　都会には色々な人間がいる。

　最近猟りよう奇き殺人も起こっているというし、怪あやしい人間にはかかわらないのが一番だ。

「あ、信じてないの？　ねえ、ちょっとジャステ……」

　なおも喋しやべり続ける少女を背後に、ジャスティンは慌あわてて細い路地裏に飛びこんだ。

（あれ？　今の子、私の名前を呼んだ？　いや、そんなはずないか。知らないひとだったし。……多分）

　もやもやを残しつつも、ジャスティンはスカートをつまみ、細い路地をかけた。

　段々と辺りの治安が悪くなり、目つきの悪い労働者たちがジャスティンを見やっては身を避さける。家のない子供たちが飢うえた目を見開いて大勢座りこんでいる。

（まずいとこに来ちゃったな。まっすぐ通り抜ぬけて、大回りして裏から大通りへ戻ろう）

　ジャスティンが考えていたとき、目の前にいきなりひとりの男が飛び出してきた。

「よう、お嬢ちゃん！　何を急いでんだ？　いくら急いでるからって、ひとにぶつかってきちゃあいけねぇよ」

　柄がらの悪い男を、ジャスティンは真っ正面から見つめる。

「私、ぶつかってなんかいないけど」

「おう！　礼れい儀ぎのなってねぇこと言いやがって！　あんた淑女じゃねえな!?」

　男は怒ど鳴なりつけてくるが隙すきだらけだ。

（脇わきをすりぬけよう）

　ジャスティンは心を決めて言う。

「そうかもね。でも、あなたよりはものも見えてるし、礼儀も知っているつもり。悪いけど、急いでるから礼法の講義はまた今度。それじゃ！」

「なんだと、てめぇ！」

　男は逃にげようとするジャスティンを捕つかまえようと手を出した。

　しかし一いつ瞬しゆん早く、別の誰かが男の顔を殴なぐり飛ばす。

　鈍にぶい音が響ひびき、体格のいい男が一発でのされて路地に転がる。

　ジャスティンは驚おどろいて顔をあげる。──一体誰が？

　いつの間にか、ジャスティンの傍かたわらには見知らぬ青年が立っていた。

　落ち着いた茶色い瞳がジャスティンを見下ろしてくる。

「あの……！」

　何かを言おうと思った、その前に青年の手がジャスティンの口元を覆おおう。

　まずい、と息を止めるが、つんとした臭においは容よう赦しやなくジャスティンの中へ入りこむ。

　ひどく目が回り、やがてジャスティンの意識は闇やみに消えた。
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　次に目が覚めたとき、ジャスティンが最初に見たのは青年の茶色い瞳だった。

「目が覚めたようだな」

「──頭が痛い」

「薬を使わせてもらったせいだ。……気付けだ、少し飲むといい」

　青年の発音は丁てい寧ねいだ。

　ジャスティンの背を支え、唇くちびるにブランデーのグラスをあてる。

（このひと、私を気絶させたひとだ。柄が悪い感じじゃないけど──一体何者？）

　ジャスティンがブランデーに口をつけるのをためらうのを見て、青年が訊く。

「どうした？　毒か何かかと警けい戒かいしているのか？」

「そりゃそうでしょ。私、あんたに気絶させられたんだから。警戒するほうが普ふ通つうだと思う」

「どうかな。裏町のごろつきと、あんなふうにやりとりするお嬢じようさんはあまり普通ではなかろう。──少なくとも、俺はきみみたいな女の子は初めて見た」

　そう言って青年はちらりと微笑ほほえむ。笑うと、不意にひとなつっこい顔になった。

（騙だまされない、騙されない。いいひとはひとに薬を嗅かがせて誘ゆう拐かいしたりしないんだから）

　自分に言い聞かせ、ジャスティンはグラスを押しのけて言う。

「お嬢さん？　あんた、私がお金持ちのお嬢さんだと思ってさらったの？　だとしたら完全な見こみ違ちがいよ。私はただの下働き。今日はご主人のお使いで首都に出てきただけだから、ろくにお金なんて持ってない。わかる？　こんなことするだけ無む駄だってことなの」

　信用できない相手には、本当のことは言わないほうがいい。

　ところが青年の返事は少し意外なものだった。

「金か。金なら国から充じゆう分ぶんもらっている。そう金持ちそうには見えないかもしれないがな。それにきみを殺したいなら、いくらでも機会はあった。俺は敵じゃない。もう少し安心しろ」

「……国から……？」

　意外な言葉に、ジャスティンはあらためて男を見た。

　アッシュ・ブロンドの癖くせ毛げを少し長めに伸のばした容よう貌ぼうには、どことなくひとを安心させるような穏おだやかさがある。なんとなく「お兄さん」と呼びたくなるような好青年だ。

　ところがこの第一印象は、彼のきっちり伸びた背筋や、真っ白な軍服の上へはおったたっぷりとしたマント──白地に金糸でこった刺し繍しゆうが入っている──でもって裏切られるのだ。

　彼が持つ、このどこか厳しい雰ふん囲い気き。

「あなた……軍人さん？」

「近い。元、軍人だ。今は少しだけ違う仕事をしている。──くわしいことは長官が話すだろう。立てるか？」

「立つわ」

　短く答え、ジャスティンはどうにか立ち上がる。

　見れば、ジャスティンが眠ねむっていたのは古く豪ごう奢しやな小部屋なのだ。

　分厚い石の壁かべはジャスティンの城を思い出させる、中世以来のものに違いない。

「……ここはどこなのか、訊いてもいい？」

「かまわない。スタークレスト城だ」

　スタークレスト城ならジャスティンも知っている。かつては王城だった歴史もある城だ。

（こんなところに連れてくるくらいだし、このひとはただのチンピラじゃない。でも、国からお金をもらってるっていうのがわかんないなぁ。ただの役人には見えないし、警察でもなさそうだし、格好からして──妙みような結社とかじゃないといいんだけど）

　考えこむジャスティンの様子に何を思ったのか、男は突とつ然ぜん口を開いた。

「そういえば自己紹しよう介かいがまだだったな。俺はユリアン・オールブライトだ」

「ああ……はじめまして？　っていうのも変か。こんにちは、オールブライトさん。私はジャネット」

「よろしく。では行こう」

　ユリアンと名乗った男はうなずき、ジャスティンを導いて歩き出した。

　小部屋を出て階段を下る。回かい廊ろうを抜け、また階段を下りる。

（まるで台所に下りていくときみたい。──っていうか、むしろ、ひょっとして……私たちが向かってるのって、地下牢ろうなんじゃ……？）

　ジャスティンの嫌いやな予感は、数分後に見事的中した。

　ただし、その地下牢はジャスティンの城の地下牢とは大分様子が違ったが。

　薄うす暗ぐらい通路にいくつももうけられた落とし格ごう子しの前には、ユリアンと同じ扮ふん装そうの男たちが控ひかえている。

　ユリアンとジャスティンの姿を見ると、男たちはすぐにうなずいて鎖くさりを巻き上げた。

（ここ、現げん役えきで使われてる牢なんだ）

　まさか、ここにジャスティンを入れる気なのだろうか。

　ジャスティンはちらりとユリアンを見る。

（……駄だ目め。さりげなく隙がない。さすがに元軍人相手に立ち回れるわけないか……）

　ならばこれから何が起こるのか、腹を決めて見み据すえるだけだ。

　じっと我が慢まんして歩いていくと、ユリアンは最さい奥おうの地下牢の前で立ち止まった。

「長官。ジャネット嬢をお連れしました」

　どこに長官がいるのだろう、とジャスティンが疑問に思ったのはつかの間。

　すぐに彼女は檻おりの中の光景に目を奪うばわれて声をあげた。

「何、この豪ごう華かな牢ろう屋や！」

　通路に面する一面がすべて格子になった牢の中は、じつに広かった。

　ジャスティンの城の食堂とまではいかないが、応接間くらいの広さはあるだろう。

　装そう飾しよくはまるきり貴族の館やかたの一室だ。上等な絨じゆう毯たんが敷しかれ、壁には重じゆう厚こうな絵がかかる。奥には天てん蓋がいつきの寝しん台だいが見え、手前は居間として使われているようだ。

　水色と金の長いすから立ち上がったのは、これまた完かん璧ぺきな紳しん士し装束の青年だった。

「やあ！　ようこそ、ジャネット、僕の詩人！　きみを待っていたんだ！　きちんと左回りで下りてきたかい？」

　青年はつかつかと牢の格子へ歩み寄り、目をきらきらさせてジャスティンに問う。

　茶色い髪かみに灰色の瞳ひとみ、かけた眼鏡めがねがどことなく彼を学者風に見せている。

　容貌はそう冴さえたものではないが、語る台詞せりふは有名な詩にひっかけたものだった。詩の内容は、ふたりの詩人が地じ獄ごくをめぐるものである。

　同じ詩を知っていたジャスティンは、詩になぞらえて慎しん重ちように答える。

「乱暴な詩人に気絶させられたんで、どっち回りだったかなんて覚えてないけど……この流れで行くと、あなたは地獄の底に住む裏切り者ってわけ？」

　二十代も後半だろうに、青年は少年っぽく笑ってうなずいた。

「そう、僕は常に神と肉親と客人を裏切っている。ただし、祖国だけは別だ！　僕の愛は残らず我が祖国に捧ささげられてるよ。はじめまして、ジャネット。僕の名前はベネット・ルイス・ベックフォード。檻の中からで失礼するよ。僕は死し刑けい囚しゆうなんでね」

「ベックフォード……って、サウスランドの公こう爵しやく家の!?」

　ずっと旅を重ねていたとはいえ、ジャスティンとて伯はく爵しやく家の娘むすめだ。ここまで有名な貴族の名前なら知っている。

　ベックフォード家と言えば貴族の中でも名門中の名門、王家の血を引く公爵家であった。

　ベネットは軽くジャスティンに会え釈しやくしてから、笑え顔がおで一気にまくしたてた。

「そのとおり。だけど公爵位は弟が継つぐさ。僕はもう死んだようなものだから。座って、ジャネット。食事を用意させてるんだ。一いつ緒しよに食べよう。お客は本当に久しぶりだよ！」

　ベネットの言葉に従い、ジャスティンのいる地下牢の通路へ椅い子すと小さな机が運ばれる。

　牢の中でも、奥の方から出てきた金きん髪ぱつの少女──いや、装束からして少年だ。

　肩かたまで金髪をたらした無表情な美少年が、格子ごしにジャスティンと向かい合うようにベネットの席を用意する。

　ベネットは椅子に腰こしかけながら身を乗り出し、ジャスティンに囁ささやきかける。

「ときに、きみ、本を持ってないか？　僕は本が大好きなんだけど、一冊も持たせてもらえない。僕に本を持たせると、世界が滅ほろぶって信じてる奴やつらがいるんでね。ばかばかしいよね」

「──！」

（そういえば、私の魔ま法ほう書！）

　どこにいっただろう、と思って振ふり向くと、ユリアンと目があった。

　ユリアンはすべてを知ったような瞳で言う。

「魔法書はこちらで管理している。もうきみのことは追ってこない」

　まるで心を読まれたような気分だ。

　魔法書のことは誰だれにも話したことがないのに、どうして知られているのだろう。

　ジャスティンは疑問を抱かかえたまま、ベネットのほうへ向き直った。

「あなたたちって……その、何かの、魔法結社とか？」

「いいや。そんなうさんくさいものじゃないさ。僕らは女王陛下の直属機関、退たい魔ま庁だ。ちなみに、僕が長官ね」

　軽く言われて、聞き慣れない単語にジャスティンは眉まゆ根ねを寄せる。

　退魔庁？　つまりは、悪あく魔まを祓はらう機関ということだろうか。

　しかし悪あく魔ま祓ばらいは教会派聖職者の役割のはずだ。ジャスティンは言う。

「……あなたたち、ちっとも聖職者には見えないんだけど……」

「聖職者！　あははは、面白いことを言うねぇ、ジャネット。でも普ふ通つうはそう思うか。残念ながら、聖職者に悪魔を退治する術はない。せいぜいできて魔ま界かいに押し戻すだけだよ。悪魔を殺せるのは、いつの時代も同じ悪魔だけなんだ」

　楽しそうにベネットが言ううちに、次々と料理が運ばれてくる。

　ベネットのぶんの料理は、格子の一部を開けて小こ姓しようの少年が受け取った。

　卓たくの上の料理を見て、軽く手をすりあわせながらベネットが言う。

「この世界には悪魔が実在する。きみはもう、そのことは知っているね？」

　同じく目の前に用意される豪華な料理を見下ろしながら、ジャスティンは答える。

「──心の中には、いるかもね」

「きみは慎重だなぁ。どうやったら信じてもらえるのかな？　まあいいや、全部話しちゃおう。僕ら退魔庁は、悪魔契けい約やく者を管理するための機関だ。つまりだね、人間に味方する悪魔契約者を集めて、人間に害を及およぼす悪魔を狩からせてる」

「そんなことができるの!?」

　つい大きな反応をしてしまったジャスティンに、ベネットは快活にうなずく。

「できるさ。そのためには、人間優位の契けい約やくを結ぶ必要があるけどね。悪魔との契約には普通、二種類がある。悪魔が用意した契約書に、人間が署名すればそれは悪魔優位の契約。人間は悪魔の言いなりになる。悪魔は人間との契約を盾たてにこの人間界に居座って事件を起こす。で、飽あきたら契約者を殺して魔界に戻ってしまう。最悪だね」

　ジャスティンはレクスが差し出してきた契約書を思い出しながら訊きく。

「じゃあ、人間優位の契約のときは、人間が契約書を用意する？」

「そのとおり！　ま、口約束でも一応契約は契約だけどね。人間から契約を持ち出して、悪魔が自分の名前を口に出すなり、署名するなりすると、その悪魔は人間の使い魔になる。人間の命令で他ほかの悪魔と戦うことだって厭いとわない。奴ら、元から戦いは大好きだしねえ」

　のんびりと笑って、ベネットは上等なワインを口に運ぶ。

　ジャスティンのほうにはさっぱり食欲がなかったが、一応ナイフとフォークを動かす。

　切り分けられていく肉片を見下ろして、ジャスティンは言う。

「……私、魔法書とは契約したみたいだけど、悪魔とはなんの契約もしてないの」

「そのようだね。間に合って本当によかった」

　ベネットの口調が少しだけ真ま面じ目めになった。

　ジャスティンが顔をあげると、ベネットはにっこり笑って見つめ返してくる。

「きみが悪魔とかかわりがある、と通報してきたのはクインシー・オルムステッドだ。しかもきみが赤い表紙の魔法書を持っている、というんでね。僕らはとっても楽しみにしていた」

　やはりこの誘ゆう拐かいにはオルムステッドがかかわっていたのだ。

　ただでジャスティンを首都に出すわけがないとは思っていた。ジャスティンは訊く。

「あの本って、そんなに有名なわけ？」

「ものすごく有名だ。そのためにいくつか国が滅びたくらいにね」

　ジャスティンは手を止めた。ベネットはまだ明るい声で喋しやべっている。

「あの本に封ふうじられている悪魔は悪魔の中でも最高位、『王』の称しよう号ごうを持つ大悪魔だ。自らの戦せん闘とう力もさることながら、部下に『王子』や『侯こう爵しやく』位の悪魔を従え、さらにその下には地獄の六十六軍団が数十万とも数百万とも言われる規模で控ひかえてる」

　……で、それがあのレクス？

　あまりにも印象が違ちがいすぎて、ジャスティンの頭はぼんやりしてきてしまった。

「そんなにすごいんだ……？」

「すごいよ？　今から千年くらい前、ノースランドにあった古王国の人間を一夜のうちに皆みな殺ごろしにして谷へつめこんだのは、あの魔法書の悪魔の仕し業わざだ。川がせきとめられたんで下流の人間が様子を見に行ったんだけど、ひどい光景で気が狂くるったってさ。ご乱心した当主の仕業って話になったけど、後々他の悪魔の告白であの悪魔の仕業だって判明した。悲ひ惨さんだねえ」

　軽快に語られる内容に、ジャスティンの全身から血の気が引いていく。

「嘘うそ。なんで、そんな……」

　ついつぶやいたジャスティンに、ベネットは微笑ほほえんで告げた。

「遊びだったらしいねぇ。悪魔の競技会だ。どれだけの苦痛をひとに与あたえられるかの競争だ」

　遊び？

　人殺しが遊び？

　ベネットが何を言っているのかよくわからない。

　脳のう裏りにレクスの綺き麗れいな顔が浮うかぶ。ぼんやりと眠ねむそうな、それでも綺麗な顔。

　どこか虚うつろな、何かを隠かくしている赤い瞳。

「いいかい、ジャネット。悪魔に理り屈くつなんかない。悪魔は血と争いが好きだ。それは本能だよ。僕らが甘い香かおりや美味おいしい肉が好きなのと一緒だ。好きだから求めるだけなんだ。僕らと悪魔は相あい容いれない。──だから、どちらかが片方を滅ぼすしかない」

　ベネットの言葉は段々と静かに、落ち着いてきた。彼は言う。

「僕たちの使命は、ひとに害を及ぼす悪魔を滅ぼすこと。そのためになら、悪魔と契約だってする。一見矛む盾じゆんしているかな」

　ベネットは少し笑ったが、彼の声は真しん摯しだった。

　ジャスティンは一歩後ろへ控えているユリアンを振り返る。

　彼の目も落ち着いている。使命を持っている者の瞳だ。狂きよう信しんの色はない。

　他の男たちも、皆みな同じ目をしている。

　ジャスティンの今までの経験は、ベネットたちがきちんとした理念のある団体だと告げる。

　それでも何かに戸と惑まどいながら、ジャスティンは言った。

「なら……私はどうすれば？　あの魔法書の悪魔と人間優位の契約を結んで、戦うの？」

　ベネットは上品に食事を続けながら言い切る。

「無理だ。人間優位の契約はちょっとロマンチックでね。人間と悪魔の力が違いすぎるせいか、使い魔にした悪魔が受けた痛みなんかが、すべて契約者に跳はね返ってしまうんだ。強きよう靭じんな身体からだと意志力があるものが特とく殊しゆな訓練を受けて、やっと悪魔を使って戦うことができる」

　だからユリアンは元軍人なのか。

　ここへ来るまでに出会ったのも、皆訓練された気配のある男ばかりだった。

（……なら、私はどうしたら？）

　自分に問うても答えは出ない。ベネットは続けた。

「きみには無理なんだよ、ジャネット……いや、魔法書に刻まれた名は、ジャスティン・カーライルだったね。きみは魔法書を僕らに預けてお家におかえり。あとは僕たちがやる」

　ジャスティンは何かを言おうと息を吸った。

　しかし、一足先にベネットの声が響ひびく。

「きみだって、きみの故郷を、この国を、悪魔の戯たわむれで血の海にはしたくないだろう？」

　地下牢ろうに響いた声は、じわりとジャスティンの全身にしみた。

　レクスはかつて、国ひとつを滅ぼした。

　きっと、女も、子供も。川をせきとめるほどに。ただ──楽しみのために。

『暇ひまつぶしにはなるな』

　そう言っていたレクスの声が耳元に蘇よみがえる。

　ジャスティンは震ふるえる指で、肉片を口に運んだ。

　すばらしい火加減で焼けた肉だったが、まったく味など感じられなかった。
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「なんか……いやーな予感がするんだよなー……」

　城に残されたエルデンが、ものすごく嫌いやそうな顔で言う。

　レクスたち三人の悪魔は、いつの間にかお気に入りの場所となった台所にいた。

「あー、やだやだ。あの嬢じようさんが城を出て行くちょっと前から、もやもやっと嫌な感じに取り巻かれてるよーな気がしてならねー……。ねー、レクス様、気づいてますよね？」

　エルデンに訊かれても、レクスはきらびやかな長椅子で目を閉じているだけだ。

　かわりに傍かたわらに立つルーナエが、鋭するどい瞳ひとみを中空へ向けた。

「気づかれているに決まっているでしょう。エルデン、この気を『予感』程度にしか読めないようではお前は本物の無能です。誰だれかが城の周りに封じの魔ま法ほう陣じんを描えがいているんですよ」

「はあ!?　魔法陣？　なんだってそんなことすんだ？」

「僕たちが外へ出られないようにしているんでしょう。この気配からして、オルムステッドのやったことのように思いますが……彼はどうしてこんなに完かん璧ぺきな魔法陣が描けたのか」

「入れ知ぢ恵えがあったに決まっている。……やぶれないこともないが、面めん倒どうだ」

　レクスは目を閉じたままぼそぼそと答えた。

　ルーナエの表情はますます厳しくなる。

「──何かが魔法陣の中へ入りました。こちらへ来ます、レクス様」

「そうだな」

　レクスに動く様子はない。他の椅い子すにだらしなく腰こしかけていたエルデンが、にやりと笑って立ち上がった。朱しゆ金きんの髪かみをかきあげ、頭に軍ぐん帽ぼうを載のせる。

「ちょうどいい気晴らしになりそうッスね。よーし、いっちょたたきのめしてくるか！」

「僕も参ります。お許しくださいますか」

「……やめておけ」

　つぶやいて、レクスはゆっくりと目を開ける。

　赤い瞳がいつもとは違う強い光を宿している。

　虚ろで冷たい赤。

　途と端たんに台所中がしんと冷える。

　冷えきった大気がびりびりと震えだす。皿や鍋なべ釜かまがかちあってうるさく音を立てる。

「お前たちでは、敵かなわない」

　エルデンとルーナエがはっとした、次の瞬しゆん間かん。

　台所の扉とびらが開く。

　同時にすさまじい光が広がった！

　すべての音が消え、視界が消える。

　光り輝かがやく無音の世界は、やがてふっと薄うす暗ぐらくなった。

　視界がゆるゆると戻もどってきたとき、灰色の台所にいるのはふたりだけ。

　たたずむレクスと、扉の際にいる長い金きん髪ぱつの男だ。

「──久しぶりだ」

　かすかに震える声で、金髪の男が言う。

　骨張った指でトップハットをとって床ゆかに転がし、薄うす青あおい丸眼鏡めがねを外す。

　現れた瞳は、落ち着かない痙けい攣れんを宿す赤。

　レクスと同じ色だった。

　たたずむレクスは、冷えた瞳で金髪の男を見つめている。

　金髪の男──いや、これはひとではない。悪あく魔まだ。

　オルムステッドと契けい約やくした悪魔、名はキュリオス。

「キュリオス、お前はあいからず礼れい儀ぎがなっていない。わたしの部下を吹ふき飛ばす気だったな？」

「吹き飛ばされてしまうような部下ならいらないだろう？　お前はひとりで充じゆう分ぶんだ。どんな悪魔もお前の前に出れば足あし下もとにひれ伏ふすしかない。お前の力はすばらしい──戦場に立つ、お前の孤こ高こうの姿をわたしはいつでも覚えているよ。……なのに」

　そこまでうっとりと語ってから、キュリオスは自分の口元を押さえてわずかに震えた。

　落ち着かない赤い瞳がレクスを見つめ、神経質に声が震える。

「今お前は部下をかばったね？　わたしが消し飛ばす前に、自ら魔ま界かいへ送り返した」

「それがどうした。お前の話はいつでも回りくどい」

　レクスはただ静かに告げた。

　キュリオスは対照的に、段々と声を荒あらげていく。

「レクス、お前はどうしてそんなに甘くなった？　人間に染まりすぎたのか？　どうして魔界を出た？　まだ戦いは終わってはいないぞ。永遠に終わらない。なぜなら我々は戦う種族だから──そうだろう？　わたしはお前を迎むかえに来たのだよ。戻ってきたまえ、魔界の戦場へ。あそこにはすべてがある！」

　キュリオスの声が響けば、耳が痛いほどに大気が震えた。

　台所のすべてが震えて耳みみ障ざわりな音を立てるが、なぜかレクスだけは、髪の毛一本たりとも震えてはいない。

　レクスはどこか遠いところを見つめてつぶやく。

「何百年ぶりに会っても、お前は変わらないな」

「悪魔は不変の存在だ、レクス」

　キュリオスの妙みように甘い声こわ音ねに、レクスは少しだけ笑った。

　震えるように美しく、冷えきった仮面の笑いだ。レクスは囁ささやく。

「教えてやろう、キュリオス。どうしてわたしが魔界を出たか」

「言うといい。わたしがそんな戯たわ言ごとを聞いてやる相手はお前だけだよ？」

「飽あきた」

　ぽつり、と投げ出された言葉に、キュリオスが沈ちん黙もくする。

　黙だまりこくったまま、瞳が痙攣をやめてレクスを見る。

　レクスはまだ笑っている。

「戦いにも、殺さつ戮りくにも、血の臭においにも──お前にも」
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　最後の言葉が吐はかれた瞬間、大気が一気に熱くなる。

　金色の光が弾はじけ、キュリオスの手元に何かが現れる。

　形が視し認にんされるよりも早く、キュリオスはその『何か』をレクスに向かって突つきだした。

　どすん、と嫌な音が響く。

　レクスは数歩よろめいた。

　どうにか踏ふみとどまり、身体に刺ささったものにすがる。

　キュリオスの手の中に出現し、レクスを突き刺したのは黄金の竜りゆうを模した槍やりである。

　見事にレクスの腹を貫かん通つうし、穂ほ先さきからは血がぼたぼたとたれている。

　青ざめながら黙りこくっているレクスに、キュリオスは血相を変えて叫さけんだ。

「なぜ戦おうとしない！　お前の『追放者』はどうした！」

「『追放者』は封ふうじられたままだ。それにしてもこれ、けっこう痛いぞ。どうにかしろ……」

　だるそうに言うレクスからは、まるで戦う意志など感じられなかった。

「ふざけるな！　飽きただと？　飽きた？　悪魔がどうして戦いに飽きる！　ありえない、わたしは認めない！」

　キュリオスが吠ほえるように叫ぶと、台所の光景がどろりと溶とけた。

　チョコレートのように壁かべがとろけ、かわりに石の柱が床から何本も生えてくる。

　天てん井じようが溶け消え、真っ赤な空が現れた。

　気づけば辺りはすさまじく高い岩山の中腹なのだ。

　化け物をかたどった石の柱に囲まれたバルコニーのような場所に、キュリオスとレクスはたたずんでいる。

　すぐに岩山から錆さびた鎖くさりが幾いく本も生え、蛇へびのようにのたくってレクスの首や腕うでに巻きついた。レクスの身体からだは勢いよく岩に引き寄せられてぶつかり、縛しばりつけられる。

　レクスは抵てい抗こうせず、キュリオスがゆっくりと槍を抜ぬいたときだけ痛みで顔を歪ゆがめた。

「──どうだ？　久しぶりの魔界は。懐なつかしいだろう。お前を封じた魔ま法ほう書は、今さっき人間たちに封ふう印いんされた。お前はもう人間界に呼び出されることはない。お前はここで戦うしかない。わたしと戦え、レクス。もしもわたしに対する憎にくしみが足りないというのなら、わたしは毎日でもお前を痛めつけてやる。お前の全身を、美しい憎しみだけで満たしてやる」

　苦痛に息を荒くするレクスのあごをとり、キュリオスは熱心に囁く。

　しかしレクスはうっすらと笑うだけだ。

「……キュリオス。お前のほうにこそ鎖が見える。こんなことでわたしの気が変わるとでも思うのか？」

「変わるのではない、正気に戻るのだ。そうだろう？　お前ほどの悪魔が戦いを望まない？　ありえない話だ。早く目を覚ませ。そしてわたしと戦ってくれ。お前のいない魔界はつまらない。わたしに勝てる者がひとりもいないのだから」

　ひきつった笑いを浮うかべながら言うキュリオスに、レクスは目を細めた。

　なるほど、レクスが魔界に帰れば、魔界の勢力図は塗ぬり替かえられるだろう。

　それほどにレクスの力は大きい。

　レクスは薄うすら笑って、甘くつぶやいた。

「お前も早く、わたしに飽きるといい」

　声音ばかりが優やさしい囁きに、キュリオスはすっと青ざめる。

　そして足下から溶けるようにして、その場から消え去った。

　レクスは小さくため息を吐いて、物もの憂うく目を閉じた。

　長い髪が揺ゆれてほおをなでる。強い風が吹いている。どこか生なま臭ぐさい、硫い黄おうの匂においを含ふくむ風だ。

　もう一度レクスが目を開けて頭上を見上げると、めまぐるしく雲が渦うずを巻き、流れていくのが見えた。

　視線を柱の間から見える魔界に移してみても、心楽しいものはひとつも見えない。

　見み渡わたすかぎり赤黒い奇き岩がんが立ち並び、まるで壮そう大だいな街の遺い跡せきにも見える。

　しかし悪魔が街を築いたことはない。生きるのに必要ないからだ。

　あまりに強きよう靭じんすぎる肉体と、猛もう烈れつな闘とう争そう本能は建築には向かず、ただひたすらに破は壊かいを繰くり返すばかりであった。

　荒あれ果てた地は何度でもうち崩くずれ、血にまみれ、放置される。

　悪魔たちは戦争遊ゆう戯ぎに明け暮れて、戦っては滅ほろび、数が減れば雑ざ魚こ悪魔を土から練りだす。

　本物の悪魔は生まれなくなって久しかった。個体の能力がいかに強力であろうとも、悪魔は滅びの種なのである。

（つまらないな）

　レクスは心底そう思う。

　かつてはレクスも戦ったのだ。戦いを、殺戮を楽しんだのだ。

　部下たちと共にこの赤黒い土を踏んで行軍し、身の内にわき上がる力に浮かれて殺し、血の臭いを嗅かげば芯しんから喜びにうち震ふるえた。

　悪魔を殺すのに飽きたら人間界で殺しをやればよかった。

　もっと手て応ごたえが欲しいときは実力が伯はく仲ちゆうしている、あのキュリオスと戦えばよかった。

　戦いに続く戦い、殺しに続く殺し、血の快楽は果てしなく、世界は完かん璧ぺきに思えた。

　──けれど、レクスは飽きた。

　あるとき不意に、すべての快楽が色をなくした。

　そして本当の地じ獄ごくが始まる。

　……地獄の名を、虚きよ無むという。

（肉体よりも先に、精神が滅びた。牙きばが抜けた獣けものは死ぬのが定めだというのに、わたしは一体どこで間ま違ちがった？）

　ぼんやりと考えても答えが出るわけもない。

　血まみれの腹がまだじんわりと痛む。だが痛んでいるうちはいい。

　痛みが消えれば、またすさまじい倦けん怠たいがやってくる。

　呼吸をするのももどかしい、ねっとりとした白い闇やみ。

　身体が端はしからほどけていくような感覚に襲おそわれ、何をすることもできなくなる。

　やりたいこともない。考えたいこともない。快も不快も一いつ瞬しゆんしかもたない。

　もう眠ねむることすら苦痛なのに、強大な魔ま力りよくを宿した身体はけして滅びてくれない。

　……存在することは、かくも面めん倒どうなものなのか。

　ゆっくりと目を閉じると、まぶたの裏にジャスティンの面おも影かげが浮かんだ。

　あの子は生命力のかたまりだ。

　どんな状じよう況きようにあっても生き生きと動き回り、惜おしげもなく力を振ふりまく。

　彼女を見ている間、レクスは少しだけ存在するのが楽だった。

「──ジャスティン」

　ためしにつぶやいてみる。

　──悪くない。

　悪くないから、戯たわむれに甘く囁ささやく。

「愛していなくていい……ただ、わたしの名前を呼んでくれ」

　そうしてくれれば、あと少しだけ、存在し続けられる気がする。
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　ノースランドの低地地方に日が沈しずむころ。

　退たい魔ま庁が仕立てた馬車が、シェルズバーン城の前に止まる。ジャスティンひとりを下ろして、馬車はすぐに立ち去った。

　ジャスティンは疲つかれ果てた顔をあげ、馴な染じんだ城を眺ながめる。

（また、ここに戻もどってきたんだ。──もう私のものじゃない、私の家に）

　首都に行く前は、どうにかして味方を見つけてオルムステッドに対たい抗こうしようと思っていた。

　そのことについては退魔庁が調査を約束してくれたが、ジャスティンの気持ちは晴れない。

（レクスたち、どうしただろう。まだいるかな）

　たたずむジャスティンの手の中に、赤い表紙の魔ま法ほう書はなかった。

　彼女は悪あく魔まの件に関して退魔庁の説得に応じ、魔法書をベネットたちに託たくしたのである。

『きみの決断と協力に感謝するよ。この魔法書は僕たちが厳重に管理しよう。もちろん、中に封ふうじられた悪魔も、退魔庁の威い信しんを賭かけて滅ぼしてみせる』

　ベネットのひとのよさそうな笑え顔がおと、衝しよう撃げき的な台詞せりふがジャスティンの心に重くのしかかる。

（レクスが退魔庁のひとたちの言うような大悪魔なら、私にはなんにもできない。私はレクスとちょっとお料理ごっこをして、仲良しごっこをして、悪魔とも普ふ通つうに話せるじゃない、とかいい気になってて……でも、レクスたちがまた、気まぐれでひとを殺し始めたら？）

　そんなことになったら、自分はどうすればいい？

　そんなおそろしい未来を引き寄せないために、自分はどうすればいい？

　──こうするしかない。

　魔法書は専門家の手へ。悪魔は悪魔を滅ぼす者のもとへ。

　当たり前の、できるかぎりのことをしたのに、この虚むなしさはなんだろう。

　ぼんやりと城を眺めていると、跳はね橋の向こうから誰かが歩いて来るのが見えた。

　黒いマントを肩かたにかけたオルムステッドだ。

「……おかえり、ジャスティン・カーライル」

　彼が外でジャスティンの名前を呼ぶなんて珍めずらしい。

　少し不ふ審しんに思いながらも、ジャスティンはオルムステッドに歩み寄る。

「ただいま帰りました、オルムステッドさん」

　ふと、生臭い匂いを感じて足あし下もとを見やった。

　今踏ふみ越こえた地面に、茶色っぽいような、黒っぽいような液体で線が引かれている。

「それは血だよ。豚ぶたの血だ」

　優しいオルムステッドの声がして、ジャスティンは視線をあげる。

　あと十歩の距きよ離りにオルムステッドがいる。

　彼の表情はかつてなく柔にゆう和わで、目ばかりがぎらぎらと光っている。

　風が吹ふく。

　オルムステッドのほうから、どっと硫い黄おうの匂いが吹きつける。

　悪い予感に、ジャスティンは目をみはった。

「オルムステッド……さん……？　あなた──」

「豚の血で魔ま法ほう陣じんを描えがいたんだ。あの方のおっしゃるように。そうしたらすべてがよくなった。すべてが思うようになった。おいで、ジャスティン。──あとはお前だけなんだよ」

　穏おだやかに言い、オルムステッドが手を伸のべる。

　その指がいきなり溶とけ、黒い液体となってぼたぼたと地へしたたる。

　オルムステッドの全身が崩れたかと思うと、かわりに黒い液体がのたうち、盛り上がる。

　そうして地から立ち上がったのは──子牛ほどもある巨きよ大だいな犬であった！

　黄色い歯ががちがちとなり、よだれが石いし畳だたみに落ちるたびに白い煙けむりがあがる。

　犬の顔が人間のように歪ゆがみ、不気味な笑顔を作った。

「おいで……ジャスティン。お前の血は、きっと伯はく爵しやくの血と同じ味がするだろう」

「っ……！」

　魔犬の身体からだがたわんで、跳ちよう躍やくの準備態勢に入る。

　同時にジャスティンはスカートをさばいて横へ跳とんだ。

　何が起こっているのかさっぱりわからない、でも、とにかく逃にげなくては駄だ目めだ！

　魔犬の爪つめをぎりぎりで避さけ、ジャスティンは一目散に城へ走った。

　薄うす暗ぐらい城内へ飛びこみ、玄げん関かん扉とびらを閉めて必死に鍵かぎをかける。

「誰か！　誰かいない!?　オルムステッドさんが……っ！」

　玄げん関かんホールで叫さけぶが、城の中はしんとしている。

　次の瞬しゆん間かん、どん、という鈍にぶい音がしたと思うと、ジャスティンは背中に衝撃を感じた。

　今度はひとたまりもなく、ジャスティンはホールの端はしまで吹き飛ばされる。

「……！　い、いたたたっ……！」

　どうにか身体を起こすと、なんと、玄関扉が完全に破壊されていた。

　焼けこげた木片の散らばるホールで、魔犬がくつくつと笑っている。

「どこへ逃げる気かな？　ジャスティン……」

　かすれた声に、全身が恐きよう怖ふに震える。

（どうしよう、どこへ逃げればいい!?）

「──こっちよ！」

　不意にホール脇わきの扉とびらが開き、白い手がジャスティンをつかんでひきずりこむ。

　ジャスティンがぎょっとして見れば、彼女をひきこんだのは見覚えのある少女だった。

「あ！　あんた、首都で『守護天使』とか言ってたひと？　どうして、ここに……」

「今は説明してる場合じゃないの！　いらっしゃい、助けてあげる！」

　少女は強い口調で言い、ジャスティンの手を引いて走り出す。

　わけがわからないままにジャスティンは応接室から庭に飛び出し、少女と中庭へと走った。

　教室棟とうの回かい廊ろうを駆かけ抜ぬければ、少年たちが木で偶くのように突つっ立っているのに出会う。

　誰もが青白い顔色で静止している。まるで不気味な蝋ろう人にんぎ形よう館のようだ。

　ジャスティンは息を切らせながら、どうにか少女に訊きく。

「なんなの、これ！　あんた、何か知ってるの？　ここで何があったの？」

「オルムステッドは悪魔に魂たましいを売ったのよ！　私はあなたを追って首都に出たから、帰ってくるまで気づけなかったけど……奴やつは悪魔に教わった魔法陣でレクスたちを城に閉じこめて、あなたを追えないようにしていたの！」

　少女は厳しい顔で冷静に叫び、ジャスティンと共に教室棟の地下へ駆けこんだ。

　しんと冷えた地下に、ふたりの足音だけが木こ霊だまする。どこか遠いところで、魔犬が不ふ吉きつな鼻歌を歌っているのが聞こえる。

　ジャスティンのほうは少女の話のせいでますます混乱して叫んだ。

「ちょ、ちょっと、レクスのことも知ってるなんて……！　あんた本当に何者!?」

「あなたの守護天使だって言ったでしょ？　あなたを守るつもりだったんだけど、見事にやられたわ！　あなたが国に保護されたと思って安心して戻ってきたのに、城はオルムステッドに憑ついた悪魔のせいでこんな状態だし、国はあなたを見捨てて送り返すし！」

　暗く細い廊ろう下かを走りながら少女は叫ぶ。

　ジャスティンは驚おどろいて声をあげた。

「見捨てられたって何!?　退魔庁のひとたちは、魔ま法ほう書を引き取ってくれたんだけど！」

「多分あなたは知りすぎたのね。でなきゃ、まだ危険があるかもしれない場所にあなたをひとりで帰したりするもんですか。──きっとあなたが死んだ頃ころ合あいを見て、専門家が来るわ！」

　そんなばかな！

　驚き戸と惑まどいつつも、ジャスティンの頭のどこかは納なつ得とくしていた。

　そう、レクスがすさまじい大悪魔なら、レクスを縛しばるあの魔法書にもものすごい価値があるのかもしれない。それこそ、存在を知るだけで命が危あやうくなるほどの価値が！

（だとしたら、あっさり魔法書を手放したのは私の失敗だ……！　魔法書を持ってさえいれば、退魔庁とも駆け引きができたかもしれないのに──私、ばかだ）

　きつく唇くちびるをひき結ぶジャスティンを振ふり返り、少女は手招く。

「こっちへきて！　礼拝堂へ続く近道があるわ。悪魔なら礼拝堂へは近づけないでしょう」

　少女が示したのは、廊下の行き止まりにある小さな女め神がみ像だ。

　ジャスティンが手伝って女神像のはりついた石壁を押すと、石壁はごりごりと音を立てて回転し、先に暗い廊下が続く。

「私、こんな道知らなかった……」

「成人しないと教えてもらえないの。さあ、早く！」

　こちらも成人しているとは見えない少女にせかされ、ジャスティンは狭せまい通路を進む。

　しばらく行ったところで、後ろのほうからぞっとするような猫ねこなで声が響ひびいてきた。

「ジャスティン、お前はちっとも成長しないね。まだ鬼おにごっこが好きなのかな？」

　魔犬が追いついてきたのだ！

　言葉と共にむっとする硫黄の匂においが漂ただよう。ひどいめまいがし、ジャスティンはよろけた。

「もうすぐ着くからがんばって！　──ほら、すぐそこ。着いたわ！」

　少女が懸けん命めいに叫び、行き止まりの小さな扉を体当たりするように開く。

　ふたりは礼拝堂へまろび出た。淡あわい光が視界に躍おどる。

　石造りの礼拝堂は天てん井じようが高く、城の大食堂ほどの広さがある。

　正面上方の丸窓には美しいステンドグラスがはまり、最後の陽光を床ゆかへとばらまいている。

　丸窓の真下には大きな木の祭さい壇だんが設置され、神の御み印しるしが飾かざられていた。

　荘そう厳ごんな光景に見とれる暇ひまもなく、隠かくし通路から魔犬の黒い影かげが飛び出す。

「ジャスティン！」

　少女が叫び、ジャスティンをかばうように抱だく。

　なぜか急にものすごく懐なつかしい感情がわき上がり、ジャスティンは少女を抱き返した。

　魔犬は礼拝堂の床に立ち、目を細めてステンドグラスを見上げる。

「おお、美しい……！」

　犬のかすれ声は震ふるえていた。

　真っ赤な瞳ひとみが感かん涙るいに潤うるみ、きらきら光ってジャスティンたちを見つめる。

「神に祈いのるといい、ジャスティン。清らかなお前は、きっと天国へ行ける！」

「……っ！」

　魔犬は礼拝堂にもひるんでいない！

　魔犬がすさまじいうなり声をあげてふたりに飛びかかる。

　少女はとっさにジャスティンに覆おおいかぶさって、身を伏ふせた。

　ふたりは信徒席のベンチの間に倒たおれる。同時にものすごい硫黄の臭においが吹きつけた！

　喉のどを灼やかれてジャスティンが激しく咳せきこむ、と、上へ覆いかぶさっていた少女の身体から力が抜けた。ジャスティンをかばおうとして、魔犬の息の直ちよく撃げきを受けたのだ。

「ちょっとあんた！……あっ！」

　ジャスティンがどうにか痛む目を開けると、魔犬が少女の上に飛び乗ってきた！

　魔犬は少女の下した敷じきになったジャスティンを見つめてにんまりと笑い、ジャスティンの肩かたを戯たわむれるようにひっかく。

「ああああああっ！」

　途と端たんにジャスティンの肩は白はく煙えんをあげた。

　肉の焼ける臭いと激痛で視界が白くなり、ジャスティンは傷ついた肩を押さえてがたがたと震える。指の間から血がにじんでくるのがわかる。

　叫びだしそうになる心をどうにか抑おさえ、ジャスティンは自分に言い聞かせる。

（落ち着け、落ち着け……混乱しちゃ駄目、とにかく、この子を連れて逃げなきゃ！）

　ジャスティンは歯を食いしばって痛みをこらえ、気絶した少女の身体を抱き、どうにか扉のほうへ走り出そうとする。

　そこへすかさず魔犬が飛び出し、ジャスティンに体当たりしてきた。

　脇わき腹ばらに衝しよう撃げきを覚え、ジャスティンは少女から手を離して祭壇のほうへと転がる。

　信徒席にぶつかり、どうにか止まった。

「っ……つ……あ……」

　痛みのあまり、すぐに動くことができない。

　魔犬は一息でジャスティンに追いつくと、彼女が立ち上がる前にその踵かかとへ歯を立てた！

「いっ……や……やあああっっ!!」

　新たな激痛に、抑えられない悲鳴がほとばしる。

　嫌いやな音を立てた踵を放し、魔犬はゆっくりと血まみれの口の周りを舌で舐なめとった。

「甘い血だ……。さあ、もう少し逃げるといい、ジャスティン。お前は強い子だろう？」

　ジャスティンはまだ痛みと衝撃に震えていた。

　呼吸をするたびに痛みがふくらむ。痛い。痛い。心臓が速く打ちすぎて苦しい。もう嫌だ。

　悲鳴をあげる心を置いてきぼりに、身体からだだけが立とうとして、見事に転てん倒とうした。

（駄だ目め……踵が駄目になってる、もう、二度と歩けない）

　絶望で息がつまる。荒あらい呼吸の中で、嗚お咽えつが喉をせりあがってくる。

　それでもジャスティンは気力をふりしぼり、震える手で床をつかんだ。

　木製のベンチにすがって、どうにか重い身体を起こす。

　半分這はうようにして、祭壇のほうへ。

　ジャスティンの踵から流れる血が、石の床にずるずると軌き跡せきを描えがく。

　犬が背後で陽気に鼻歌を歌っている。飽あきれば軽くうなってみせ、ジャスティンに飛びついては鋭するどい爪つめで肌はだを引き裂さく。もう悲鳴をあげる力すらなく、ジャスティンは床に倒れた。

「っ……はっ……ぁ……」

「がんばれ、ジャスティン。お前は強い子なんだろう？　なんだってできるんだろう？　ほら、まだ動けそうじゃないか。もう一度立ってごらん！」

　からかう調子の魔犬の声が、がんがんと頭に響く。

（この声、嫌。痛いのも、嫌。どこかへ、行かなくちゃ。これから逃のがれられるどこかへ）

　混乱した頭で考えるのはそれだけだ。

　ジャスティンは長い時間をかけて、祭壇横の階段へとりつく。

　狭い階段は丸窓付近にもうけられた歩ほ廊ろうへ上るためのものだ。

　そんなところに上っても逃にげ場などないのに、ジャスティンは犬に追い立てられるまま、ほとんど手だけで階段を這い上のぼる。

（光──光、あの光のところまで）

　いつの間にかジャスティンは妙みようなことを考え始めていた。

　ステンドグラスからの光を受けたら、どうにかなるような気がする。

　そう、だってあれは清らかな光だから。きっと救ってくれる、だからあそこまで行こう。もうちょっと。

　ジャスティンはどうにか丸窓の下まで這っていって──ほっと、息を吐はいた。

（ほら、本当に──あんまり、痛くなくなった。よかった）

　安心した途端、痛みが遠のいていく。世界は一度明るくなって、また暗くなっていく。

『……ジャスティン。ジャスティン。誰だれも見ていないからって、そんなところで横になるのは行ぎよう儀ぎが悪いよ』

　不意に父の声がして、ジャスティンはもうろうと視線をあげた。

　ステンドグラスの脇わきに、ぼんやりと父の姿が見えるようだった。

「父様……」

　ジャスティンは血に汚よごれた顔で微笑ほほえむ。

「父様、私、父様に会いたかったの。訊ききたいことがたくさんあって」

『なんだい？　言ってごらん、私の可愛かわいい天使』

　父の優やさしい声に、ジャスティンは囁ささやいた。本当は声など出ていなかったけれど。

「あのね、私は、ひとりでも色んなことができるつもりだったんだ。でも、違ちがった。私は無力だった。私はただの思い上がった愚おろか者で、だから、たくさんのひとを巻きこんで……もうすぐ、死んでしまうみたい。──父様、私、本当は、どうすればよかったのかな？」

　父の幻げん影えいは、にこにこと笑ってジャスティンの告白を聞いて、静かに言う。

『やるべきことがわからなくなって、最善の道が見えないときはね、ジャスティン。自分の好きなようにやりなさい』

「……それでいいの？」

『いいんだよ。きみはきみが信じたいものを信じて、誇ほこりを持てるやり方を選びなさい』

　父の言葉に、急に遠のいていた痛みが蘇よみがえった。

　これは身体の傷とはまったく違う痛みだ。

　心の痛み。

（ああ──私、やっぱりあのとき、間ま違ちがったんだ……）

　不意に少しだけ頭がはっきりとして、父の幻影はかき消える。

　そう、あれは幻影。現実はここにある。ジャスティンはただひとり、埃ほこりっぽい歩廊に倒れている。ともすると闇やみに沈しずみそうな意識を必死に引き留め、ジャスティンは考える。

（ちょっと考えればわかったのに。私が信じたいものは、ひとを突とつ然ぜんさらうような組織の人間じゃない）

　退たい魔ま庁で食べた豪ごう華かな料理の味を、ジャスティンははっきりと覚えている。

　上品で自信に満ちた人間と食べた、あの食事のなんとまずかったこと！

　そして凶きよう悪あくきわまりない悪あく魔まだというレクス作の、不細工な朝食の美味おいしかったこと！

『どこにいても、わたしは眠ねむるだけだから』

　と告げたレクスの瞳は虚うつろだったが、奥には悲ひ哀あいを宿してはいなかったか？

（悪魔にだって、心はある。絶対に、ある）

　ジャスティンはいつでも、レクスたちを単なる悪の権ごん化げとは思っていなかった。

　対して、退魔庁のベネットは言っていなかったか？

『僕らと悪魔は相あい容いれない。だから、どちらかが片方を滅ほろぼすしかない』

　ありとあらゆる悪魔を皆みな殺ごろしにするのが退魔庁の意志なのだ。

　なんとなく胸が悪くなったのはそのせいだ。いくら悪魔とはいえ、言葉が通じて、普ふ通つうにつきあうこともできる相手を皆殺しにするなんて！

（私が信じたかったのは、レクスたちのほうだったんだ）

　気づくと、自然に涙なみだが零こぼれる。

（ごめん、レクス。あんたは人殺しかもしれない。それでも、まだ私のことは裏切ってなかったのに。私はあっさりあんたを裏切った）

　ジャスティンは震える手を窓へと伸のべた。

　ステンドグラスのはまった丸窓の枠わくへ手をかけ、どうにか身体を起こそうとする。

　指が丸窓に触ふれると、赤黒い血の痕あとがついた。

　ジャスティンが再び動き出したのを見て、魔犬が階段を駆かけ上がってくる。

　魔犬の足音に気づき、ジャスティンは丸窓を背にしてどうにか立った。魔犬は薄うすら笑う。

「祈いのっているのか、ジャスティン。そこに神はいるのか？　いるならどうして、天使のようなお前を助けず、わたしのような者をのさばらせているのだろう？──神は常に、怠たい惰だだ」

　魔犬の言葉が終わると、ステンドグラスから零れていた光がふっと消える。

　日が完全に落ちたのだろうか。礼拝堂は薄うす闇やみに満たされる。

　そして、大気が生暖かく震ふるえ始める。

「……なんだ？」

　犬が異常に気づいて顔を歪ゆがめる。

　ジャスティンは身体を丸窓にもたせかけたまま、どうにか嗄かれた声で言う。

「──『万ばん象しようを統すべる王よ、獣けものの皮を脱ぬぎ捨てて城を出るがいい』」

「……！　貴様、それはまさか……！」




「レクス!!」




　ジャスティンが声をかぎりに叫さけぶ。

　彼女が背で隠かくしていた丸窓の一部には、ジャスティンの血でレクスの紋もん章しようが描かれていた。

　犬がうなってジャスティンに飛びかかろうとする、そのとき、丸窓のステンドグラスが千々に砕くだけた！

　色とりどりのガラスの欠片かけらが、極ごく彩さい色しきの滝たきのように雪な崩だれ落ちる。

　丸窓の向こうにはまったくの闇が広がっていた。

　闇から現れた二本の腕うでが、崩れ落ちかけたジャスティンを背後からふわりと抱だきしめる。

「遅おそいぞ、ジャスティン。──待ちくたびれた」

　力強い腕を感じ、ジャスティンは喜びとも安あん堵どともつかない感情で震えた。

「あんたを呼び出す方法……思い出すまでに、時間がかかったの」

　歩廊に下り立ったレクスは小さくうなずき、ジャスティンの首筋に顔を埋うめた。

「血の臭においだ」

　耳元でレクスの深い声がつぶやく。

　不意に肩かた口ぐちの血を舐なめとられ、ジャスティンは小さく息を吞のんだ。

　猛もう烈れつな痛みが快感にすり替かわっていく。血が流れるのをやめていく。

　レクスはそっと目を伏ふせてから、ゆっくりと笑った。

　どこか夢見るように微笑み、レクスは言う。

「不思議だな。──お前の血だけは、まだ甘い」

　レクスの登場にひるんでいた魔犬が、再び殺気をまとってうなりをあげる。

　呼応するように、歩廊の下に広がる礼拝堂の床ゆかに溜たまった闇が蠢うごめきだした。

　闇の中から獣の腕が生える。ずらりと牙きばを持った奇き怪かいな化け物たちが次々と姿を現す。

　魔犬が呼んだ悪魔の眷けん属ぞくたちである。魔犬は叫んだ。

「貴様、わたしを邪じや魔まするのか！　それはわたしの獲え物ものだ！」

　漆しつ黒こくの軍装をまとったレクスはジャスティンを後ろへかばい、魔犬と相対する。

「キュリオスに使われている人間風情ふぜいがよく言う。消し飛ばしてやる」

「待って！　待って、レクス……あれ、オルムステッドさんなの！」

　ジャスティンはすがって言うが、レクスは冷れい淡たんだ。

「そうだ。お前をさんざんいたぶった相手だろう？」

「でも殺さないで！　人間は死んだら終わりなの、どんな人間だって、終わりなんだから！　あのひとだって、悪魔にとり憑つかれなかったらこんなことしなかった！」

　懸けん命めいに叫ぶと、レクスは少しだけ笑う。

「悪いのは悪魔だけ、だから悪魔だけを倒たおせということか」

「違ちがう！　人間だって悪魔だって充じゆう分ぶん悪い！　でも私はあんたのこと、顔以外はけっこう好きみたいだから……だから、もうひとなんか殺さないで！」

　好き、と言われてレクスは緩かん慢まんに瞬またたいた。

　少し首を傾かしげ、やがて笑う。

「利己的な話だ。だが、正直なのがいいな。──悪くない」

　レクスは丸窓の向こうに手を入れ、闇の中から見覚えのある赤い本を引きずりだした。

「ジャスティン、お前の魔ま法ほう書だ。第二行から第四行までを解放しろ」

　レクスの背後で、ジャスティンはどうにか重い本を開く。

「解放って……読めばいいの？──『お前の右手には不死鳥を生きながらに焼く原初の炎ほのおが、お前の左手には運命の輪を止める静止の瞳ひとみが、天地の土と水をお前に差し出そうと待ちかまえている』……！」

　指定された行を読むと、レクスの左右で歩ほ廊ろうの床に炎が走った。

　炎は紋章の形に焼けこげを作る。

　カードをめくったかのように、紋章の上に長身の人ひと影かげが現れた。

「やっと出番が来たぜ！　《亡失の槍やり》にして『灼熱の侯爵フイアス・タルカス』、エルデンはここに」

　陽気に名乗り、軍服姿のエルデンが抜ぬき身のサーベルにキスをする。

「《時の殺害者》にして『廃滅のウイアード・王子ネバーモア』、ルーナエはここに」

　反対側に出現したルーナエは、礼れい儀ぎ正ただしくレクスに頭をたれた。

　エルデンがはしゃいだ様子でレクスに訊きく。

「俺たちを呼び出したからには、ここから先は皆殺しのお時間ってことでよろしいでしょーかね？　レクス様」

「いいや。お前たちは雑ざ魚こどもの相手をしろ。人間は誰だれも殺すな」

　あっさり言われ、エルデンが目をみはる。ルーナエが真っ赤になって叫んだ。

「なぜです、レクス様！　こんな悪魔憑つき、消し飛ばせばそれですむものを！　雑魚をいくらたたいても意味はありません！」

「それでもやれ。魔法書の主の命令だ」

　レクスの声の冷れい徹てつさに、ルーナエは言葉を吞んだ。

　彼の赤い瞳にもはや眠たげな色はなく、鬼き気きを含ふくんだ血色のみがある。

　レクスに宿った殺気にあてられ、エルデンは高らかに笑った。

「あっはははは！　久しぶりだねえ、悪魔らしいあんたなんて！　いいじゃねーの、やってやるぜ！　久しぶりの戦せん闘とうだからって、俺に殺される前に死ぬんじゃねーぞ？」

　叫んで片手を振ふる。同時に礼拝堂の壁かべにそって、無数の炎が出現した。

「みんな消し炭になっちまえ！」

　エルデンがサーベルを振り下ろそうとしたとき、ジャスティンがその腕にすがる。

「うわっ、たっ、と、嬢じようさん、お誘さそいはありがたいけど、ちょっといきなりすぎるぜ！」

「エルデン！　下に人間の女の子がいるの、そのひとは殺さないで！」

「はいはい、わかりましたよ。……多分、な？」

　にやりと笑い、エルデンはジャスティンの手をふりほどく。

　そして今度こそサーベルが空気を裂さいた。

　耳が痛くなるような高音がたち、空中で燃えていた炎がいっせいに礼拝堂の床へと殺さつ到とうする。それぞれに軌き跡せきを描えがき、炎は床でのたうっていた悪魔の眷属たちを襲おそった！

　エルデンの炎はすさまじい高温だ。化け物たちは端から蒸発し、焦こげた跡あとしか残らない。

　そして炎は倒れている『守護天使』の少女のもとへも迫せまる！

「いでよ、《静止の輪》！」

　すかさずルーナエが叫び、宙から薄うす青あおく光る輪を取り出す。

　車輪に似たそれは高速で回転し、ルーナエの手から放たれる。

　輪は大きく弧こを描き、倒れた少女に向かって飛んだ。

　化け物たちが腕を伸のばすが、輪に触れた途と端たんに化け物たちは凍こおりついたように静止する。

　石像のようになった化け物たちは、半秒もおかずに次々塵ちりと化して四散した。

　輪は多くの魔ま物ものと、信徒席のベンチを塵にして『守護天使』の前に突つき立つ。

　わずかに遅おくれてエルデンの炎がルーナエの輪にぶちあたり、これまた四散して消えた。

「……！　守ってくれたんだ！　ありがとう、ルーナエ！」

　ジャスティンが叫ぶと、ルーナエは少し驚おどろいたようだ。戸と惑まどい気味に目をそらして言う。

「お前のためじゃない、勘かん違ちがいするな。……本当だぞ。レクス様が人間を殺すなとおっしゃったから、僕はその命に従っただけだからな！　大体エルデン、お前の攻こう撃げきは大味すぎる！」

「小細工ばっかの奴やつがよく言うぜ。どっちが強いかレクス様に見てもらおうじゃねーの！」

　エルデンはまったく悪気のない様子で、サーベル片手に歩廊から下へと飛び降りる。

　礼拝堂の化け物たちはエルデンとルーナエの攻撃であらかた滅ほろぼされた後だったが、また四方の闇やみからじわじわと新たな化け物がわき上がってきていた。

　眷属を呼んでいる悪あく魔ま自体を倒さねば、いくらでもわいてくる下等な魔物なのだ。

　ルーナエもエルデンの傍かたわらに軽かろやかに飛び降り、サーベルを抜く。

　化け物相手に立ち回りを始めようとしている部下たちを視界の端はしに、レクスは歩廊で魔犬と向かい合っていた。

「次はわたしの番だが──お前では力不足だ。こんなものの陰かげに隠かくれていないで、出てこいキュリオス。……わたしと戦いたかったのだろう？」

　声に毒々しいほどの甘さをまぜてレクスが言う。

　魔犬は赤い目を痙けい攣れんさせながらレクスを見ていたが、すぐにどろりとした黒い液体になって床にわだかまる。

　液体から吐はき出されたオルムステッドが歩廊に転がった。

　残った液体はのたうちながらゆっくりと立ち上がってひとの姿をとる。

　現れたのは長い金きん髪ぱつの、レクスとは対照的な真っ白い服をまとった人物。

　キュリオスは緩慢に長身の背を伸ばし、震ふるえる瞳を細めてレクスを見つめた。

「レクス。お前はあれほどわたしと戦うのを嫌いやがっていたというのに、わたしの鎖くさりを解いて立ち去ったというのに、今さら──そんな声でわたしを呼ぶのだね」

　ほとんど切ないほどの声に、レクスは甘い微び笑しようで返す。

「礼を言いたいのならジャスティンに言え。彼女の血がわたしを生かす」

　キュリオスは長身を折ってくすくすと笑い出した。

「ああ──ただの人間の女が、お前を生かしていると？　なんて胸の悪くなる喜劇なのだろう。くくくく……憎ぞう悪おが煮にえたぎっている……ぐつぐつとね。つま先から煮られているようだ。ほら、もう憎悪の水位が目の辺りまで来た。すべてが赤く見えるよ。血の色だ。お前の言葉が、お前の呼吸が、お前の視線が、お前の存在すべてが、憎にくくてたまらないよ──レクス」

　最後にどす黒い声でレクスを呼び、キュリオスは中空から二匹ひきのからまる竜りゆうを模した長ちよう槍そうを取り出す。

　レクスはキュリオスから視線を外さずに言う。

「ジャスティン、詩の五行目から六行目だ」

「はい！　ええと……『牙を隠し、かつて神よりたまわった【追放】の声を胸に、幾いく度どでも生命の泉を飲み干すがいい。お前の闘たたかいは永遠なのだから』！」

　ジャスティンの澄すんだ声が響ひびくと、レクスの左てのひらが淡あわい光を帯びる。

　レクスは両手をあわせ、何も持っていない左手から巨きよ大だいな剣けんを引きずりだした！

「何……!?　どこから出てきたの？」

　唖あ然ぜんとするジャスティンの目の前で、レクスはてのひらほどの幅はばの長大な剣をかまえる。

　真っ赤な刀身に刻まれた魔法文字は、確かに『追放者』と読めた。

「来い」

　レクスが言う前にキュリオスが踏ふみこむ。

　長ちよう剣けんと槍がかちあうと、衝しよう撃げき波はで礼拝堂がびりりと震える。

　続いて高速でふたりは打ちあう。

　相手のことを知り尽つくしているがゆえの、あまりに呼吸のあった所作。

　槍がひるがえり、柄えで剣を打つ。穂ほ先さきが優美に回って、すばらしい速度で突きだされる。

　レクスが軍服の長いすそをなびかせて避さける。大剣が下方からキュリオスを狙ねらう。

　キュリオスもひらと避けて、金髪だけが数本宙に舞まう。

　舞ぶ踏とうに似た足取りで互たがいの立ち位置を変え、めまぐるしい立ち回りは階段の上へ移る。

「やはりなまっているな、レクス。倍速にあげてみるか？」

「つきあってやろう。久しぶりだ」

　レクスが応じると、キュリオスはいきなり動きの速度をあげた。

　おそろしい勢いで槍と剣が大気を裂く。大気は焦げ臭くささを含んだ。

　常人には見て取れない打ちあいは、段々と速度を増していく。

　高速で相手の動きを予測して動く。もはや剣と槍はかちあうことすらない。ほんのわずかな間を空けて避けてしまうからだ。

　それでも衝撃波で壁や床ゆかが削けずれていく。石の欠片かけらが高速で散り、壁がびりびりと震える。

　ふたりは立ち回りの中で階段を下りきる。

　ジャスティンは歩廊からふたりを見下ろした。キュリオスとジャスティンの目があう。

　その瞬しゆん間かん、キュリオスが不意に笑えみを浮うかべた。

　高速の打ちあいの中では、おそろしく大きな隙すきだ。

　レクスは容よう赦しやなく踏みこむ。

　キュリオスは後ろへ跳とんで避けようとする、が、レクスの剣が生んだ衝撃波はキュリオスを祭さい壇だんへとたたきつけた！

　木製の祭壇は粉々に砕くだけ、その衝しよう撃げきはジャスティンがいる歩ほ廊ろうにまで届く。

「き、きゃああああ！」

　ジャスティンは悲鳴をあげた。歩廊が尋じん常じようではない揺ゆれ方をしている。

　レクスはわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「──謀はかられたか」

　そう、キュリオスは戦いの中で、歩廊にダメージが行くように計算していたのだ。

　このままでは歩廊が崩くずれる！

「ジャスティン！」

　レクスが叫さけんで数歩駆かけ出す。歩廊が轟ごう音おんと共に崩ほう壊かいした、そのとき。

　レクスの身体からだに衝撃が走る。

「──あ……ぐ……！」

「二度目だな、レクス」

　いつのまにやらレクスの背後に回り込んでいたキュリオスが優やさしく言う。

　手の中の槍やりは、がらあきだったレクスの背に深く刺ささっている。

　そしてレクスは、腕うでの中に受け止めたジャスティンをぎゅっと抱だきしめている。

（何……何が、あったの）

　ジャスティンは茫ぼう然ぜんと目を見開いている。

　歩廊が崩れそうになったとき、ジャスティンはかばおうとした。そのオルムステッドの姿は祭壇の残ざん骸がいの中にある。そうひどい高さを落ちたわけではないし、死んではいないだろう。

　問題なのは、レクスの身体を突き通し、目の前に血をしたたらせている槍の穂ほだ。

「レクス……」

　震えて名を呼べば、レクスは静かにジャスティンを見下ろしてくる。

　苦しい。レクスの瞳ひとみの静けさに、傷のひどさに、一気に視界が涙なみだでにじむ。

「ふ、は、ははははは！　どういう茶番劇だ、これは？　こんなことをやるために、お前は人間界に戻もどってきたのか？　レクス。正気では見ていられんぞ！」

　落ちたレクスの剣を踏みつけて笑いこけるキュリオスはよそに、レクスはジャスティンの涙に潤うるむ瞳をしげしげと見つめていた。

「──泣いているのか？」

　レクスが訊きく。

　不思議なほどに穏おだやかな問いに、思わず涙が零こぼれた。

　ジャスティンは小さくあえぎ、どうにか囁ささやく。

「違ちがっ……う、泣いてるんじゃ……ない、泣いてたって、どうにもならない──ひどい……どうして、どうして私のために、レクスが、こんな、死にそうな目にあうの……!?」

「言っているだろう。──全部ただの暇ひまつぶしだ、と」

　レクスは優しく告げて、ジャスティンを抱く腕に力をこめた。まるで恋こい人びとのような所作。

　途と端たんに強きよう烈れつな悲しみと、怒いかりがジャスティンの中にわき上がった。

　生死の駆け引きさえもがただの暇つぶし？

　──確かにそうなのかもしれない。

　レクスは悪あく魔まで、とても長い時を生きてきて、戦いは日常で、いつも血の臭においを嗅かいでいて、もう誰だれの死を見ても、自分の死を思っても、心なんて動かされないのかもしれない。

（しょうがないよ。しょうがない──レクスの人生は、レクスのものだもの）

　でも。

　ジャスティンは歯を食いしばってレクスを抱き返す。

（でも……私の痛みは、私のものだ！）

　傷ついたレクスを見て、傷ついた心はジャスティンのものだ。

　ジャスティンはレクスの肩かた越ごしに、キュリオスをねめつける。

　キュリオスは仮面のような笑いを顔にはりつかせたまま、手て袋ぶくろをした片手をあげる。

　彼の片手の周りで、ばちばちと火花が散った。

　視界がゆらめき、黄金色の巨大な気配がキュリオスの背後ににじみ始める。

　──何かが出現しようとしている。

　大気自体が総毛立つような、邪じや悪あくで強力な何かが！

　魔ま界かいから呼び出された『何か』が実体をとる、その直前にジャスティンは叫ぶ。

「──『天の光すらもお前の目、風はお前の耳となる。だが、たったひとつ、犯おかしてはならない罪がある。智者に逆らうことなかれ』」

　それは十四行詩の七行目から八行目にあたる言葉だ。

（きっと、ここは魔ま法ほう書の主がレクスに何かを命じるときに使う言葉だ！）

　痛みと激情の中でも、ジャスティンは懸けん命めいに考えている。

　危機が迫せまったときほど、考えることをやめては駄だ目めだ！

　はたして、ジャスティンの声はわずかにキュリオスの呼び出した『何か』の動きをさまたげた。金色の光がわずかの間こおりつき、レクスがかすかに身じろぐ。

　彼の身体に、ほんの少しだけ力が戻ってきたのがわかる。

　ジャスティンが軍服の肩かたを押さえてのぞきこむと、レクスの物もの憂うげな瞳と視線があう。

「……ジャスティン。我が魔法書の主。わたしに何をさせようとしている？」

「戦って、レクス！」

　すかさずジャスティンが叫ぶ。レクスは淡く微笑ほほえんだ。

「──あいにく、けっこうな重傷だ。戦うのが、面めん倒どうになる程度には」

「…………っ！」

　心がひどく痛んで、ジャスティンはまた涙をにじませた。

　傷が深いのなんて知っている──まだレクスの血がしたたっているのも知っている。

　けれどジャスティンはレクスにすがって叫び続ける。

「それでも立って、戦って、そうしてあいつに勝つの！」

「そうか──お前はまだ、死にたくないのだな」

　レクスが微笑んで言い、ジャスティンの髪かみをなでる。

　ジャスティンは涙をこぼしながら声をふりしぼる。

「私は死にたくなんてない、当たり前じゃない！　でも、違うの！　あんたはあんたが生きるために戦って！　絶対に、私のために死んだりしないで!!」
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「……生きるために戦う？……わたしが？」

　レクスは手を止めてつぶやいた。

　そのとき、静止していた金色の気配が再び動き出す。

　金の光は見る間によりあわさって、二本の円柱と化す。

　円柱は互いにからまりあいながらずるずると伸のび、礼拝堂の高い天てん井じようにまで達してから、優美に身をよじってジャスティンたちを見下ろした。

（これ──まさか……竜りゆうだ!!）

　ジャスティンは目をみはった。

　そう、それはまさしく双そう頭とうの竜である。

　身体の表面には無数の金の鱗うろこがびっしりと生え、刃はのように冷たくきらめく。

　真っ赤に濁にごった瞳がジャスティンたちを捕とらえ、竜は巨きよ大だいな口を開いた。

　やがて発せられた吠ほえ声は、まるで数万の群衆の悲鳴のごとき轟音！

　恐きよう怖ふに満ちた叫びに狂きよう気きにかられる、一いつ瞬しゆん前にジャスティンは叫んだ！




「『本の持ち手である智者はお前に命ずる、智者の敵はお前の敵、撃げき滅めつせよ、死こそ智者の敵に与あたえられるべき唯ゆい一いつの宝』！」

「『魔界の王フエロノス・レクス』たる我が真名『────』によって命ずる──来い、《虚構のミザ・ナビーム・大剣デユーダド》！」




　同時にレクスの深く涼すずやかな声が命ずる。

　途端に辺りにすさまじい哄こう笑しようが鳴り響ひびいた。けたたましい笑い声のもとは、キュリオスの足あし下もと──転がった大剣、レクスの『追放者』であった。

「──！」

　殺気を感じ取ったキュリオスが飛び退しりぞこうとする。

　一瞬早く、ひとりでに跳はね上がった『追放者』がレクスの手に収まる。

　振ふり向きざまのレクスの一いち撃げき！

　キュリオスが腰こし辺りをまっすぐに薙ながれてよろめく。

　同時に竜が狂気じみて叫び、レクスに向かって雪崩れ落ちる！

　ジャスティンが必死にレクスをかばおうと抱きしめた、そのとき……

　金色の竜は音もなく四散した！

　一気に千々に砕くだけ、きらめく黄金色の粒つぶと化して大気を染める。無数の金の粒がきらきらと舞まい落ち、床ゆかへと降り積もっていく。

　嘘うそのように静かに、明るくなった礼拝堂の中、キュリオスはまだ立っていた。

　彼は自分の腰の辺りにまっすぐ走った赤い筋を見下ろし、ゆるりと崩くずれた笑えみを浮うかべる。レクスは囁く。

「……満足か？　キュリオス」

「ああ──久しぶりの痛みだ。……新たな憎にくしみが湧わいてくる」

　うっとりと言ったキュリオスは、崩れるように全身を黒い液体に変えた。

　キュリオスだったものは石床にしたたり、蛇へびのようにのたうって魔法文字を形作る。

　ジャスティンの瞳に映った魔法文字は、『また会おう』と読めた。

　次の瞬しゆん間かん、文字は吸いこまれるように石の隙すき間まに消え、ときを同じくしてレクスに刺ささっていた槍やりも消しよう滅めつした。

　後に残ったのは荒あれた礼拝堂のみである。

　ジャスティンはぼんやりとしかけたが、すぐにはっとしてレクスの傷を手で押さえこんだ。

「レクス、レクス、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　まだ血は溢あふれている。泣きそうな声で問うジャスティンに、レクスは微笑む。

　笑ってジャスティンのほおをなでてやり、だるそうに言う。

「ああ。痛いのは別に嫌きらいじゃない」

　ジャスティンはわずかに眉まゆ根ねを寄せ、がっくりと肩を落とす。

「……美形なうえに変態なのね、あんたって……」

「……そうか？　おかしいか、わたしは」

「うん、全部がおかしい。特に顔が」

「そうか……それは困った……ような気がするな」

「……何アホくさい会話してんですか、あんたら」

　うんざりした口調でエルデンが言い、肩に担いでいた『守護天使』の少女を床に転がす。

　もう辺りには悪魔の眷けん属ぞくの姿もなかった。

　戦せん闘とうの名残なごりの炎ほのおも、金の光も消え、かわりにいつしか燭しよく台だいにたくさんの蝋ろう燭そくが燃えている。

　同じく歩み寄ってきたルーナエが、ジャスティンを見下ろして厳しい表情で言う。

「女、お前の望みどおり、こいつは守ってやったぞ。はいつくばって感謝しろ。そもそもこの女はレクス様の魔ま力りよくに守られていたから、雑ざ魚こなどには手出しができたはずもないがな」

　ルーナエの言いように、ジャスティンは『守護天使』とレクスを見比べる。

「レクス、この子があんたの魔力に守られてるってどういうこと？……誰なの、この子」

「本人に自分で訊きいてみるがいい。わたしの傷はすぐにふさがるから気にするな」

　レクスに手首をつかまれて、ジャスティンはしかたなくレクスの傷から手を離はなす。

　そして気絶した少女の傍かたわらに膝ひざを突つくと、彼女はそっと薄うすいまぶたを開けた。

「……ジャスティン……」

　ジャスティンの姿を視界にとらえ、少女はとても嬉うれしそうに──慈じ愛あいに満ちた顔で微笑む。

　途と端たんに、ジャスティンの頭の中に古い記き憶おくが蘇よみがえった。

　昔、青の寝しん室しつで笑っていたひとは、こんな顔をしてはいなかったか？

「……あれ……お祖母ばあさま……？」

　直感に従い、ジャスティンはつぶやく。すると少女の笑みは深まった。

「そうよ。やっと思い出してくれたのね。久しぶり……大きくなったわね、ジャスティン」

「お祖母さま……本当にお祖母さまなの？　お祖母さまは死んだって……それに、歳が」

　今目の前にいる少女はどう見ても十代だが、祖母はもう六十歳になったはずなのだ。

　祖母は少女の顔に昔のままの笑みを浮かべて、静かに言う。

「あなたのこと、ずっと心配していたわ。あなたが帰ってきたらしいとは噂うわさに聞いたのだけれど、病気が悪くてね。なすすべもなく意識が遠くなった。……助けてくれたのは、あの悪あく魔ま」

　横たわったまま、祖母はレクスのほうへ視線をやった。

「レクス？　レクスがお祖母さまを……？」

「そう。私の魂たましいがここから離れていきそうになったとき、あの悪魔の声が響いたの。彼が私に『助かりたいか』と訊くから、私は『ジャスティンを助けたい』とだけ答えた。そうしたら──私はいつの間にかこの姿になって、墓地に立っていたわ。少しばかり魔法も使えるようになったから、陰かげながらあなたを見守っていたの」

「そう……だったんだ」

　聞いているうちに胸にしあわせが溢れてきて、ジャスティンはまた涙なみだぐんだ。

　どうにか泣き出すのを堪こらえて、ジャスティンは言う。

「お祖母さま……ありがとう。私のことを思ってくれて、こうして生きててくれて。本当にありがとう。あと……レクスも。ありがとうね」

　心の底からの礼を言うと、レクスは自分の膝に頬ほお杖づえをついて答える。

「お前はわたしに、家族との温かい食事が欲しいと言ったからな。家族を蘇らせたのだ。──わたしの力があれば、お前の祖母はずっとその身体からだのまま生きていける」

「……このまま、ずっと……」

　心が躍おどり、ジャスティンは小さく繰くり返した。

　このまま、この祖母と暮らせる？

　すっかり健康そうに若返った美しい祖母と？

　それはあまりにも甘く幸福な未来だ。ひとりで父を待つよりもよほど心強い。

（でも……なんだろう。なんだか不安。何かがおかしい気がする）

　ジャスティンの真の望みを叶かなえるために、レクスは祖母を若返らせた。

　真の望みを叶えて──そしてレクスは何がしたいのか。

　疲つかれ果てた頭で考え始めたジャスティンの横で、祖母は不意に声をあげた。

「あら、それは困るわ！　ずっとだなんて、駄だ目めよ。私、もう帰るわよ」

「え？　お祖母さま、帰るって、どこへ？　ここがお祖母さまの家でしょ！」

　慌あわてるジャスティンに、祖母はにっこり笑って言う。

「天国に帰るのよ。だって私、本当はもう死んでいるんですもの」

　──死。

　その言葉が持つ不ふ吉きつな響きが、ジャスティンの胸に突き刺さる。

　ジャスティンは柄がらにもなくうろたえた。

「お祖母さま、何を言ってるの……私たち、この、まま」

　続けようとするジャスティンの唇くちびるに指をあて、祖母は微笑ほほえんだまま告げる。

「ジャスティン、聞いて。私、死んだときにとても綺き麗れいなものを見たわ。それはね、光よ。意識が遠のくと同時に甘い香かおりがして、きらびやかで荘そう厳ごんな音楽が落ちてきた。そして視界を灼やくほどの白い光が辺りに満ちたの。ものすごい幸福だったわ。──私、神様に会ったの」

　優やさしい囁ささやきに、ジャスティンは言葉を失う。

　一方エルデンは、耐たえきれないというふうに笑い出した。

「ぷっ……は、あはははは！　神様かー！　そりゃすげぇや！　そんなもんいねーっつーの」

「エルデン!?　何言ってんの！」

　かっとして叫さけぶジャスティンに、ルーナエが冷静に言う。

「すべて本当のことだ。我々悪魔は実在するが、神や天使というのは、人間の聖職者が権力をむさぼるためにねつ造したものにすぎない。初めから、そんなものはいない！」

　きっぱりと言い切られてしまい、ジャスティンはどきりとする。

（落ち着かなきゃ……こいつらは悪魔なんだから、冒ぼう涜とく的なことを言うのは当たり前！）

　自分に言い聞かせつつも、心の奥ではずっとわだかまっていた不安が首をもたげる。

　ジャスティンは旅の間に気づいていたのだ。悪魔の伝承は世界中に似たようなものが広がっていること。そして、聖職者たちが言うような天使と神は聖書にしか存在しないことを。

　──はたして、ねつ造の可能性が高いとしたら、天使と悪魔、どちらだろう？

（っっ……！　何を考えてるの、私！　惑まどわされちゃ駄目だ）

「そーゆーこと。だから俺たちと仲良くしたって、罰ばちなんか当たんねーのよ。逆にいいことしたって天国なんかねーの。死後に望みなんかかけないで、楽しく過ごしたほうが得だぜ？」

　エルデンが笑っている。ルーナエが冷たく見ている。

　ジャスティンはきつく唇を噛かみ、祖母の顔をまっこうから見つめた。

　──祖母は美しかった。

　とてもしあわせそうに笑っていた。

「ジャスティン、信じて。神の国はあるわ。私は見たのだもの」

　あまりに美しい笑顔に、ジャスティンはかすかな安あん堵どと強い悲しみを覚える。

「そこは……綺麗な、ところだったんだ？」

　どうにか囁いたジャスティンの悲しげな顔に、祖母は手を差し出す。

　そっとほおをなでて囁く。

「ええ。あれは終わりの場所なんかじゃない。命の香りに充みち満ちた、すべてが始まる場所よ。怖こわがりすぎないで、ジャスティン。怖がりすぎれば、色んなものが見えなくなるわ」

「私、信じる。──お祖母さま」

　ジャスティンは声を絞しぼり出す。

　祖母の強さが、触ふれられたところから入りこんでくるようだ。

　ジャスティンはけして忘れないだろう。ただおとなしい貴婦人だと思っていた祖母が、実は自分みたいなおてんばで、しかも自分を守るために奔ほん走そうしてくれたことを。

　そして彼女の満足げな顔を。

　だから、ジャスティンは祖母の信じたことを信じる。

　神はいる──もしくは、いなくとも、神の国はある。

　それは白く輝かがやき、美しく、懐なつかしいひとがいる場所だ。

　ジャスティンの、母がいる場所だ。

　ジャスティンは祖母の手を握にぎり、囁いた。

「さようなら。また、会いにいくね」

「待ってるわ。私の可愛かわいいジャスティン。ああ──そうそう。最後に、あなたに伯はく爵しやく家の秘密の宝物を教えておくわね。ちょうど今なら見えるはず。……あれよ」

「秘密の、宝物……？」

　オルムステッドが探さがしていたという、隠かくし財産のことだろうか。

　ジャスティンが祖母の指さすほうを見れば、砕くだけた祭さい壇だんの裏の壁かべに、一枚の金属板がはまっているのが視界に入った。

　そこには伯爵家の紋もん章しようと、一文が記されている。

「──慈愛と、我が家族──伯爵家のモットーを刻んだプレートよ。あれこそが私たちの宝物。私はあなたにあれを残していくわ。けして、なくさないでね」

　囁いて微笑み、祖母はそっと目を閉じる。

　彼女の姿は見る間に元の老人へと戻もどり、細い息を吸いこんで──呼吸は途と絶だえた。

　乾かわいた唇には確かに、満足の笑みがある。

　ジャスティンは祖母の手を握ったまま、静かに涙をこぼしていた。

　なりゆきを見守っていたレクスは、懐ふところから一枚の紙を取り出す。

　ジャスティンとの契けい約やくのために作った、例のおざなりな契約書だ。

　契約書はジャスティンの祖母が息を引き取ったと同時に、端はしから黒く焼けこげて縮んでいく。手の中で灰になった契約書の残ざん骸がいを床ゆかへと落とし、レクスは言う。

「──お前が祖母の延命を望めば、契約を結ぶことができるかと思ったが……最後の誘ゆう惑わくも失敗ということだな」

　失敗と言いながらも、レクスの顔はどこか満足そうな微笑があった。

　それを見たエルデンとルーナエは顔を見合わせ、それぞれに肩かたをすくめる。

　レクスが優美に指を鳴らすと、礼拝堂の鐘しよう楼ろうで鐘かねが鳴り始めた。

　弔ちよう鐘しようである。

　蝋ろう燭そくの灯りで照らされる荒あれ果てた礼拝堂の中、響ひびく弔鐘はどこか誇ほこらしいものだった。
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「──色々とご苦労であった。城のほうはそろそろ落ち着いたころか？」

「はい。オルムステッドさんは逮たい捕ほされましたし、他ほかの弁護士さんに色々と手配していただいて。学校や城の運営もどうにかなりそうです。……礼拝堂は危険なので、修理中ですが」

　ジャスティンは言い、慎しん重ちようにカップを手にとった。

　レクスとジャスティンが城からキュリオスを追い払はらった数カ月後。

　初夏の季節に、ジャスティンはノースランドの高地地方にいた。

　かちこちに固まったジャスティンと円えん卓たくをはさんで向かい合うのは、喪も章しようをつけた美青年──に一見見えるが、本当は三十代の女性である。

　涼すずしげな目元に不思議な威い厳げんのある、背筋正しいひと。

　彼女こそ、ノースランドならびにエールランドを含ふくむサウスランド連合王国の女王陛下だった。退たい魔ま庁からジャスティンのことをつぶさに聞いた女王は、本人に会ってみたいと望んで、夏の別べつ荘そうであるこの城へと呼んだのだ。

　女王は無造作に、それでも優美にお茶を飲んで言う。

「礼拝堂の修理費は退魔庁の予算から出す。お前を危ない目にあわせたのは長官のベネットの独断であり、私の本意ではない。私からあらためて詫わびよう。悪かったな、ジャスティン」

「そんな……陛下にはもう、充じゆう分ぶん助けていただいています！」

　慌てて首を振ふるジャスティンに、女王は少し笑って続ける。

「そうだとよいが。ときに、伯爵とはまだ連れん絡らくがとれないと聞いた。これからの学校はどうする？　お前が学校長になるのか？」

「……父のことはもう少し待ってみます。学校もせっかくですから、父が帰ってくるまでどうにか運営していきたいと思っています。でも私みたいな若じやく輩はいが学校長というわけにもいきませんから……実務は秘書さんにお願いして、私は裏でちょっとお手伝いしようかな、と。私のほうは表向きは今までどおり、城と学校のメイドでいます」

「メイド？　よりによって、なぜだ」

　表情の出にくい瞳ひとみでじっとジャスティンを見つめ、女王は言う。

　ジャスティンはちょっとひるみそうになりつつ、どうにか微笑んで言う。

「けっこう面おも白しろいんです、あれ。こんな機会じゃないとメイドの仕事を極きわめることなんかできないかもしれないし──それに、今までメイドだった私が突とつ然ぜんお嬢じよう様さまでした、っていうことになったら、きっとみんな決まり悪いじゃないですか」

「──なるほど。つまり、お前は表向きはメイドで、裏では影かげの校長先生になる──というわけか。なかなか面白いかもしれぬ。個性的だな」

（個性っていうなら、女王陛下のほうがよっぽど色々と個性的だと思うけど……そんなこと、口に出しては言えないか。そもそも退魔庁なんてものを作る時点で、かなり変わった方よね）

　聖職者と対立しかねない、悪あく魔ま契けい約やく者による悪魔退治機関。

　そんな裏組織を抱かかえているのは、この女王本人なのだ。

　ジャスティンはためらいがちに切り出した。

「……私はよく変わっていると言われますが、自分では普ふ通つうの人間だと思ってます。平へい凡ぼんで、力ない十五歳の娘むすめです。今回のことでも、自分の非力をしみじみ思い知りました。それで、というのもなんですが……ひとつ、陛下にお願いしてもかまいませんか？」

「言ってごらん」

「この魔ま法ほう書、私が持っていたいんです」

　今、あの赤い魔法書は円卓の端はしに鎮ちん座ざしている。

　女王はちらと魔法書を見てうなずいた。

「かまわぬ。どのみち、私たちの手元に留めてはおけないようだ。一度退魔庁で預かったのに、書庫の封ふう印いんをやぶって勝手に消えたと聞いたぞ。ベネットが大だい激げき怒ど──もとい、大喜びして封印の強化に乗り出している。あの悪魔が魔法書を無理やり引きずりよせたそうだな？」

「はい……すみません。レクスは無む茶ちや苦茶なんです。多分、あの魔法書に封ふうじられているのも単なる趣しゆ味みだと思います。逃にげられるんだけど、逃げるのが面めん倒どうくさい、みたいな……」

　言っていてジャスティンのほうが悲しくなってきた。

（ありえないよね、そんな最強悪魔……まあ、無害でいいけど）

　女王は小さな菓か子しを指でつまんで、伏ふし目がちにつぶやく。

「確かに悪魔という存在は無茶苦茶だ。力ちから業わざですべてをねじ曲げるだけの力を持っている」

「──でも、レクスは顔はああですけど、性格はそんなに悪くないんです。私のために卵を焼いてくれたこともあるくらいで」

「卵？　悪魔は卵を食べるのか？」

　女王が興味を惹ひかれたのが嬉うれしくて、ジャスティンは勢いよくうなずく。

「はい、レクスも、部下の悪魔たちも、味覚は私たちと同じです！　私、一いつ緒しよに食しよく卓たくを囲める相手とは、必ずいつか友達になれると思ってます！」

　女王がじっとジャスティンを見た。

　ジャスティンが強い視線にどうにか耐たえていると、女王はかすかに笑う。

「──その先を言うがよい。お前はじつに困ったことを言おうとしているようだ」

　ジャスティンは小さく深呼吸をしてから、心を決めた。

　声が震ふるえないように注意して言う。

「……私は、悪魔にも心があると思います。心がある相手とは話ができます。話ができる相手とは、一緒に暮らせると思います。一緒に暮らせる可能性がある相手を殺すことは、好ましいこととは思えません。──私は、悪魔とひとがどうにか共存できる未来を望みたいのです」

　言ってしまった。

　ジャスティンは膝ひざの上で拳こぶしを作り、緊きん張ちようして返事を待つ。

　女王は紅茶の液面を眺ながめたまま、ゆっくりと話し出す。

「……お前に昔話をしてやろう、ジャスティン。この国には、幼いころから天才の名をほしいままにした貴族の男の子がいた。博物学的な知識を持つ科学の信しん奉ぽう者でな。成長と共にあらゆる学問を修めた彼を、誰だれもが讃たたえたものだ。もちろん、私もな。彼はきっと私の国の役に立ってくれると信じた。彼は私の幼なじみだった──しかし彼は、最後に悪魔学にはまったのだ」

「え、それって……」

　ふと退魔庁長官の顔が思い浮かんで、ジャスティンはつぶやく。

　牢ろうの中で暮らす彼。公こう爵しやく家出身なのに、いないものとして扱あつかわれているという彼。

「もうわかるであろう。退魔庁の長官をやっているベネット・ルイス・ベックフォード。悪魔に魅み入いられて、危険な研究に手を出したために死し刑けい宣告を受けた男。退魔庁がなくなればすぐさま殺される運命の……まあ、私の初はつ恋こいの男だ」

　さらりと言われてしまい、ジャスティンはどきりとした。

　目の前の美青年然とした女王が、あのぼんやりとしたベネットに惚ほれていたことがあったのだ。それとも……今もなのだろうか？

　女王はジャスティンを見て不意に微笑ほほえむ。

「悪魔というのは、とても魅み力りよく的な存在らしい。羨うらやましいことだ」

「ごめんなさい！　私、何も知らなくて」

　頭を下げるジャスティンを眺めながら、女王は言う。

「無知は罪だ」

「本当に申し訳ありません……！」

「そして、強さでもある」

「え？」

　ジャスティンが顔をあげると、女王は侍じ女じよに持ってこさせた箱から何か取り出したところだった。

「受け取れ、ジャスティン」

「はい！」

　ジャスティンは慌あわてて立ち上がり、うやうやしく受け取る。

　そっと見てみれば、手の中にあったのは金のペンダントだった。

　剣けんに古い巻物がからみつく意い匠しようである。

　女王は卓たくの上で指を組み合わせて言う。

「退魔の許可証だ。これを持っていれば、退魔庁には所属しなくとも、私が退魔の許可を与あたえたことになる。……お前はお前でやってみろ。お前の信じる方法で、お前の信じる悪魔と共に、この国のために働いてほしい」

「あ……ありがとうございます！」

　思いがけない返事に、一気にジャスティンのほおが紅潮する。

　ずっしりと両りよう肩かたに責任がのしかかる。けれど嬉しい。

　自分は認められたのだ、そう強く感じる。

　女王は声に冷れい徹てつな強さをまぜて続けた。

「よいか、これはお前がひとりの死者もなく、自分の城での悪魔事件を解決したことを評価しての措そ置ちだ。そして……正直なところを言えば、ああも強大な悪魔相手では、我々としても人間優位の契けい約やくを結ぶのも滅ほろぼすのも難しいのだ。あの悪魔が気まぐれでお前に従うなら、そしてお前がひとのためにあの悪魔の力を行使するなら、その間は一番平和的に大きな悪魔の力が人間のためにふるわれることになる」

「はい」

　ジャスティンは真しん剣けんに答える。女王は小さくうなずいた。

「いずれ、こちらから悪魔関係事件の処理を頼たのむかもしれぬ。それとは別に自分で調査を始めてもけっこう。……やってみるがよい、ジャスティン」

「ありがとうございます！　私……がんばります。本当にがんばります！」

　感極まった様子で何度も頭を下げ、ジャスティンは部屋を辞した。

　女王はしばらく空になった椅い子すを眺めていたが、やがて侍女を呼ぶ。

　侍女は裏の扉とびらからひとりの男を連れてきた。

　白い軍服に金糸刺し繍しゆうの肩かた帯をかけた略装の青年。退たい魔ま庁のユリアンだ。

　女王は静かに訊きく。

「ユリアン、私がジャスティンとしていた話は聞いていたな？」

「はい。俺の悪魔の力を借りました」

　ユリアンは直立不動で落ち着いた声を出す。

　彼の左目は薄うす赤あかく染まっており、段々と元の茶色へ戻もどっていくところだった。

　女王はユリアンに視線をやることなく言う。

「あれが暴走したり、人間の敵になったら、そのときはお前たちが狩かれ」

「……はい」

「おや。お前も何か、私に言いたいことがあるのだな？」

　女王に言われ、ユリアンは静かに口を開いた。

「失礼ながら、陛下は彼女が言ったようなことが実現するとお思いですか？」

　ジャスティンの言ったようなこと。

　すなわち、悪魔と人間が共存する世界の実現だ。

　女王は大きな窓から中庭のほうを眺める。外には柔やわらかな光が満ちていた。

「──あの子が言うのはただの夢だ、ユリアン。ただ、美しいだけの夢。若い子の夢というのはいい。聞いているだけで自分も若返っていくような気がする。……もっとも私は、娘時代にもあの子のような夢は見なかったがな」

　世界の覇は者しやとなった国の女王として、彼女は夢だけでは生きていけない。

　女王はジャスティンを羨むような瞳ひとみでふと笑い、初めてユリアンを見やった。

「しかし私はこうも思うのだ。ただの夢もまぜておかないと、この世は少し暗すぎる──とな。完全な闇やみの中では、ひとは生きてはいけぬ。……私もベネットに手紙でも書くとしよう」

「また俺が届けるんですか？　ほどほどになさってください。秘書官に見つかります」

「何を言う。私の唯ゆい一いつの個人的な楽しみだ、邪じや魔まをするな」

　子供っぽく言い返し、女王は笑った。




　　　　[image: くぎり]




（私、これからもレクスたちと一緒にいられるんだ。私がちゃんとレクスたちを抑おさえているうちは、ずっと一緒にいられるんだ）

　ジャスティンは浮うき立つ気持ちを抱かかえて噴ふん水すいのある前庭に出た。

（でも逆に、レクスたちと私の心が通じなくなったら終わりだ。……レクスたちがまたひとを殺しだしてしまったら、一番とんでもないことになる）

　自分は一体いつまで、レクスたちの中に心を感じていられるだろうか？

　明日までか、はたまた一生か。

　徐じよ々じよに考えこみだしたジャスティンの視線の先、噴水の後ろから一匹ぴきの黒くろ猫ねこが現れる。

　赤い目をした猫ねこはまっすぐにジャスティンのほうへと歩いてきた。

　ジャスティンは立ち止まる。

「レクス？」

　呼ぶと、猫はふわりと立ち上がった。

　猫の姿はいつのまにやら、黒こく衣いを身にまとったレクスへと変わる。

「なぜわたしだとわかった？」

　ジャスティンの前まできて立ち止まり、レクスは訊く。

　ジャスティンは首をひねった。

「さあ。なんとなく、そうだと思っただけ」

「お前は本当に面おも白しろい。見ていると暇ひまつぶしになる」

「暇つぶし、ね。……だから、あんたは私が契約を拒きよ否ひしたのに、まだここにいるんだ」

　ちょっと複雑な顔のジャスティンを見下ろし、レクスは言う。

「そうだ。あとは、お前のそばは寝ね心ごこ地ちがいい」

「……そう。まあいいか」

　あいかわらずの怠たい惰だ発言に頭痛を覚えつつ、ジャスティンは手にしていた箱から金のペンダントを取り出してみせた。

「……それより、ね。見て、レクス。これ、退魔の許可証。私がレクスたちと一いつ緒しよにたちの悪い悪あく魔ま退治ができるよう、女王陛下からいただいちゃった」

「そんなものはなくとも、お前が殺せというなら悪魔などいくらでも殺してやる」

　レクスは軽く目を伏ふせて言う。

　ジャスティンは、小さく首を横に振ふった。

「そうじゃない……そうじゃないの、レクス。あのね、私、どうにかして人間と悪魔とが一緒に住める世界を作りたい。退魔庁が悪魔を殺すことで悪魔に関する事件を解決しようとするなら、私は別のやり方で決着をつけていきたい」

　意外な言葉だったのか、レクスはじっとジャスティンを見つめた。

　ジャスティンは彼を見つめ返し、はっきりと言う。




「私は、多分、レクスたちにも神の国はあると思うから」




「──ジャスティン」

　レクスはつぶやいたが、その後には何も続けられないようだった。

　赤い瞳を不思議そうに細めている。

　ジャスティンは少し笑った。

「だからね、レクス。私はあんたと契約はできないけど……私たちの世界のために、私にあんたの力、貸してくれる？」

　はっきりした声で言い、握あく手しゆを求めるように手を差し伸のべる。

　レクスはしばらくジャスティンの手を眺ながめていた。

　そして、いきなりジャスティンの身体からだを抱だきしめる。

「っ！　な、な、いきなり何やってんの！　握手でいいの、握手で！　やめなさいって！」

　真っ青になって暴れるジャスティンの耳元で、レクスは低くつぶやく。

「──契約というのは、必ずしも言葉によるものでもあるまい」

「え？　それって一体どういう……？」

　ジャスティンが問うと、ふとレクスが腕うでをゆるめる。

　レクスの顔が近くに見えた。

　普ふ段だんならば絶対に耐たえきれない至近距きよ離りだ。レクスの顔はあいかわらず美しい。

　──でも、彼の表情は見慣れないものだった。

　それは本当に、わかるかわからないかの淡あわい微び笑しよう。

　ジャスティンが初めて見るような、穏おだやかで優やさしい笑えみがレクスの顔に広がっている。

（あ──こんな綺き麗れいな表情もできるんだ、レクスって）

　ジャスティンは目をみはっていた。なんだか、初めてちゃんとレクスの顔を見た気がする。初めて、彼の美しさが心の奥までしみてくる。

　心の芯しんがずきりと痛んで、不思議に鼓こ動どうが早くなる。

（な、なんだろ、これ。動どう悸き息切れがする。コルセット、強く締しめすぎたかな？）

　戸と惑まどうジャスティンに、レクスはつぶやいた。

「人間とは本当に面白いものだな。毛色の変わった子供が、十年たつとますますわけのわからないことを言うようになっている」

「え？　十年……？」

　なんのことだろう？

　訊いてみようと思ったそのときに、いきなりレクスの顔が近づいてきた。

　そのまま、柔らかな唇くちびるが重なる。

「………………っ！　な、な、なななっ……ふざけるなーっ!!」

　思いっきり叫さけんで、ジャスティンはレクスの顔を容よう赦しやなくはたいた。

　そのとき、ジャスティンの中でいきなり断片的な記き憶おくがひらめく。

（あ、あれ？　昔に一度、こういうこと、なかったっけ……？）

　思い出すのは、十年前、ひとりで歩んでいった暗い廊ろう下か。

　突とつ然ぜん開いた書しよ斎さいの扉とびら。

　自分を見下ろしていた赤い瞳。

　ジャスティンを食べようとした、それはそれは美しい──化け物。

　記憶がかみ合い、ジャスティンは盛大に叫ぶ。

「ああああ！　あんた、よりによってあのときの幼女趣しゆ味み男!?」

「やっと思い出したようだな。しかしわたしは幼女趣味ではない。老ろう若にやく男なん女によの区別をつけないだけだ。面めん倒どうだから」

「うわあ、それも嫌いやな感じ！　ああ、でも、どうして今まで忘れてたんだろう、私……。今までちゃんとあんたの顔が見られてなかったから……？　てっきりあのときの変態はオルムステッドだと思ってた！　でもあんたのせいで美形が苦手になったんなら、なんだか納なつ得とくかも」

　ジャスティンが青ざめていると、レクスはあっさり否定した。

「それは違ちがうぞ。お前は最初からわたしの美び貌ぼうを理解していなかった。わたしに口づけられても『食べられる！』とわめいたあげくにこの顔をはたき、次にいかに自分がまずいかを力説し、かわりにお菓か子しをやるから待っていろと言って走り去った。わたしの顔をはたいた人間の女は初めてだったので面白く思って生かしておいたのだが……正解だったな。じつに面白く育った」

「ちょっひとを珍ちん獣じゆうみたいに言わないで！　大体、犯罪者はあんたのほうよ。殴なぐられるくらい当たり前！　そもそも父様の書斎で何やってたの!?」

「あそこにわたしの魔ま法ほう書があったのだ。お前の父が魔法書をいじりまわしたときに一度目が覚めて、他の呪のろわれた器物と世間話をしていた。あの書斎は呪われたものだらけだからな」

「そ、そうだったんだ？……はかりしれないひと、父様……」

　ジャスティンは冷ひや汗をかきながらつぶやく。

　そんな昔からレクスの魔法書を持っていたという父。……父は今どこにいるのだろう？

　どうしてジャスティンに魔法書を送ってきたのだろう？

　ジャスティンのもとに残されたのは謎なぞばかりだ。

（──でも、いつか探し出してみせる。そうして、一緒に美味おいしい朝ご飯を食べるんだ）

　強く心に誓ちかい、ジャスティンは自分がまだレクスに抱かれていることに気づいた。

　居い心ごこ地ち悪く身じろぎ、ジャスティンはあらためてレクスを見上げる。

「……で、あんたはいつまでくっついてるつもり……？」

「さあな。わたしに協力を頼たのんでいるのは、お前のほうではなかったか？」

「それとこれとは全然別の話でしょ！　レクスは……結局、契けい約やくなしで私と一緒に戦うのは嫌なの？」

　訊きいてしまってから、ジャスティンは少しだけ不安になった。

　断られてしまったら、このままレクスが消えてしまったらどうしよう。

　──そんなジャスティンの気持ちをよそに、レクスはジャスティンから腕をほどく。

　そして完かん璧ぺきに優美な所作でジャスティンの前にひざまずくと、彼女の手をとった。

　触ふれられた指がわずかに温かい。

　どうしてだろう──ジャスティンはかすかな予感に身み震ぶるいする。

　何かが始まる。

　冒ぼう険けんに似た、でも、ちょっとだけ違ちがう何かが。

　ジャスティンの白い指にそっと唇をあて、レクスは甘い声で告げた。




「──わたしはお前の使い魔まだ」








あとがき






　悪あく魔ま、といって私が思い出すのは中学生時代。

　高校受験から逃とう避ひしたくてたまらなかった当時の私には、空前のオカルトブーム（もちろんごく個人的な）がきていたのでした。勉強のために図書館に行っては陰おん陽みよう道どうとか悪魔とかについて調べてオリジナルキャラを作ってしまったりとか。実にお約束ですね……。

　そんなことをしていたわりに高校受験はどうにか切り抜ぬけたのですが、当時のネタが小説の形になることはありませんでした。あのころの若々しい悪魔ネタ、いっそ今大まじめに書いてみたらどうなるんだろう？

　──と、そういうきっかけでこのお話は書かれております。いや、ほんとに！




　はじめましての方も、お久しぶりですの方もこんにちは。栗原ちひろと申します。

　この作品の前に書いていたデビューシリーズは、一見硬こう派はめ、青年主人公のファンタジーでした。それはそれで好きなんですが、ビーンズ文庫は少女向けレーベル。せっかくだから、次があるならものすごく少女漫まん画がっぽい話でいこう！　と心に決めていた結果がこれです。

　見た目は天使、中身は冒ぼう険けんマニアで美形嫌ぎらいの女の子と、見た目は超美形、中身は怠たい惰だの権ごん化げの悪魔がくりひろげるラブとお笑いと召しよう喚かんバトル。

　気軽に楽しんでいただけるといいなあと思いつつ、ご感想をひっそりお待ちしております。

　ちなみに舞ぶ台たいは十九世紀末ヨーロッパに似たどこかの世界です。あくまで「どこか」です。悪魔についても舞台についても、モデルはあっても完全フィクションですのでご了りよう承しようくださいませ。万が一悪魔にくわしい方がいらっしゃったら、登場悪魔のモデルの見当をつけて笑ったりしてください。というか本来、悪魔の名前が×××語風とかありえないよーな……。




　さて、今回新作を立ち上げるにあたり、多くの方にご助力いただきました。

　まずはイラストを担当していただきました新條まゆ先生。お名前をうかがったときはびっくりしてひっくり返るかと思いました！　お忙いそがしい中、すてきなキャラクターたちを本当にありがとうございます。そして担当編集Ｓ氏、面おも白しろくてためになるご指導がとても楽し……もとい、ありがたかったです。これからもよろしくお願いいたします。

　さて、このお話の続編があるのなら、今回設定だけで終わった感のある「男子校」ネタをもう少しクローズアップしてみたい気持ちですよとつぶやきつつ、今回はこの辺で。
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